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第 １ 日 
 

1 2 月 1 0 日 （ 木 曜 日 ） 



－1－ 河津町議会 

令和２年河津町議会第４回定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                    令和２年１２月１０日（木曜日）午前１０時開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 町長の行政報告 

日程第 ５ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

     １番  大 川 良 樹 君      ２番  桑 原   猛 君 

     ３番  渡 邊 昌 昭 君      ４番  遠 藤 嘉 規 君 

     ５番  上 村 和 正 君      ６番  塩 田 正 治 君 

     ７番  仲   里 司 君      ８番  土 屋   貴 君 

     ９番  渡 邉   弘 君     １０番  稲 葉   静 君 

    １１番  宮 崎 啓 次 君 

欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者 

町 長 岸   重 宏 君 副 町 長 土 屋 晴 弥 君 

教 育 長 鈴 木   基 君 総 務 課 長 後 藤 幹 樹 君 

企画調整課長 木 村 吉 弘 君 町民生活課長 土 屋 典 子 君 

健康福祉課長 稲 葉 吉 一 君 産業振興課長 村 串 信 二 君 

建 設 課 長 山 本 博 雄 君 水道温泉課長 中 村 邦 彦 君 

教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

川 尻 一 仁 君 会 計 管 理 者 
兼 会 計 室 長 

渡 辺 音 哉 君 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 



－2－ 河津町議会 

事 務 局 長 飯 田 吉 光 書 記 大 川 知 寛 

 



－3－ 河津町議会 

 

開会 午前１０時００分 

 

◎開会の宣告 

○議長（上村和正君） 改めまして、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は11名です。 

  よって、本日の議会は成立しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎開議の宣告 

○議長（上村和正君） これより令和２年河津町議会第４回定例会を開会し、直ちに本日の会

議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（上村和正君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付の印刷物のとおりでござ

います。ご覧願います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（上村和正君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により議長より指名します。 

  ８番、土屋貴議員、９番、渡邉弘議員の両名を指名します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 
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○議長（上村和正君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  今期定例会の会期につきましては、12月３日の議会運営委員会をお願いしご検討を願った

結果、本日より12月14日までの５日間としたいと思います。 

  なお、会期中の日程につきましては、本日は、諸般の報告、町長の行政報告と一般質問４

名をお願いしたいと思います。 

  11日は、一般質問３名、人事案件、条例案件、指定金融機関の指定、町道認定変更、規約

関係及び補正予算の審議をお願いしたいと思います。 

  なお、14日は念のため予備日とし、議事の進行を図りたいと思います。 

  お諮りします。 

  これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、今期定例会の会期は本日より14日までの５日間と決定しました。 

  なお、説明のため、町長以下、関係職員が出席しておりますことを報告します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（上村和正君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  河津町議会第４回定例会諸般の報告。 

  令和２年12月10日。 

  第４回定例会が開催されるに当たり、令和２年第３回定例会以降の諸般の報告をいたしま

す。 

  １、議会議長会の事業について。 

  ９月16日、静岡県町村議会議長会総会及び議長会議が静岡市で開催され、出席しました。 

  10月９日、賀茂郡町議会議長会臨時総会及び議長会議が当町で開催され、出席しました。 

  10月20日、静岡県町村議会議長会総会が静岡市で開催され、出席しました。 

  ２、町議会活動について。 

  町議会議員活動。 

  10月６日、町からの要請で議員説明会が開催され、議員全員が出席しました。 
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  10月30日、令和２年第１回町議会臨時会が開催され、議員全員が出席しました。 

  同日、町からの要請で議員説明会が開催され、議員全員が出席しました。 

  同日、議員月例会を開催し、天城山の鹿の食害や遊歩道の状況を確認するため、天城自然

ガイドクラブの土屋光示氏の案内の下、現地視察を実施しました。 

  11月19日、議員月例会を開催し、来年度の予算方針、第５次総合計画の概要について町担

当部局から説明を受けました。 

  11月24日、令和２年第２回町議会臨時会が開催され、議員全員が出席しました。 

  11月30日、議会全員協議会を開催し、第４回定例会の議案について町から説明を受けまし

た。 

  例月出納検査結果報告。 

  ９月29日、令和２年８月分の出納検査結果報告書を受領しました。 

  10月26日、令和２年９月分の出納検査結果報告書を受領しました。 

  11月30日、令和２年10月分の出納検査結果報告書を受領しました。 

  監査の結果報告。 

  ９月29日、公金の収納または支払い事務に関する監査の結果報告書を受領しました。 

  定期監査結果報告。 

  11月24日、令和２年度の定期監査結果報告書を受領しました。 

  議会運営委員会。 

  12月３日、議会運営委員会が開催され、令和２年第４回町議会定例会の日程等、協議を行

いました。 

  議会広報編集委員会。 

  ９月29日、10月８日、13日、第３回町議会定例会の広報紙作成作業を行いました。 

  12月３日、第４回町議会定例会の内容につき、広報紙作成の打合せを行いました。 

  常任委員会関係議員活動。 

  ９月29日、第１回河津町公共施設整備計画推進委員会が開催され、第１・第２常任委員長

が出席しました。 

  10月15日、国民健康保険運営協議会委員研修が静岡市で開催され、国保委員が出席しまし

た。 

  10月19日、第１常任委員会を開催し、今後の方針について協議しました。 

  10月23日、第２常任委員会を開催し、今後の方針について協議しました。 
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  11月４日、河津町総合開発審議会が開催され、第１・第２常任委員長が出席しました。 

  11月11日、第２回東部社会教育関係者等研修会が開催され、第２常任委員長が出席しまし

た。 

  11月20日、賀茂郡社協役員研修が開催され、第１常任委員長が出席しました。 

  12月８日、第２回河津町公共施設整備計画推進委員会が開催され、第１・第２常任委員長

が出席しました。 

  同日、第３回社会福祉協議会理事会が開催され、第１常任委員長が出席しました。 

  ３、一部事務組合について。 

  10月７日、東河環境センター議会第２回定例会が開催され、組合議員が出席しました。 

  10月27日、伊豆斎場組合議会臨時会が開催され、組合議員が出席しました。 

  ４、議長に要請のあった諸会合等。 

  ９月18日、「秋の全国交通安全運動街頭広報」が西小学校上国道414号沿いで行われ、議

員とともに出席しました。 

  10月27日、河津駅前広場管理運営委員会が開催され、第２常任委員長とともに出席しまし

た。 

  11月２日、地方議会議長連絡協議会意見交換会が沼津市で開催され、出席しました。 

  11月３日、河津町表彰式が行われ、議員とともに出席しました。 

  11月５日、河津町戦没者招魂祭が開催され、出席しました。 

  12月４日、第21回しずおか市町対抗駅伝競走大会壮行会が役場玄関前で行われ、出席しま

した。 

  12月５日、第21回しずおか市町対抗駅伝競走大会が静岡市で行われ、応援してまいりまし

た。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎町長の行政報告 

○議長（上村和正君） 日程第４、町長の行政報告をお願いします。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは行政報告をいたします。 
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  本定例会が開催されるに当たり、９月定例会以降の行政報告と所信の一端を申し述べ、議

員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと思います。 

  新型コロナウイルス感染症については、県内でもクラスターが多発し、静岡県ふじのくに

警戒レベルもレベル４、感染蔓延期中期となり、県内の一部ではレベル５相当ともなり、依

然として感染防止のための警戒を継続していかなければなりません。 

  東京などの首都圏や大都市でも第３波と言われる感染拡大傾向の中、国では、経済対策で

のＧｏＴｏキャンペーンが一部地域で中断しながらも、その他の多くの地域では継続して行

われており、河津町内でも県外ナンバーの車や観光客の姿も見られ、波及効果もあるように

聞いております。 

  また、来年の第31回河津桜まつりの開催に向けて、目に見える形で、町民、来訪者、営業

者の安心安全を確保した河津桜まつりを実行委員会で対策及び準備を進めておりますので、

町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

  なお、新年恒例事業となっております元旦マラソン大会、消防団出初め式、新春賀詞交歓

会は中止とさせていただき、成人式については予定どおり開催しますのでお願いいたします。 

  令和３年度予算編成方針について申し上げます。 

  当町の財政見込みは、歳入では自主財源である住民税等の税収に増額要因は見当たらず、

人口減少等による地方交付税の減額等により、一層厳しい状況が見込まれています。一方、

歳出面では、社会保障関係経費などの義務的経費の増額、投資的経費においても労務単価や

建設資材等の高騰による建設コストの上昇など、歳出増が見込まれています。 

  このような中で迎える令和３年度は、現在策定中の河津町第５次総合計画の初年度であり、

「オール河津のまちづくり」を目指し、新たな10年間を見据えた予算編成が求められており

ます。 

  現下の厳しい経済情勢を念頭に健全な財政運営を堅持しつつ、次世代に引き継ぐ新たな河

津町の創設を目指し、町民本位の各種施策を推進していくため、行政改革を促進し、財政運

営のさらなる健全化に取り組んでまいります。 

  令和３年度の予算編成に際しては、以上のことを前提に、「子育てしやすい環境」、「心

豊かな人を育てる町づくり」、「安心安全に暮らせる町づくり」、「活力と魅力あふれる町

づくり」を重点テーマとし、限られた財源を最大限有効に活用すべく、各事業の有効性を見

極めた上で、選択と集中の視点から重点的に財源を配分すると指示したところであります。 

  また、特別会計及び公営企業会計については、住民負担の適正化を念頭に財源確保を図る
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とともに、将来にわたる的確な収支見通しに基づく経費の節減、事業の合理化に努めるよう

指示をいたしました。 

  必要な行政サービスの水準を確保しながら、さらなる効率的・効果的な行財政運営に努め

てまいります。 

  町有地の売却について申し上げます。 

  購入希望者を公募しておりました町有地については、笹原及び下佐ケ野町有地でそれぞれ

購入希望があり、笹原町有地を11月４日、下佐ケ野町有地を12月２日付で売買契約を締結い

たしました。また、笹原町有地は２区画が残っておりますので、今後も購入希望者を募って

いきます。 

  地域防災訓練について申し上げます。 

  12月６日の「地域防災の日」に合わせ、各地区自主防災会が主体となり地域防災訓練が実

施されました。コロナ禍における状況でしたが、それぞれ予防対策を実施した中で訓練を行

いました。 

  訓練内容につきましては、各地区の自主防災会が地元消防団等の協力を得て津波避難訓練

や防災資機材の点検などを行ったほか、筏場地区におきましては、静岡県の職員を講師に招

き土砂災害についての防災出前講座を実施し、笹原地区及び上佐ケ野地区では、陸上自衛隊

駒門駐屯地及び静岡県看護協会の協力を得て、それぞれ応急救護訓練を実施いたしました。 

  また、静岡県、自衛隊、消防等の関係機関に協力いただき、災害応急対策の検証、習熟を

図ることを目的に、風水害を想定した災害対策本部運営訓練を実施しました。 

  消防団改革について申し上げます。 

  近年、若年層の減少、団員の高齢化などにより消防団員確保が難しくなっている中、さき

に河津町消防団より定員削減計画の提案がありました。火災だけでなく災害対応についても

重要性は増しており、持続可能な消防力を確保しながら定員削減や団運営の見直しが求めら

れています。 

  町としても消防団の実情は承知しており、なおかつ町民に関わる重要な事項であることか

ら、既に行政連絡委員会への説明を行い、来年４月１日施行に向けて、本定例会に消防団改

革に関する条例改正案を上程しておりますので、ご審議をお願いいたします。 

  町表彰式について申し上げます。 

  11月３日、役場議場において河津町表彰式を行いました。式典では、町の発展に寄与され

た１名に功労表彰を授与し、長年にわたり地道な活動により貢献いただきました２団体に感
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謝状を贈呈させていただき、これまでの功績をたたえました。表彰式では、今年初めて、受

賞者の活動の状況など功績を展示して好評を得たところです。今後も継続していきたいと考

えています。 

  町コミュニティセンター耐震対策事業について申し上げます。 

  11月24日開催の第２回町議会臨時会で承認、可決をいただき耐震対策工事に着手しました

ので、利用者及び近隣住民の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い申し上

げます。また、工事期間中の町民コミュニティ活動の代替施設として、河津バガテル公園旧

レストラン棟を用意しておりますので、ご不便をおかけしますがご利用をお願いします。 

  河津寄って軽トラ市とテント市について申し上げます。 

  河津町産業経済活性化連絡協議会では、12月13日に「河津寄って軽トラ市とテント市」を

開催いたします。新型コロナウイルス感染症対策のためテイクアウトを前提にし、２月開催

予定の第31回河津桜まつりの新型コロナウイルス感染防止対策の実証試験も行います。ご来

場の皆様も新型コロナウイルス感染防止対策を取っていただき、ご参加くださいますようお

願いいたします。 

  第５次河津町総合計画策定事業について申し上げます。 

  令和３年度から10か年計画として策定する本計画案に対して、12月から、町民に向け広く、

意見、情報、改善案などを求めるパブリックコメントを行っております。町のホームページ

及び役場町民生活課、企画調整課、図書館での縦覧を実施していますので、ご意見をお寄せ

いただきますようお願いいたします。 

  令和２年国勢調査について申し上げます。 

  10月１日を基準日として５年に一度実施される国勢調査については、例年、対面を中心に

調査を行ってまいりましたが、今回は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、イ

ンターネット及び郵送方式による回答をお願いさせていただきました。現在、調査票の審査

等を実施しております。町民の皆様のご協力に感謝申し上げます。 

  町税収納状況について申し上げます。 

  町税収納状況は、新型コロナウイルス感染症の影響による徴収猶予等のため、10月現在、

町税全体の収納率は57.5％で前年比2.4ポイントの減、国民健康保険税の収納率は47.7％で

前年比3.9ポイントの減となっております。 

  賀茂地方税債権整理回収協議会による10月末までの滞納整理の状況ですが、本年度は、前

年度の財産調査等の結果に基づき、差押えに向けたさらなる個別調査を762件実施し、預金、
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生命保険、不動産等の財産差押えを50件実施しております。また、滞納者全員に催告通知を

しており、１回目を８月、２回目を11月に送付いたしました。今後は３月に通知を予定して

おります。 

  なお、静岡県及び県内の全市町は、11月と12月を滞納整理強化月間と位置づけ、連携して

滞納整理に取り組んでいます。今後も、納期内納付の推進を図るとともに滞納額縮減に努め

てまいります。 

  子育て支援施設建設事業について申し上げます。 

  子育て支援施設建設に伴い、先行して整備を進めます代替役場職員駐車場につきましては、

役場庁舎北東側隣接地を取得し、現在、職員代替駐車場実施設計を行っております。令和３

年１月に工事着工するため、本定例会に関係経費補正予算を計上しましたので、ご審議をお

願いいたします。 

  また、育て支援施設建設実施設計業務は、新型コロナウイルス感染症の影響により発注を

留保していたため、所要の期間の確保のため令和３年５月の完成見込みとなり、本定例会に

履行期間延長による繰越明許費を補正予算に計上しましたので、併せてご審議をお願いいた

します。 

  こどもインフルエンザ予防接種助成事業について申し上げます。 

  子供のインフルエンザ予防接種は、任意接種とされていることから、町ではこれまで助成

を行っておりませんでしたが、９月11日に、厚生労働省、新型コロナウイルス感染症対策本

部より、今年の冬のインフルエンザワクチンの優先的な接種対象者への呼びかけについて通

知がありました。 

  今年度は、インフルエンザ発症により、医療機関の混乱や感染症の重症化、学校等での集

団感染の発生が危惧されるため、新型コロナウイルス感染症だけでなく、インフルエンザ感

染症への対策も必要となります。このようなことから、今年度に限り、生後６か月から高校

３年生までの子供を対象としたインフルエンザ予防接種について、10月１日から、接種１回

当たり2,000円を上限に費用の助成を行っています。 

  高齢者移動支援セミナー事業について申し上げます。 

  超高齢化社会が進む中、高齢者の移動手段の確保が生活上の課題として掲げられておりま

す。町では、県の協力を得て高齢者移動支援セミナーを開催し、課題の集約や制度理解、安

全運転の向上、支援策の検討などを行い、町に合った移動サービスの創出を目指して研修会

を行ってまいります。多くの町民の皆様の参加をいただき、町独自の移動サービスの確立に
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ご支援いただきますようお願い申し上げます。 

  伊豆縦貫自動車道関係について申し上げます。 

  伊豆縦貫自動車道に関連する各整備促進期成同盟会により、10月13日に国土交通省中部地

方整備局へ、同22日に国土交通省、財務省へ要望活動を行いました。 

  （仮称）河津インターチェンジにつきましては、橋梁の上部工が本格的に始まり、インタ

ーチェンジの形が見えてきました。小鍋地区からのトンネル掘削工事も始まり（仮称）逆川

インターチェンジ側も着々と工事が進められております。近隣の皆様にはご不便、ご迷惑を

おかけしますが、引き続きご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

  観光振興関連事業について申し上げます。 

  秋シーズンの観光振興として河津町観光協会への事業補助を行いました河津秋まつり事業

は、新型コロナウイルス感染症を考慮し、11月23日の伊豆の踊子文学碑献花式典のほか、各

地区で規模を縮小しながらも特色のあるイベントを連携して開催し、町内への誘客を図りま

した。 

  宿泊施設等支援事業は、宿泊者の誘客のため、９月19日より町内に宿泊しアンケートにご

回答いただいた方の中から、抽せんで4,650名の方に河津町の特産品をお送りする事業です。

当初は12月27日までご宿泊いただいた方が対象でしたが、１月末まで期間を延長する予定で

す。９月から10月の第１期分として865名に、11月の第２期分として1,081名に、順次、特産

品を送付しております。 

  学校教育施設関連事業について申し上げます。 

  河津町立小学校統合準備委員会について申し上げます。委員会では、本年度４回の委員会

を開催するとともに詳細な協議を進めるため部会を設け、多くの方々の意見を伺いながら協

議を進めております。 

  社会教育事業について申し上げます。 

  第回４「伊豆の踊子」読書感想文コンクールについては、小説「伊豆の踊子」を多くの人

に知ってもらうこと、読書の習慣を高めるため、７月１日から10月30日までの間、中学、高

校、一般の部門で作品の募集を行いました。応募数は、一般の部５名、高校生の部３名、中

学生の部57名でした。表彰式は、11月23日の伊豆の踊子文学碑献花式典において開催し、最

優秀賞２名、優秀賞１名、佳作８名、努力賞２団体に表彰状を授与いたしました。今後も引

き続き、読書感想文コンクールを開催し、文化振興を図っていきたいと考えております。 

  第21回静岡県市町対抗駅伝競走大会については、12月５日、静岡市を会場に12区間42.195
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キロコースで行われ、県内全市町選手団が出場いたしました。河津町選手団は、募集により

集まった候補選手28名が８月から約４か月間の練習を続け、代表選手12人が大会に出場し練

習の成果を発揮しました。結果は、町の部で12チーム中第７位に入賞し、また、人口１万

5,000人以下の町の部１位に贈られる「ふるさと賞」も受賞いたしました。「ふるさと賞」

の受賞は４年連続となります。選手、監督、コーチをはじめ、関係者の皆様に心から感謝を

いたします。また、町民の皆様の応援に厚くお礼申し上げます。 

  入札結果について申し上げます。 

  ９月８日に実施した町営バス購入は、黒田自動車駅前工場が落札し、342万8,997円で契約

し、12月３日に納車をいたしました。 

  ９月16日に実施した下河津漁港見高地区海岸（高潮対策）護岸かさ上げ測量設計地質調査

業務委託は、株式会社フジヤマ沼津営業所が落札し、1,650万円で契約しました。 

  ９月24日に実施した新型コロナウイルス感染症対策事業、河津町立河津中学校・南小学校

体育館換気設備設計業務委託は209万円で、同じく河津町立西小学校体育館換気設備設計業

務委託は101万2,000円で、同じく河津町立東小学校体育館換気設備設計業務委託は101万

2,000円で、それぞれ一級建築士事務所野田建築設計事務所が落札し契約しました。また、

同様の対策事業で、河津町立小中学校空調設備設置工事設計業務委託は、株式会社ユー設計

集団いなば建築設計室が落札し、258万5,000円で契約しました。 

  10月15日に実施した同様の感染対策事業、河津バガテル公園旧レストラン棟換気空調設備

機器購入は、すずき電機が落札し、270万1,380円で契約しました。同様の対策事業として、

ウェブ会議用ノートパソコン購入は、株式会社スワベ商会下田支店が落札し、171万6,000円

で契約をしました。同様に、可動式会議システム機器購入は、パナソニックシステムソリュ

ーションズジャパン株式会社中部社と1,254万円で随意契約を締結しました。 

  10月20日に実施した同様の対策事業、エアテント購入は、旭産業株式会社沼津営業所が落

札し、193万8,244円で契約しました。河津町立小中学校児童生徒用パソコン購入は、西日本

電信電話株式会社静岡支店と3,949万円で随意契約を締結しました。 

  10月21日に実施した道路メンテナンス事業、町道縄地堅岩松葉線（下條橋）橋梁補修工事

は、東海建設株式会社が落札し、1,075万8,000円で契約、道路メンテナンス事業、町道川津

筏場大堰久保田線（桃木沢橋）橋梁補修工事は、斉藤土木株式会社が落札し、286万円で契

約しました。 

  11月９日に実施した河津町コミュニティセンター耐震対策工事は、東海建設株式会社が落
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札し、１億2,798万5,000円で契約しました。 

  11月18日に実施した松くい虫等防除事業業務委託（予防剤注入）は、株式会社松田屋が落

札し、111万5,400円で契約、令和２年災査定第９号 町道見高２号線災害復旧工事は、山内

組が落札し、435万6,000円で契約、令和２年災査定第10号 町道縄地線災害復旧工事は、東

海建設株式会社が落札し、693万円で契約しました。 

  12月８日に実施した河津町立小中学校情報通信機器用電源キャビネット設置工事は、株式

会社宮崎商会が510万円で、河津町立小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備工事は、

シーキューブ株式会社静岡支店が798万円で落札しました。 

  報告は以上のとおりでございます。 

  今年も残り少なくなりました。コロナウイルス感染症対策など、１年間、町民の皆様方の

協力を得て行政運営ができたものと考えております。感謝申し上げます。 

  今後も、新型コロナウイルス感染症の動向も厳しい状況が予想される中、今まで以上に踏

み込んだ「行政と住民の役割と責任」を基本として、町民の皆様とともに次の世代に引き継

ぐことができる町を目指し行政を進める所存でございますので、今後とも皆様方のご支援、

ご協力をお願いいたします。 

  私からの行政報告は以上でございます。 

○議長（上村和正君） これで町長の行政報告を終わります。 

  10時50分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（上村和正君） 日程第５、一般質問に入ります。 

  この場合、質問には１問ごとに答弁します。 
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  なお、全般にわたって質問するか答弁を求めるかは質問者の意向によるものとしますので、

あらかじめ議長に申し出てください。 

  なお、申し添えておきますが、質問回数は１問につき３回、質問の時間は答弁を含めて60

分となっておりますので、ご協力をお願いします。 

  一般質問は、次の順序によりこれを許します。 

  ７番、仲里司議員、１番、大川良樹議員、３番、渡邊昌昭議員、９番、渡邉弘議員、６番、

塩田正治議員、４番、遠藤嘉規議員、２番、桑原猛議員。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 仲   里 司 君 

○議長（上村和正君） それでは、７番、仲里司議員の一般質問を許します。 

  ７番、仲里司議員。 

〔７番 仲 里司君登壇〕 

○７番（仲 里司君） 改めまして、皆さんおはようございます。 

  令和２年河津町議会第４回定例会開催に当たりまして、一般質問の通告をしたところ、議

長より許可をいただきましたので、通告に従い一問一答方式で質問させていただきます。 

  その前に、今回どころか現在はやりの国内の新型コロナの感染者数ですけれども、昨日は

感染最多の2,810人、そして重傷者は19人増えまして555人、国内の累計感染者数はクルーズ

船を含めまして17万49人、死者は2,500人となっております。そのような中で、我が河津町

には依然、感染者は発生しておりません。先ほど町長が申しましたように、安心安全のまち

づくりを進めていただきたいと思います。 

  それでは質問に移りたいと思います。 

  私の今回の質問は、１点目、町長の政治姿勢について、２点目、第31回河津桜まつりにつ

いて、３点目、空き家バンクについて、以上３点であります。 

  それでは、まず第１点目としまして、町長の政治姿勢について伺いたいと思います。 

  公約の成果について、そして行財政改革の取組についても伺います。 

  町長に就任された平成29年12月の第４回定例会におきまして、所信表明の中で町長は７つ

の公約を掲げられました。大項目としまして順番にいきますと、１、子育て関連施設は早急

に予定地等の具体的検討を進める。２、小学校の統合問題については積極的に取り組む。３、
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防災対策については減災対策を中心に進める。４つ目としまして、河津バガテル公園の再生

について検討を進める。５、第１次産業と第３次産業との連携事業に取り組む。６、幼稚

園・保育園の将来的な運営形態について検討を進める。７、効率的な行政運営や開かれた行

政を進めるために行財政改革に取り組む。 

  以上の７点を掲げられ町政運営に関わり、３年がたちました。任期は残り１年というとこ

ろでありますけれども、実行されたもの、また、未着手のものもあろうかと思われますが、

行政報告で報告されたものもありましたけれども、改めて町長に、公約した７つの点の成果

について伺いたいと思います。 

  昨今の財政状況を見ますと、新型コロナウイルスの影響で町内の経済は冷え込み、町民は

大変厳しい生活を強いられております。当然ながら、町としましても税収入の落ち込みも懸

念され、行財政運営に大きな影響を与えるのではないかと考えます。公約の中で７番目の行

財政改革について、効率的な財政運営、また事業見直しに費用対効果の再検討などを進める

とされたわけで、実行に移された点、また、それを具体的に回答いただければと思います。 

  続きまして、２点目に、「オール河津のまちづくり」をどのように取り組んだのか伺いま

す。 

  この点についても、町長選挙におきまして、さらには就任当初の所信表明において、情報

公開と町民参加のまちづくりを掲げたわけです。町長の目指した新たなまちづくりをどのよ

うに進められたのか、また取り組まれた成果として、町民のまちづくりに関する責任や参加

意識が高まったと感じられておるのか伺います。 

  以上、質問いたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、仲議員の質問の内容ですが、町長の政治姿勢について、１

点目は公約の成果について、行政改革の取組について、あるいは２点目に「オール河津」の

ことについてということで答弁いたします。 

  まず、公約の成果について、行政改革の取組についてでございますけれども、私の選挙時

の公約は仲議員がお尋ねのように７つございます。具体的な内容についてはご質問の内容の

とおりでございますが、その成果について申し上げます。 

  まずは、公約を実行するに当たり、新たなまちづくりの展開を、情報公開と町民参加のま

ちづくりによる「オール河津のまちづくり」を目指して取り組んでまいりました。全体的な

公約の成果については、この３年間ではまだまだ実現に至っていないものも多いわけでござ
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いますが、取組については、その都度、議会の議員さんや町民の皆様にお知らせしておりま

すので、あえて詳しくは申し上げませんが、具体的な取組や成果について申し上げます。 

  １つ目でございますが、子育て関連施設の建設につきましては、早急に予定地等の具体的

な検討を進めるとの公約でございます。 

  既にご存じのように、子ども・子育て会議への諮問による検討から始まりまして、答申を

受けた中で用地も決まり、基本設計も終わり、現在は、来年度の建設着手に向けて実施設計

が進んでおります。また、子育て世代の避難場所としての機能も併せて活用してまいります。 

  次に、小学校統合問題につきましては、積極的に取り組むという公約でございます。 

  こちらも、前段の検討組織であります学校教育環境整備委員会、さらに小学校統合準備委

員会から、教育長からの諮問による答申を受けております。現在は、ご存じのように、令和

５年度に統合し、現在の南小学校を仮校舎として当面利用し、将来的には、河津中学校周辺

に新校舎を建設して小中一貫校を目指すというものであります。また、統合準備委員会では

部会を設けまして、通学方法や援助、校章や校歌など、統合に関わる事項について継続して

検討いただいております。 

  次に、防災対策につきましては、減災対策を中心に進めるという公約でございます。 

  既に町民の皆様には、「知る」「備える」「行動する」を念頭にファイル式の防災ガイド

ブックを作成し、配付を行いました。そのほかにも、地震、津波、水害などの各種災害に対

する訓練や自主防などへの資機材の配付、避難路の整備や路面標示、家具の転倒防止補助金

制度の創設などを行っております。 

  ハード面では、津波に対する沿岸地域の防潮堤事業も見高地区から始めていますし、学校

などの広域避難所の電源対策なども行い、将来的には、防災本部である役場周辺が手狭であ

ることから、峰地区に本部のサテライト機能を持つ防災公園も計画し、用地の取得段階であ

ります。 

  次に、河津バガテル公園につきましては、再生の検討を進めるとの公約でございます。 

  平成30年10月に、外部の大学講師や地域の代表３人による再生検討委員会を設けていろい

ろな議論をしていただきました。方向性としては、民間による園の運営を基本として、指定

管理者の公募による運営を目指してまいりました。しかし、最終的には公募は不調に終わり

まして、今年度から新たな資金確保を図り、新たな方針について、再度、委員会において検

討いただいているところであります。今後、方針が示された中で取り組んでいきたいと考え

ております。 
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  次に、第１次産業と第３次産業との連携事業に取り組むとの公約でございます。 

  河津桜のブランドを生かした河津桜切り枝商品化研究会を平成31年３月に立ち上げ、商品

化に向けて、県などの協力を得て取り組んでおります。試験出荷やテスト販売、苗や圃場整

備の補助制度なども立ち上げまして、併せて、遊休農地や耕作放棄地の解消策にも取り組ん

でおります。既に大鍋地区では出荷用の棚方式の植栽も行われまして、また逆川地区でも、

本年度、植栽が予定されております。また、バガテル公園では食用バラの試験栽培も行いま

して、民間の事業者とともに協働で消費拡大に取り組んでおります。 

  次に、幼稚園・保育園の将来的な運営形態について検討を進めるという公約でございます。 

  これは、将来的な運営の検討で、保育園については、民間事業者でありますので、現状で

は具体的な運営形態の話合い等は行われておりません。しかし、子ども・子育て会議の中で

は議論がされております。 

  現状として、町としては当面の課題として、幼稚園の中で少しでも保護者の実情に対応す

るため、４歳児、５歳児の預かり保育の時間延長ですとか、３歳児の預かり保育の開始など

を行ってまいりました。今後も、公約実現に向けて、具体的には、民間の保育所の理解を得

て認定こども園など考えていきたいと思っております。 

  次に、具体的な行政改革への取組についてのご質問でございます。 

  とにかく財政上の問題が大きいかと思います。特に自主財源が厳しい当町にとって、いか

に補助金を含めた事業を行っていくか、また、最少の予算で最大の効果を得るような計画的

に事業を進めるかが大事であります。これまでの事業の中で、町にとって重要であり必要不

可欠な事業については、できるだけ国などの補助や起債の有利な事業に取組を行ってきてお

ります。また、主要事業につきましては、３か年の総合計画のローリング調書作成に、沿っ

た内容を精査し、さらに、私なりに今後実施が考えられる事業の制度設計調査のヒアリング

も毎年行いまして、計画的に進める仕組みもつくってまいりました。 

  補助事業につきましても、予算ヒアリングで内容を精査し、特に職員に対しては、考え方

によって補助事業を取り組めるものがあるので、お金がないときは知恵を出して、できるだ

け町民の要望に応えるように努力をしております。さらに、主要事業については、できるだ

け費用対効果を考え、町の負担が少なくて済むよう国や県の情報に注視し、場合によっては

各方面に要望や陳情もお願いするよう努めてまいりました。 

  役場内部の執行体制も、事業内容や新規事業の取組なども考え、少ない人員の中でも効率

よい配置などを念頭に置いて異動等も行っております。 
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  以上でありますが、これまでの公約以外の仕事も含めてまだまだ実現に至っていない事業

も多いのですが、当面のコロナ対策など重要課題に取り組みながら、これからも公約実現な

ど町民の負託に応えられるよう努力をしてまいりたいと考えます。 

  次に、２つ目のお尋ねの「オール河津のまちづくり」にどのように取り組んだかという質

問でございます。 

  まず、「オール河津のまちづくり」を目指すためには、情報公開と町民参加のまちづくり

が前提でございます。そのためには、まず行政情報を公開することで町民に正しい情報を伝

え、その情報を基に考えていただき、そして意見を取り込みながら行政運営を進めることが

大事でありまして、町民参加の原点であると考えております。そのためには、あらゆる機会

や手段、媒体を使って情報の発信に努めてまいりました。 

  最初に取り組んだのは、ご存じのように、河津町の情報提供推進要綱の作成によりまして、

町の重要施策について情報提供推進への取組姿勢を制度化いたしました。この要綱の方針を

受けて、具体的には町政懇談会の開催、重要課題の町民説明会、子ども議会、広報かわづの

紙面による行政情報の充実、農協有線テレビによる取材や毎月の定例記者会見における行政

報告などの放映を行い、また、重要な事項については、町民参加の審議会あるいは検討委員

会を設けて情報提供や意見などを伺い、実施してまいりました。 

  議会に対しても、これまで議会の一般質問の中継をはじめ、さらに議事録のホームページ

上での公開などもお願いし、その実現に至っております。また、町の進める重要事項の内容

や進捗状況など、その都度、議員説明会を開催していただき、町民と同様に理解いただける

ように努め、これまで９回の議員説明会を開催させていただきました。 

  お尋ねの「オール河津のまちづくり」推進を掲げたのは、これからの河津町の運営は、町

民全体が一体となって推し進めていくことが重要でありまして、特に人口が少ない小規模な

町にとって、一丸となってまちづくりを進めていかなければ明るい未来は考えられません。

そのために、前段の情報公開と町民参加のまちづくりを、前提を踏まえることが大事であり

まして、これまで私が進めてきた進め方やスタイルで「オール河津のまちづくり」が果たせ

ていると思っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） 町長の公約の案件について、成果を今、発表してもらったわけですけ

れども、「オール河津」の取組という中で、町民全体とか町ぐるみでということも分かりま
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すけれども、「オール河津」というのは、このニュアンスがどのようなことで、全ての方が

「オール河津」ですよということは分かりますけれども、その使っている意味が、単純な

「オール河津」だけじゃないような気がするんですけれども、まあ分かりました。 

  そのまま、じゃ続けますけれども、町長がこうして公約の案件について１番から７番、ま

た２番目の行政改革、財政改革について発表を受けました。しかしながら、公約の４番目に

ありますバガテル公園の再生についての考えですけれども、先ほども町長、既に言っていま

すが、平成30年度に再生検討委員会が設けられてから議論され、運営母体を公募し、しかし

ながら不調に終わり、何の再生もなく現在に至っているのではないでしょうか。再生に関し

て全く姿が見えてこないわけでありますけれども、町民との会話の中で、私たちが話す中で

ですけれども、おーい、バガテル公園の話がよく出るけれども、バガテル公園にどれだけの

金、使っているのかな、どのような方向に持っていくのかなという質問をよく受けます。し

かし、最も町民が関心を示しているのは町長の公約への取組ではないでしょうか。 

  今、新たな方針ということで町長いろいろと述べていただけましたけれども、その意気込

みは前以上に感じたわけですけれども、ではちょっと僕、聞きますけれども、バガテル公園

の運営について、この５年間での入園者並びに町からの支出がどのように推移しているのか、

町民に分かりやすく数字を示していただきたいと思います。平成29年度にはマイナス何千何

百万の収支という形で結構です。これは担当課に伺いたいと思いますけれども、お願いしま

す。 

  そのまま続けて、次に行財政改革についての再質問ですけれども、町では、11月２日に令

和３年度当初予算編成方針を各課に通達し、議会としても説明を受けました。その中で、基

本的留意事項として既存事業の見直しが掲げられておりました。まさに、既存事業のスクラ

ップアンドビルドによる見直しを図ることは重要なことだと考えます。行財政改革について、

委員会の公開などの情報公開、さらには、庁内の機構改革を進めた旨の回答をいただいてお

ります。一つずつ進んでいるのかなという感じもしていますけれども、国においては、河野

太郎行政改革担当大臣が、予算執行の無駄を外部有識者がチェックする秋の行政事業レビュ

ーの公開点検作業に関し、８府省、13テーマを対象にすると発表されました。無駄削減に加

え、政策の在り方を議論するとも述べています。 

  そこで、町長に伺いますが、町長が掲げる住民参加のまちづくりを進める上で、町民を外

部有識者として採用し、行財政において重要政策をチェックする組織を設ける考えはありま

せんか、伺いたいと思います。 
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○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、バガテル公園の関係あるいは行財政改革についてのご質問

だと思いますので、お答えします。 

  バガテル公園につきましては、先ほども申しましたが、７つの公約の一つということで、

この３年間で、私も手順を踏んで地道に進めてきたつもりでございます。仲議員が先ほどお

っしゃったように、人それぞれ評価は違うと思いますが、よくやっているなという評価も受

けたこともありますし、中にはそういう方もおられるのかな、人それぞれだなと、そう思い

ますけれども、これまで私は、手順を踏んでそれなりに進んできたのかなと思っております。 

  議員がお尋ねの再生につきましては、当公園は2001年に開園し、当時は「花の町河津」を

象徴する施設としてオープンしました。既にこの公園も19年、20年近くたっております。ま

た、公園の運営組織につきましても、当初は町と株式会社で運営して、その後、第三セクタ

ーが運営して、今は、2015年４月より町直営の施設として運営をしております。そういう変

遷がございます。 

  私も、町長となりまして、何とか以前のようなにぎわいのある施設として再生したいとい

う思いから公約に掲げて、特に２年前から、先ほど言った大学の講師など専門家の人や町民

などによる検討委員会を設けまして検討してまいりました。これまで、前のようなグレード

を保ちながら文化の薫る公園を目指しまして、併せて、再生に向けて検討委員会の意見を踏

まえて取り組んでおります。取組については、これまでも議員をはじめ町民の皆さんにも説

明して取り組んできましたし、議員の皆様にもご理解いただいて、今回の新たな取組につい

ても、予算措置についてもご理解いただいたものと思っております。 

  再度のお答えとなりますが、今年度から民間の力を借りて新たな資金確保を図り、新たな

方針について、再度、委員会において検討をいただいているところであります。今後、方針

を示された中でさらに進めていきたいと思っております。 

  先ほど議員お尋ねの収支につきましては、後ほど担当課長より答弁させます。 

  次に、行財政改革についてお答えいたします。 

  特に評価について、議員が、外部有識者による行財政において重要施策のチェック組織を

設けたらとのご質問だと思います。 

  現状では、先ほど答弁で申し上げましたが、総合計画のローリングですとか独自の私の制

度設計、ヒアリング、予算執行上の査定など、主要事業については、できるだけ費用対効果

を考えまして町の負担が少なくて済むように、国や県の情報に注視し、場合によっては各方
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面に要望や陳情もお願いするように努めてまいりました。現状では行財政改革の意識を持っ

て取り組んでおり、特に外部によるチェック組織は今のところ考えておりません。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） それでは、私のほうからは、仲議員から５年間の入園者並び

に町からの収支を伺いたいということですので、そちらのほうについてお答えさせていただ

きたいと思います。 

  年度、入園者、収支、差額の順に申し上げさせていただきます。平成27年度４万3,192人、

マイナス3,232万6,000円、平成28年度４万4,003人、マイナス3,413万5,000円、平成29年度

４万4,171人、マイナス3,819万4,000円、平成30年度４万2,639人、マイナス5,996万9,000円、

令和元年度３万7,444人、マイナス6,168万1,000円、このような数字となっております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） バガテル公園について、実際に平成30年４万2,639人、5,996万9,000

円の赤字ということでありましたけれども、こうして約6,000万円のマイナス収支で、町民

の納めた税金を含む町の予算から6,000万円ものお金を支払っているわけでありますね。今

年度は、さらにマイナスが増えるのではないかという予測も出ております。 

  そこで、町長はバガテル公園の再生を強く述べられていますが、町長として、バガテル公

園のマイナスの要因というのはどこにあると考えておりますか。また、再度、再生委員会を

設けたようですが、町長は、もう先ほど答えてくれてあるかもしれませんけれども、何を諮

問されたのか、また、担当課としまして何を指示されたのか、２点伺っておきたいと思いま

す。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それではただいまの質問にお答えします。 

  まずは、公園のマイナス要因についての考え方でございますが、また、再生の検討委員会

の諮問についての件でお尋ねだと思っております。 

  経営のマイナス要因につきましては、前の議会の中で議員の答弁にも答えておりますが、

採算ベースとなる入園者数とか客単価の減少によるもので、現状では、入園者か客単価かど

ちらかが倍増しなければ解消できないというふうに考えております。 

  再生委員会の諮問については、継続しておりますので、これまでのとおり、バガテル公園
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再生に向けて調査・検討をいただくということでございます。現状は取組途中ですが、これ

まで町の直営になりまして５年間たったわけですけれども、その中で、立て直しができない

中で公園のグレードも落ちまして、かえってイメージを悪くしている場面も見られました。

私は、そういう現状を見まして、何とか民間の力を借りて再生に取り組み、昨年の公募事業

の中で、民間との相対での交渉で現在の事業者の提案を受けまして、先ほどから申している

ように現在進めている、そんな状況でございます。 

  また、町としましても、民間事業者に頼るだけではなくて、公園のイメージアップやグレ

ードアップをいたしまして、集客を増やす試みにも並行して取り組んでおります。おかげさ

まで、コロナ禍の中で大変厳しい状況でございますが、この秋には、新日本フィルハーモニ

ー弦楽四重奏の演奏ですとか町の「てらまち会」によるプロジェクションマッピングなど各

種のイベントを通して、町民をはじめ、昨年以上に多くの入園者があり成果も実感しており

ますし、先日の新聞等でも報道されたとおりでございます。 

  また、再生検討委員会である外部の専門家からも、公園が今まで以上によくなっていると

の言葉もいただいております。今月も秋バラまつりが終了したわけでございますが、継続し

て各種イベントを開催し、町民の皆様に親しまれる公園を目指し、集客に取り組んでいきた

いと考えております。 

  現在進めている民間事業者の力を借りながら、力を生かしながら、また再生事業検討委員

などの意見も聞きながら、町としてできる限り可能性を検討しながら進めたいと思います。

私も、議員からのお言葉のように、骨身を削る思いで一生懸命取り組んでいきたいと思いま

すので、皆様のご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） 仲議員のほうで担当課として何を指示されたのかということ

がありましたので、そちらのほうちょっとお答えしたいと思います。 

  当初、再生検討委員会のほうでは、自力再生の可能性、民間資本による再生、その他の可

能性等、広く検討してもらいたいということで開催をしております。検討委員会の中では、

自力再生は断念して民間資本による再生ということで指定管理者の公募を行いましたけれど

も、周知のとおり不調に終わったところでございます。しかし、再生検討委員会では、公募

が不調に終わった要因の一つに資金不足が指摘されているということから、まずはその資金

をふるさと納税によって確保し、民間資本導入の再募集、またはその他の可能性を模索しよ
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うという方向で今進めているところでございます。これは町長の答弁にもあったとおりでご

ざいます。 

  10月に任期が満了しましたものですから、まだその再生検討も道半ばというところで、再

度、同じ委員の方に委嘱をしたということで理解しております。その中で、バガテル公園の

現状を把握していただき、非常によい印象であると評価をしてもいただきました。しかし、

現状は、コロナウイルスの影響もあり、かえって状況が厳しくなっているところでもありま

すが、町長の答弁にもありましたように、自力再生は断念したところですけれども、そうは

いってもおられませんので、いろいろなイベント等を開催しつつ、その中でも少しでも集客

の望める対策を講じるように指示があって、進めてきているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） 町長並びに担当課長からいろいろな政治姿勢について回答をいただき

ました。ここに持ってきましたけれども、先ほど町長が発表してくれました秋バラまつり入

園者倍増、ＧｏＴｏ効果、団体減も個人は増えたと、新規イベント好転も後押しということ

でバガテルの評価をいただきまして、私もこれを見た中で、この頃バガテル公園すごいこと

やっているなとつくづく思いまして、あそこでまたトゥクトゥクも走ったりしていましたの

で、そういう意味で、様々なイベントを今まで以上にやってもらったら再生できるのではな

いかなと思っております。 

  私は、町長が言うように、そのままじり貧でおしまいにするのではなく、バガテル公園を

何としても今まで以上に盛り上げるんだよということで、これからも骨身を削って実行され

ることを期待したいと思います。 

  それでは次の質問に移りたいと思います。 

  ２点目は、第31回河津桜まつりについて行いたいと思います。 

  この話はよく出ることなんですけれども、祭りは、第１回の開催から伊豆半島を代表する

祭りに成長しております。現在では、早春の伊豆半島を代表するイベントである河津桜まつ

りですが、開催された当初は１か月間でわずか3,000人でした。その後、来場者は急速に増

加し、第９回には100万人を超え、継続して100万人を超える来場者があったわけです。しか

しながら、平成23年の東日本大震災によりまして、これを契機に減少し、近年は50万人前後

で推移しております。昨年度は、新型コロナウイルスによる大変厳しい結果となりました。

本年は、期間中に50万人の来場を想定しているそうでございます。また、経済波及効果につ
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いてはよく述べられますけれども、河津町で27億、伊豆半島全体で212億円、伊豆半島の一

大観光イベントに成長しているわけですね。 

  第31回河津桜まつり実行委員会が開催されまして、運営委員会の協議結果を基に、開催可

否の判断、新型コロナウイルス感染症対策、予算案について話合いが持たれ、開催の方針を

固めております。11月27日に第３回の実行委員会が開催されてから詳細が決まっております

けれども、その中で町長のお考えを伺いたいと思います。実際にコロナ禍のことで様々な項

目が重なる部分があろうかと思いますけれども、河津桜に向けてのコロナ禍での桜まつりを

どのように町長考えているのか伺いたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいま仲議員の第31回河津桜まつりについて、特にコロ

ナ禍の河津桜まつりの開催についてのお尋ねですので、お答えしたいと思います。 

  現状を見ますと、やはり新型コロナウイルスの影響を受けまして、来年２月に予定してお

ります第31回河津桜まつりの開催については、感染者状況ですとか経済状況を含めていろい

ろ検討してまいりました。特に開催の可否につきましては、感染症対策を講じながら現状で

は開催する方向で考えております。併せて、具体的に対策をどのようにするかということで、

検討を産業団体で構成する実行委員会で、先ほど仲議員がおっしゃったように、既に３回実

行委員会を開催しまして具体的にその対策を進めております。 

  コロナ禍の中で予定されている第31回河津桜まつりの新型コロナウイルス対策の基本の考

え方をお示ししたいと思っております。 

  今回の河津桜まつりも、例年のように町内外から多くの人が訪れる予想がされますので、

町の全ての人の感染防止対策を優先した期間中の特別なルールをつくります。これは、河津

桜を見に来る人、町内で生活をする人、全ての人の命を守る、みんなの安全を図るためのと

ても重要なルールだと考えております。 

  まず、来訪者には、来る前にお願いすること、桜を見に来たときにお願いすることがあり

ます。そして、生活する人、これは営業をする人、住んでいる人も生活する人と考えており

ますが、安全対策を講じること、また日常生活での対策、期間中の特別対策、全体的な会場

対策などをお願いします。この特別なルール、お願いは、命に関わるルールですので、重要

さを認識していただけるようにお願いします。 

  これらの対策によりまして、町にいる人、来訪者や町民などを含めまして、全員が安全安

心と思えることが大事で、結果的に、河津桜まつりの見学や周辺を観光して楽しむことがで
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きまして、また、安心して生活できるものと思っております。 

  これまで３回の実行委員会で決定しました要点について幾つか申し上げます。 

  １つ目の開催日の関係でございますが、本年は開花が早かったこともありまして、期間短

縮ですとか前倒しの意見もございましたが、従来どおり、２月10日から３月10日までの開催

と決まりました。 

  ２つ目の河津桜まつりの開催の可否判断につきましては次の内容となりました。協議の基

準というのを幾つか挙げており、３つほどございます。１つは、静岡県に国の緊急事態宣言

が発令されたとき、２つ目は、県の「ふじのくに警戒レベル」のうちレベル５、特別警戒が

発令されたとき、３つ目、町内及び近隣市町で深刻な感染拡大が起こった場合、以上のよう

な状況が起こった場合には、直ちに河津桜まつり実行委員会を開催し、可否の判断を協議し、

決定するということが１つ目でございます。 

  それから、実行委員会の中で駐車料金のことも話がされまして、実行委員会の駐車料金の

値上げを行います。河津桜まつりの適正な管理運営の継続のために、また、今年は町から特

別な助成もありますが、新型コロナウイルスの感染防止対策経費が見込まれることから、実

行委員会の駐車料金の値上げを決めさせていただきました。関係者のご理解のほどをよろし

くお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） 実際に桜まつりの最中に感染者が発生した際にどのように対応するか

ということで冊子の中に詳細が載っていますけれども、明確化ということで、具体的に何を

どうするという項目が確認できなかったんですけれども、そしてもう１点が、飛沫の飛散防

止の大声での叫び声等の自粛で、店内の試飲とか試食、どのような形で自粛を求めるのかと

いう項目を、実際に取扱書に詳細が載っておりましたけれども、この２点、保健所に電話す

るとか、防護服をつけるとか、飛沫の関係のビニール袋をどうするかとか、そのような項目

で、具体的に感染者が発生したときには町としてどのような対応というのは決まっています

か。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 今まで第３回の実行委員会の中で基本的にはいろんなことが決まって

おります。今月中には具体的にいろんなことが決まってくると思います。まだまだ検討中の

こともございますし、今月13日には軽トラ市で実証実験をやろうということで、検温者のシ
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ールだとかそんなことも実験でやって、そこで改善点をまた見つけようと思っております。 

  具体的には担当課長のほうで掌握していると思いますので、現在までの状況については担

当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） それでは、現時点での対策内容についてお答えいたします。 

  まず、来訪者には、原則、健康チェックを受けていただきます。サーモグラフィー機能搭

載のセルフ検温器で検温すると正常な方には健康チェック済みシールが発行されるため、目

立つところに貼っていただくことにより健康確認を見える化します。このセルフ検温器につ

いては、河津駅、桜まつり本部、健康チェックブース等に設置をする予定です。また、町内

はもとより近隣市町の宿泊施設などにも協力をお願いして、桜まつり来訪者の健康チェック

を行ってもらうことを検討しております。協力していただける宿泊施設には、健康チェック

済みシールの配付を予定しております。 

  次に、健康チェックブースの設置についてですが、会場内に２か所設置し、健康チェック

を行い、健康チェック済みシールと啓発カードの配付、マスク未着用者にはマスクの販売も

行う予定です。 

  次に、見回りスタッフを配置します。会場内を巡回し、密にならないよう注意喚起をし、

健康チェックが未実施の来訪者がいた場合には検温等を行います。 

  次に、混雑状況の情報発信についてですが、会場内に設置してあるライブカメラの情報と

原木周辺など会場内の混雑状況をホームページ上で発信することにより、混雑時の来場に配

慮していただく予定です。また、その情報を近隣の道の駅などで情報発信することも検討し

ております。併せて、混雑時には、実行委員会駐車場の受入れ中止の検討もしております。 

  次に、出店者対策についてですが、出店の際、確約書を提出していただき、感染防止対策

を実施していただきます。店先には感染防止策を実施している内容を明示していただきます。 

  次に、ごみ対策についてですが、来訪者へバイオマスプラスチック製のビニール袋を配付

し、鼻水、唾液などが付着したちり紙、マスク等の持ち帰りを促します。 

  次に、トリムコースについては、可能な限り一方通行について検討しております。また、

さくらの足湯処、豊泉の足湯処、河津三郎の足湯処については、密接を避けるため閉鎖する

予定でおります。 

  次に、美しい伊豆創造センターと連携した広域での事前広報・宣伝の中で特別ルールの周

知を行い、来訪者に感染予防対策をお知らせする予定でおります。また、伊豆における観光
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型ＭａａＳ実証実験実行委員会と連携して、「Ｉｚｕｋｏ」混雑度検索システムによる河津

駅の混雑情報の発信も検討しております。 

  以上のような内容について今後さらに詳細を詰めて感染予防策に取り組んでいくわけです

が、先ほど仲議員が質問されたように、実際に感染者が出た場合の搬送ということが盛り込

んでありますが、今の段階では、具体的にどういう手順でというふうなことは、検討段階と

いうことでご了承願いたいと思います。 

  また、町長の行政報告にもありましたが、今月13日に開催される河津寄って軽トラ市の中

で健康チェックブースを設置して、健康チェック態勢の試験実施も行う予定でおります。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） それぞれことで様々なことを計画されているわけですけれども、感染

予防としていろいろなことが改革されていますが、２点ほど確認したいんですけれども、仮

設トイレというのが数か所あろうかと思いますけれども、そこの感染予防に関しての消毒等

とかはどなたがやるようになっていますか。 

  また、見回るスタッフを配置するとありあましたけれども、見回りスタッフの配置、非接

触型温度計ということで、これ初めて聞く言葉なんですけれども、どのようなことでこれを

実施するのか。 

  それと、河津特別ルールというのができていまして、これはあくまで案かもしれませんけ

れども、ソーシャルディスタンスを確保できるように来場者整理員を配置するとありますけ

れども、これは見回りスタッフとはまた別にその方々を準備するということですか。 

  以上、この３点をお願いします。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） トイレの清掃を誰が行うか、見回りスタッフと、非接触式検

温器は、今、議場に入られるときも皆さんやられていますよね。あれです。人員の関係につ

いては、今、募集をかけている最中ですので、どの程度集まるか、ここが一番重要だと思っ

ております。実際に清掃等をやっていただける方も、感染リスクがありますのでなかなか人

が集まらないというようなことも考えられますので、先ほども申したとおり、現時点ではそ

の辺の詳細も詰めているということでご承知願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 町長。 
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○町長（岸 重宏君） 補足をいたします。 

  幾つかこれから検討をすることもあるわけです。先ほど課長が言ったように、スタッフの

確保というのは大変危惧されるところもあります。できるだけ協力いただければなと思って

おります。その中で、どうしても人的なものがないとできないことがあります。 

  もう一つは、まだ検討中なんですけれども、危機管理として、感染者とか疑いの人が出た

場合はどうするのかということがあります。これについても、町も関係するものです、町の

職員も含めてどういう形でやっていくのか。実際、マニュアルは本部マニュアルをつくって

ございますけれども、その中で具体的にどうしていくかというところを今後、詰めていく必

要があるかなと思っておりますけれども、これについてはまだ今後の課題となっております。 

  それから、トイレ等も、当初の話の中では、仮設トイレ等の管理はシルバーさんなんか一

緒にやっていたものですから、大概、桜まつりのときには。その方にお願いしようかなとい

う意見もございますけれども、まだ最終的には決まっておりません。トイレ管理と一緒に消

毒も、時間とか決めて消毒してもらうようなことも考えてはおります。まだスタッフの関係

もはっきりしませんので、一応考えております。当然、見回りスタッフについても募集中と

いうことで対応したいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） このコロナに対して大変な労力を要しているわけですけれども、それ

だけ必要なことをかけておかないと感染防止にはなかなかつながらないのかなと思いますけ

れども、感染者を出さないということで、この人を集めることは大変ですよということです

けれども、それでも河津桜まつりをやろうということですので、こうしてやるからには事故

は起こさない、河津町から感染者は出さないと、そういうことでこの様々な取組をさらに煮

詰めてもらいたいと思います。実際に実行委員会から、相談のあった方々も、祭りをやろう

ということで皆さん全力で取り組んでいると思いますけれども、町長申しますように、絶対

に河津から感染者を出さない、そのつもりで河津桜まつりに全力で取り組んでもらいたいと

思います。 

  では、最後の質問に移ります。 

  ３点目に、空き家バンクについて伺います。 

  過疎地域において都市部からの人の移住定住の動きが活発化している、言葉がちょっと分

かりにくいかもしれませんけれども、田園回帰という流れがあると言われております。総務
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省が平成28年度に行った「『田園回帰』に関する調査研究」によりますと、過疎地域におけ

る人口移動について、若い世代で地方への移住の動きが見られ、内閣府による「東京在住者

の今後の移住に関する意向調査」ですと、約４割の人が移住を希望する旨の意向が示されて

います。 

  一方、現在、全国的に自治体を中心とした空き家・空き地バンクの取組が広がりつつあり

ます。平成25年には820万戸あった空き家の総数は、10年後には約1,400万戸まで増加すると

いう推計が出ております。このコロナ禍の中で、我が町の空き家バンクの活用の現状はどう

なっているのか伺います。ここは、前回のときに詳細が発表されておりますけれども、現状

がどのようになっているのか再度伺いたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、空き家バンクについて、空き家バンクの活用の状況のお尋

ねです。 

  空き家バンクの活用につきましては、事務局のＮＰＯ法人への地域おこし協力隊員の配置

ですとか、不動産事務所の協力を得まして、現在、推進している状況でございます。 

  現状については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） それでは、仲議員の空き家バンクの活用の現状について答弁

させていただきたいと思います。 

  空き家バンクの活用状況についてですが、登録状況は、11月末現在で通算で43件、うち成

約件数は32件、今年度４月から11月までは登録件数４件、成約件数は６件というような状況

になっております。 

  また、お試し移住体験施設、なごみの里かわづというものが移住定住の事業の中で整備さ

れておりますので、そちらのほうの利用状況も併せて説明させていただきます。こちらは、

11月末現在、本年度ですが、８組23名の利用ということになってございます。コロナ下にお

いて、やはりこちらのほうに来ていただくというのも、疎まれるところがあるものですから、

低調な利用というふうな形になっているところでございます。 

  今後も、町内での人口の減少が進みますと空き家の増加も懸念されるところでありますの

で、所有者の意向に沿った空き家の有効な活用と、コロナ下での移住定住に合わせ、新型コ

ロナウイルスの感染が拡大している現状においては、対面式ではなくて、ウェブ方式等での

相談会等に取組をしていきながら根気強く行って、人口増加に結びつけていきたいと、この
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ように考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） 空き家バンクについて、実際に関わっている方々と話をしてみたり実

際に現地に赴いたりしたこともありますが、その中で実際に来た方が諦められたことがあっ

たんですけれども、この方々にまた話をしてみると、もう少し助成とか何かがないのかなと

いう項目があったんですけれども、新たな施策として、移住定住者への支援事業として空き

家活用支援補助制度の事業化を検討するということを前回の答弁でいただいております。 

  これの中で、これをすぐやるよというわけには、３か月でできるわけではありませんけれ

ども、でも、なごみの里へ行ってその話をしますと、他の市町にはこういう優遇制度がある

よ、河津町に引っ越してきたけれども、補助制度がよその市町のほうがいいから、そっちへ

引っ越そうかな、そんな話をしていたときに次の話が出てきたんですけれども、実際にこの

ように検討していただいてこれを実行していただけたならば、河津町へ移住してくるとこん

ないい制度があるよということで移住も考えられるのではないでしょうか。 

  次に、重要な件です、空き家バンクの登録物件を取得または賃貸する利用者、移住者に対

して改修費用や取得費、家賃の一部を補助すると、このようにあります。このような中で、

空き家バンクの農地の取扱いはどのようになっているのでしょうか。「農地付き空き家」の

手引きによりますと、「田園回帰等の移住促進に向けて 空き家や農地を地域資源として活

用」する、これまで農地の権利移転、売買、贈与、賃貸等には耕作する下限面積が5,000平

米となっていますが、ある市では、平成30年４月より、空き家バンクに登録された空き家と

農地を同時に取得する場合に限って、下限面積を１平方メートルまで引き下げました。売買

が難しい空き家に隣接する農地の下限面積を引き下げることで、新規就農希望者の移住定住

の促進、遊休農地の解消につなげることが目的とされております。空き家バンクに登録され

た空き家に隣接する農地の権利移転の要件が緩和されたわけであります。移住定住の促進に

河津町でも推進されたらいかがでしょうか。また、現在、農地つき空き家バンク登録はある

のでしょうか、伺います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの仲議員の質問の中で、補助制度の関係、もう一つは農地つ

きの空き家バンクの登録の関係、２点あったと思います。 

  前回の議会で多分、質問にお答えした中で、制度を検討しているということがあったかと
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思いますけれども、今は検討中ということで、やはり移住定住を進める中で助成制度を町と

しても考えていきたいなと思っております。そういうことで、今、制度設計中でございます。 

  それから、農地つきの移住定住あるいは空き家バンクの関係でございますけれども、この

取扱いについては農地法の関係などもあるものですから、それぞれ担当課長より答弁させま

す。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） 私のほうから農地法についてお答えさせていただきます。 

  農地を取得するには農地法第３条の許可が必要であり、許可の要件の一つとして下限面積

要件がございます。経営面積があまりに小さいと生産性が低く、農業経営が効率的にかつ安

定的に継続して行われないことが想定されることから、このような要件が設けられています。 

  農地法では50アールが下限面積ですが、農業委員会が別段の面積を定めて公示した場合は

その面積が下限面積になります。河津町の場合は20アール、2,000平米となっております。 

  空き家バンクの取組を通じて農地つき空き家の提供を行い、移住希望者を呼び込んでいる

自治体も増えているようですが、農地の権利取得には農業委員会の許可が必要であり、そう

いった自治体では、許可要件のうち下限面積要件について、新規就農を促進する観点から、

空き家に付随する農地に別段の面積を設定する取組などが行われています。 

  現在、当町の農業委員会としては、空き家に付随する農地の下限面積の緩和をしておりま

せんが、緩和することにより空き家バンクの登録が増え、新規就農の促進や遊休農地の解消

につながるようであれば検討していきたいと考えております。ただし、下限面積要件は農地

法第３条の許可要件の一つであり、その他の要件は通常の審査と変わりませんので、就農希

望者がどのような農業経営を行っていくのかを農業委員会において慎重に審議することにな

ります。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） 現在の農地つき空き家バンクの登録はあるのかという質問に

お答えしたいと思います。 

  ただいま産業振興課長が答弁しましたように、農地法上の制限がありますので、現時点で

は農地つき空き家バンクの登録はございません。また、問合せについても数件あっただけで、

その内容につきましては、家庭菜園ができるスペースがあるかどうかと、そういった程度の

内容であったと承知しております。 
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  以上です。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員。 

○７番（仲 里司君） そういう形で、移住される方々にこういう補助があるよということで

あれば、移住者も増えるように取り組んでいただきたいと思いますけれども、実際に賀茂地

域において既にそれをやられている地域があるそうです。実際に移住してきた方々に話を伺

って、その方々が河津はいいなということであるように、これからも進めていけたらなと思

っております。 

  これで私の一般質問を終了いたします。 

○議長（上村和正君） ７番、仲里司議員の一般質問は終わりました。 

  １時まで休憩します。 

 

休憩 午前１１時５２分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大 川 良 樹 君 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員の一般質問を許します。 

  １番、大川良樹議員。 

〔１番 大川良樹君登壇〕 

○１番（大川良樹君） １番、大川良樹でございます。 

  令和２年河津町議会第４回定例会開催に当たりまして、一般質問の通告をしたところ、議

長より許可が得られましたので、一問一答で質問いたします。 

  本日、私の質問は次のとおりでございます。１件目、予防医療の取組について、２件目、

町内経済対策の取組について、３件目、第31回河津桜まつり実施について、以上３件でござ

います。町長及び副町長、関係課長の答弁を求めます。 

  早速ですが、１件目、予防医療の取組についてお伺いします。 
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  このたびの議員改選人事により、私も第１常任委員長という重責を仰せつかり、10月15日

に初めて、静岡のほうに国民健康保険運営協議会委員会の研修へ参加をさせていただきまし

た。その中で、県の国民健康保険課長さんより、国保事業の厳しい運営状況の説明を受けま

した。 

  その説明は、国の医療制度や保険診療の流れ、医療費の自己負担割合について、国民健康

保険、後期高齢者医療制度の違い、加入者として、国保は75歳未満の自営業者や無職の人な

ど、後期高齢者は75歳以上の全ての人もしくは一定の障害があると認定を受けた65歳以上75

歳未満の人、運営主体としては、国保は県、加入者の窓口は市町、後期高齢者は県、後期高

齢者医療広域連合が運営し、同じく加入者窓口は市町、保険料については、県内一律の料率

による加入者ごとの納付になっているなど、仕組み、状況説明を受けました。 

  そこでお伺いします。 

  ①国保は世帯ごとに納付、各市町異なる賦課方式、料率ということで、当町においては国

保算定に当たりどのような賦課方式で、どのような算定方法で算定されているのか。 

  ②算出方法で、県下35市町の国保税の資料を見ると、平等割は世帯ごとに必ず負担、均等

割はそれに対し人数を加算、所得割、資産割、個人ごとに所得や資産があれば所得割、資産

割を加算するということで４つの方式があり、当町はこの４方式を全て採用しているようで

すが、ほかの賀茂圏域１市４町は、この資産割を廃止し３方式で算出を行っているようです。

この先、当町においても同様な算出方式が考えられないのか。 

  以上２点、お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは大川議員の質問にお答えします。 

  予防医療の取組について、国保税の算定はについてお尋ねだと思います。 

  国民健康保険制度につきましては、ただいま議員がお尋ねのように、平成30年度より、国

保事業の安定的な財政運営あるいは広域化及び効率化の推進を図る目的で、静岡県が国保財

政運営の中心的な役割を担うことになりまして、これまでの町単独の設置ではなくなりまし

て、仕組みも変わってきております。 

  令和元年度の河津町の加入世帯は1,366世帯、被保険者数は2,208人であります。町では特

別会計で運用されております。 

  お尋ねの賦課方式あるいは算定基準等については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 
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○町民生活課長（土屋典子君） それでは、賦課方式、算定方法等についてお答えします。 

  河津町では、河津町国民健康保険税条例により国民健康保険税を賦課しております。河津

町国民健康保険税条例では、所得割、資産割、均等割、平等割といった、先ほど議員のおっ

しゃった、４つの要素により税額を算出する４方式と呼ばれる賦課方式を採用しております。

重複しますが、それぞれの内容は、所得割は前年の所得に比例してかかるもの、資産割は被

保険者が町内に持つ土地・家屋にかかる固定資産税額により算出するもの、均等割は被保険

者それぞれにかかるもの、平等割は世帯にかかるものとなっております。 

  割合と金額について、県の示す標準保険料率を参考に、河津町国民健康保険運営協議会に

お諮りした上で条例に定めております。 

  また、算定方法ですが、被保険者の医療給付に充てる医療分と、後期高齢者保険支援金と

して算出する後期高齢者支援分、それから、40歳以上65歳未満の被保険者が負担する介護保

険納付金分、この３種類を先ほどの４方式を用いて被保険者ごとに算出した上で、世帯員分

を合計した額を年間の保険税額として世帯主に課税しております。 

  また、均等割額と平等割額については、前年の世帯の総所得額が基準より少ない場合は軽

減を受けられるといった制度があります。 

  そのほか、非自発的に職を失った場合には、所得額を100分の30とみなして税額を算出す

るといった特例がございます。また、年税額には限度額が設けられており、それぞれ、医療

分が61万円、後期高齢者支援分が19万円、介護給付金分が16万円となっております。 

  それから、賦課方式の今後の変更予定ですが、平成30年度に県が国民健康保険事業の運営

主体に加わりまして、国保運営方針の中で県内の賦課方式の統一が目標として示されたこと

により、河津町でも、県の方針に沿って資産割を廃止する方向で検討がなされております。

具体的には、令和４年度課税分からの廃止を想定しまして、段階的に資産割率を下げるため

に、既に令和元年度の課税分から率をそれまでの２分の１としてあるところです。 

  今後は、県の標準保険料率を参考に所得割等の税率も見直し、令和４年度の課税分から資

産割を廃止する方向で国保運営協議会へお諮りし、議会の議決を経て決定するといった流れ

で進めていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） やはり私はちょっと気になったのが、先ほども申し上げましたが、１

市４町は資産割を既に廃止している。先ほど課長のほうから答弁いただいてように、県のほ
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うは統一目標で進めていきたいということで、令和４年度から一応、資産割を廃止にしてい

くということで、その準備段階として、今、資産割も以前に比べると半分ぐらいになってい

ますよということで、段階を追っているということで理解できました。 

  先ほど町長、課長も申したとおり、国保の運営は、平成30年４月より都道府県単位化とい

う制度変更の下、昭和36年より57年間、市町村が運営していたものが、制度変更により、各

都道府県主体の下、県とそれぞれの市町の役割分担が明確化されました。県は、国民健康保

険運営方針の策定、県国民健康保険事業特別会計を設置し、財政運営の責任主体として、国

保運営方針に基づき事務の効率化、標準化、広域化を推進、市町ごとに標準保険料率を算定、

公表、給付に必要な市町に対し支払い、それの点検、また必要な助言や支援を行う。各市町

は、国保事業費納付金を県に納付、地域住民と身近な関係の中、被保険者証等の発行やその

資格を管理、標準保険料率を参考に保険料率を決定、個々の事情に応じた窓口負担の減免な

ど、被保険者の特性に応じた細かい保険事業を実施等、それぞれの役割が明確化されました。 

  今回の研修の中で参加した私たち議員の目をくぎづけにし、みんなで顔を見合わせたのは、

当町の１人当たり医療費が県下ナンバーワン、県内で一番高い。そのとき頂いた資料による

と、平成30年度、当町の１人当たりの医療費41万2,502円に対し、静岡県１人当たりの医療

費、県平均は35万8,887円、ちなみに一番少ない伊東市は31万7,932円ということでした。 

  そこでお伺いします。 

  ①医療費が県内一番高いというのは、一概に言えないと思うのですが、町、町民にとって

いいことなのでしょうか悪いことなのでしょうか、また、その要因というのは町はどのよう

に捉えているのか。 

  ②県と市町の役割分担がはっきりと明確された中、町の役割、運営の変化は。 

  ③予防医療の取組として特定健診の結果などが町民の予防医療基準になると思うが、町民

の特定健診受診率の状況、また、受診向上の啓蒙等の取組は。 

  ④その結果を踏まえた予防医療の取組は。 

  以上４点をお伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは大川議員の質問にお答えしたいと思います。 

  まずは、県内１位の１人当たりの医療費の要因の関係です。それについてお答えします。 

  １人当たりの国民健康保険の医療費については、議員がお尋ねのとおり、平成30年度に河

津町は１人当たり41万2,502円で、賀茂地区内では南伊豆や松崎、西伊豆町が、県より平均
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が高いわけですけれども、それよりもさらに４万円ほど高くなっております。 

  議員お尋ねの件でございますが、統計数字ですのでいろいろなケースが考えられると思い

ます。例えばの話ですけれども、患者の数が多いとか、あるいは疾患に対して高額な費用が

かかっているなど、要因はいろいろあるかと思います。一概によいとも悪いとも言えません

が、費用がかかっても病気が改善されればよいことでありますし、医療環境といいますか、

診療所や病院体制が整っていてかかりやすい環境があるのかもしれません。この点でも、早

めにかかることは重症化を防ぐことになりますので、費用のこともありますが、できるだけ

健康に気をつけていただき、医療機関での診療回数を減らす努力の工夫が必要であると思っ

ております。 

  それから、次の質問の30年度の制度変更、あるいは町の役割、運営の変化、次の質問の特

定健診の診査の受診状況について、もう一つの質問の予防医療の取組については、お尋ねの

件につきましては担当課長よりそれぞれ答弁させます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 私のほうから、平成30年制度改正によります町の役割、運営

の変化、あと、特定健診受診状況と予防医療の取組について答弁させていただきます。 

  まず、平成30年の制度変更により町の役割、運営の変化はというお尋ねですけれども、議

員の言われたとおり、平成30年度から国民健康保険制度の改正が行われまして、静岡県も保

険者となり、主に財政運営等を担っております。市町は、保険税の賦課徴収、県へ納付金の

納付、資格管理、保険給付の決定。支給を行っております。 

  一番大きい点は、脆弱でありました町の特別会計財政が、静岡県全体の保険者の財政を担

うということによりまして安定した収入を得られることによりまして、特別会計の運営がス

ムーズに行われているということになろうかと思います。 

  次の特定健康診査の受診状況でございます。 

  特定健康診査の受診状況ですが、令和元年度は、集団によります健康診査を14日間、実施

してございます。対象者1,844人に対しまして486人が受診をされ、26.4％の受診率です。人

間ドックの受診も推奨しておりまして、１回１万円の助成を行ってございます。100人が受

診をされております。また、かかりつけ医において、特定健康診査項目を受診してもらって

その情報を提供をしていただく制度も行っておりまして、その制度によります受診者が62人

でございます。これらの受診者も合わせますと648人となりまして、受診率につきましては
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35.1％となってございます。 

  健診の広報はもちろんのこと、対象者に受診しやすくすべく、胃がん検診、肺がん検診、

大腸がん検診も同時に１回で受けられることのできる総合健診の実施や、あと、未受診者へ

の電話等での受診勧奨、先ほども申しました人間ドックの助成制度、かかりつけ医の情報提

供制度など、受診率向上施策を行っております。 

  今後も、各診療所等で個別検診を受診できるなどの実現等、関係機関と協力しながら受診

率向上に努力してまいりたいと思ってございます。 

  最後に、予防医療の取組でございます。 

  健診結果を基に、要精密・要受診該当者につきましては、個別に面接を行いまして、健診

結果の説明と生活習慣や栄養指導等を行ってございます。必要があれば医療機関への受診勧

奨など行ってございます。 

  また、さきに申しましたとおり、賀茂地域市町で協力し、糖尿病及び腎臓機能低下の兆候

が見られる方に面接を行いまして、医師への連絡票を作成し医療機関への受診勧奨を実施、

重症化予防に努めているところでございます。 

  賀茂地域の医療構想調整会議での委員の方からの意見で記憶に残った話がございます。賀

茂地域の方は、医療機関に受診するときは、症状が悪化してから受診される方が多いと言っ

てございました。予防のための受診や健診後の早期受診での受診者が少ないと言われており

ました。 

  受診回数は増えますが、総合的には医療費を削減すると思われます。まずは、住民の意識

改革が重要だと感じております。広報や研修会の開催など予防医療に努めてまいりたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） 予防医療の取組ということで、やっぱりこの地域は糖尿病とかの生活

習慣病が非常に多いというで、沿岸地域ということもあって、ふだんからの食生活が味の濃

いものが好きであったり、そういうものの積み重ねが非常に大きいのかなという部分もある

かと思いますけれども、健診についての電話での連絡をしたり、また保健指導をしたりとい

うことで、状況はすごく分かりましたので、また引き続き、ぜひ予防医療の取組をお願いで

きたらと思います。 

  今も申し上げたんですけれども、当町を含めたこの賀茂地域は、人口減少と高齢化の進展
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が著しくて、医療費及び介護費用が増加、住民の費用負担の増加と市町財政の圧迫が懸念さ

れることから、先ほど申し上げたように、生活習慣予防対策や健診受診の向上に向けた取組

として、平成30年２月19日第16回賀茂地域広域連携会議の中で、市町、賀茂医師会、歯科医

師会、薬剤師会、産師会、県により、「賀茂地域における住民の健康寿命の延伸と生活の質

の向上を目指す基本協定書」の締結がされています。 

  それにより、住民の健康づくり、介護予防、疾病及び重症化予防や住民の特定健診受診率

の向上、特定保健指導の実施率の向上並びにがん検診の受診率向上を図り、特定健診の結果

を基に、保健師さんによる保健指導なども実際充実が図られています。 

  そんないろいろな理由で特定健診を受けられなかった方は、人間ドックを受診したいがな

かなか、費用負担が大きいため特定健診の機会を逃すと健診を諦める方も多く、もっと身近

に人間ドックを受診できるように、町では、先ほど課長もおっしゃっていましたけれども、

人間ドックを受診される方に対し助成を行っております。 

  当町においては、人間ドックを受診する際、通常、国保加入者のみ１万円の助成をしてお

りますが、新型コロナウイルス感染症対策の一環として今年度に限り、加入保険に関係なく、

人間ドック受診者に対し国からの補助でさらに１万円の助成があり、今年度に限り国保加入

者においては２万円の助成を受けられるという状況で、人間ドックを受診する方にとっては

少しお得になっております。 

  しかしながら、ほかの賀茂圏域１市４町の現況を申し上げますと、下田市、南伊豆町は健

診費用の７割相当の助成で上限が２万5,000円、南伊豆町は、今年度より脳ドックの助成も

開始、検査費用の５割、上限１万円、西伊豆町は上限２万5,000円、松崎町は、日帰り２万

5,000円、１泊２日３万円、脳ドックに関しては１万5,000円、東伊豆町においては、人間ド

ック、脳ドックの受診に要する費用から１万円控除した残金について３万円までの助成とな

っており、当町は、各近隣市町と比べると人間ドック、脳ドックに関しての助成金がかなり

低く、人間ドックを身近に感じられないのでは。予防医療の観点においても、近隣市町並み

の助成が必要でないか。また、こうした助成金の低さが予防医療の取組の妨げになっている

のではないか。 

  そこでお伺いします。 

  ①人間ドック受診は、昨年までの状況と、今年度、国からのプラス１万円の助成金を出し

ている状況下で現在までの受診率に変化はあるのか。 

  ②来年度予算、人間ドック受診の助成金を、近隣市町との差を埋め同等額相当の引上げは
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考えられないのか。 

  以上２点お伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの大川議員の質問２点にお答えしたいと思います。

一つは人間ドックの受診状況、もう一つは助成金の延長の関係だと思います。お答えします。 

  特に延長の関係を私のほうから答弁いたします。 

  今年度、コロナウイルス感染症拡大の影響で、年度の前半に、委託している医師会などの

対応によりまして特定健診が行えませんでした。そうした中で、国の地方創生臨時交付金を

活用しまして、予防医療の観点から、国民健康保険加入者には、従来の人間ドック補助金１

万円にさらに１万円上乗せしまして、また、国保以外の加入者についても、上限１万円の人

間ドック助成金を支給しております。 

  お尋ねの来年度の件でございますが、まだ予算査定を行っておりませんので、今年は特別

な事情で今年限りということで行いましたが、今のところ、従来の制度に戻したいと考えて

おります。ただ、予防医療を進める観点からは、国保だけでなく幅広く人間ドックの受診推

進は進めていきたいと思っておりますが、国保事業については、助成額の引上げでよいのか、

あるいはまたほかの方法があるかなど、国民健康保険運営協議会委員にも意見を聞きながら

検討を進めたいと思っております。 

  その他、受診状況については担当課長より答弁いたします。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、私のほうから人間ドックの受診状況について説明

をさせていただきます。 

  令和元年度の受診率につきましては、先ほども申しましたとおり、100人ということで受

診率は全体の5.4％でございます。11月末現在では、元年度の実績は55件ということで約

３％でございました。今年度は、11月末現在で67件で受診率は3.7％でございます。人間ド

ック補助金の上乗せの効果もあり、若干ではありますが、受診率が増加している状況になっ

てございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） 今、課長からもありましたけれども、１万円を上げるということで２

万円の補助に国保の方は今年度はなっているということで、数字にも表れている、多少です
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けれども。これが今年度末にどれだけ差が開くのかというか、どれだけ伸び率があるのかと

いうこともあると思います。 

  近隣市町はほぼみんな、大体２万5,000円ラインぐらいで補助が出ています。それから、

河津町においては大分低いのかなと調べていくうちにすごく感じましたので、ぜひ前向きに

予防医療の観点から考えていただいて、少しでも町民の方々が予防医療の取組、自分の体の

心配を人間ドックを受けて感じてもらえるようにお願いできれば、また町民としてもいいの

かなと思いますので、ぜひ町長、前向きな検討をさらに進めていただきたいと思います。 

  続いて、２件目の質問に移りたいと思います。 

  ２件目、町の経済対策の取組についてお伺いします。 

  さきの６月議会でもお願いをし、私自身は評価しているのですが、この新型コロナウイル

ス感染症により落ち込みの激しかった町内経済を復活させるために、町は、この賀茂圏域の

中でもいち早く国の特別定額給付金を速やかに実行、それとほぼ同時期の６月のうちに20％

のプレミアム商品券の発行、その後、15％のプレミアム工事券の発行を商工会を通じ行いま

した。これはスピード感を持った施策だと評価しております。 

  その後、近隣市町では、７月に松崎町がプレミアム50％の商品券を、また10月に南伊豆町

はそれよりさらに上を行くプレミアム100％の商品券、また下田市は形は、違えど、開国バ

ルのような形で市の経済対策に取り組んでおります。 

  紆余曲折ありましたが、国のほうも７月末に、新型コロナウイルス感染症の第２波の広が

りを見せていた東京都を除くＧｏＴｏトラベルを始め、旅行代金35％の補助、その利用金額

に応じた15％の地域共通クーポンの発行、実質50％近い金額で旅行ができる、10月からは除

外されていた東京都も含まれ、ＯＴＡ、リアル旅行会社は割当ての額を終了し、政府は追加

補正を組むほどのお客様が利用されております。 

  また併せて、町内飲食店でも、商工会がいろいろきめ細かく飲食店に寄り添い、パソコン

などでの申請の苦手な店舗に対しても伴走型の支援をしてくれ、多くの町内飲食店が加盟で

きたＧｏＴｏイートも始まり、観光を主産業とする当町においても、車の数、人の流れを見

ましても、ゴールデンウイークの自粛要請時の際とはさま変わりしたようにさえ感じており

ます。 

  そこでお伺いします。 

  ①プレミアム商品券・工事券の発行、回収状況は。 

  ②それによる景気回復状況の把握は。 
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  以上２点をお伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの経済対策の取組について、プレミアム商品券の

状況あるいは景気回復の状況の把握について、２点だけお答えします。 

  まず、１点目のプレミアム商品券の発行、回収状況でございますが、コロナの関係の経済

対策の取組は、先ほど議員が述べておりましたが、春先より利子補給制度の助成を始め、首

都圏の感染拡大により往来が危惧されたことなどから、プレミアム商品券や工事券の販売な

ど、地元への個人消費の拡大を中心に春先から進めてまいりました。さらに、９月からは、

感染者の状況も収束とはいかないまでも首都圏などとの往来も緩和されましたので、また、

国のＧｏＴｏキャンペーンも行われまして、誘客事業を中心とした観光事業者向けの経済対

策に力を入れてまいりました。 

  具体的には、観光協会では、１月にかけて４回ほど、延べ4,650人の宿泊者へ抽せんによ

る特産品プレゼントを行うキャンペーンを行っておりまして、このキャンペーンに町として

も2,000万円の補助を出しております。また、来年の第31回河津桜まつりの実施に向けては、

実行委員会へ1,000万円のコロナ対策経費補助も行っております。 

  お尋ねのプレミアム商品券の発行ですとか回収の状況は、後ほど担当課長より答弁させま

す。 

  次に、景気回復の状況の把握はでございます。 

  先ほど議員お尋ねのように、ＧｏＴｏキャンペーンやＧｏＴｏイートなど各種キャンペー

ンの影響により、９月以降、流れが確かに変わってきたように思います。しかし、まだまだ

前半の落ち込みを回収できないと聞いておりますし、宿泊業などは規模や料金によって下が

るとの話も聞いております。伊豆に関係する交通事業者ですとか商店、飲食店など、全体の

回復がいつになるか、コロナ感染の拡大が現在第３波ということが懸念されている中で、経

済回復はまだまだ先になるのではないかと考えております。 

  国の関係では、１月末のＧｏＴｏキャンペーンの使用が６月まで延長されるという話も聞

いておりますので、当町にとっては、これから河津桜まつりがありますので、そういう面で

は観光面で大いに期待しているところでございます。 

  じゃ、担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） それでは、プレミアム商品券・工事券の発行、回収の状況に
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ついてお答えします。 

  商工会で発行、発売したプレミアム商品券は、20％のプレミアムがついて発行総額6,600

万円で、７月20日に完売しております。この商品券の回収金額につきましては、11月末現在

で5,781万500円、回収率約88％と聞いております。 

  また、プレミアム工事券は、15％のプレミアムがついて発行総額3,816万8,500円でした。

回収金額は11月末時点で2,996万9,000円、回収率約79％と聞いております。 

  なお、それぞれの商品券、工事券については使用期限、利用期限が決まっております。商

品券については今月末まで、工事券については来年の１月24日までに工事が完了するものと

決まっておりますので、町民の皆様には期限までのご利用、ご使用をお願いしたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 大川議員。 

○１番（大川良樹君） ありがとうございます。 

  11月末現在、プレミアム商品券は事業費6,600万円のうち金額が約5,781万円、工事券が

3,820万円の発行に対し2,997万円が同じく町内で消費され、11月末日現在で合わせると約

8,800万円相当が町内で消費をされているということでいいんですよね。町内の経済循環の

一端は担えているのかなという事業になっているかと思います。 

  先ほども申し上げましたが、非常に評価したいし、今後、残りの約1,600万の期限が迫る

この12月、１月で消費、循環されることを望みたいと思っております。 

  先般11月26日なんですけれども、伊豆下田法人会青年部主催の地域活性化セミナー及び情

報交換交流会が行われ、私もこの会へ参加をさせていただきました。地域の若手経営者の

方々の現況と新型コロナによる景気の動向をお伺いさせていただきました。 

  建設業、不動産業、車屋さんは、コロナの影響はほとんどなく忙しい、ただ、今の課題と

して人手不足が深刻で、建設業や整備士など、教育をし資格を取らせても定着してくれない

など、若い人が少ない中で人材の発掘、確保というのが非常に厳しいということでした。 

  スポーツ用品店では、学校の休校、多くのイベント中止などで大打撃を受けたが、２月に

入り徐々に回復をしてきている。 

  この地域の主産業である旅館業、飲食店は、２月、３月は対前年８割、４月は２割、５月

はほぼゼロ、雇用調整助成金などを活用しながら耐えしのぎ、ぎりぎりの状態で人材確保に

取り組まれ、ＧｏＴｏトラベルが始まった７月、８月は７割ほどに回復し、ＧｏＴｏトラベ
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ルが東京都を含んだ10月、11月は120％とさらに回復してきているということでしたが、先

ほど町長もおっしゃっていましたが、来年６月末まで延長予定のＧｏＴｏトラベルが終了し

た反動が恐ろしいと口々に皆さんおっしゃっておられたのが、すごく頭に残っております。 

  来年６月まで延長される予定のＧｏＴｏトラベルが終わると、観光を主産業とする当町に

おいてもかなり町内経済が冷え込むのではと思うのですが、町内で地域内循環できる施策を

検討はされているのか。改めて、来年度予算方針の中で町長は経済対策に対しどのようにお

考えなのでしょうか、お願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、お尋ねの来年度の経済対策予算、施策はということでござ

います。お答えします。 

  来年度につきましては、予算編成方針でお示ししてございますが、実際のところ、コロナ

の関係で来年度予算は大変厳しい財政状況が見込まれております。そのコロナ対策はもちろ

んでございますが、併せて私は、経済対策も重要であるという認識を持っております。でき

るだけ町の計画している重要な事業については取り組む方針でおりますが、その他にも、予

算編成の段階でなるべく経済需要を喚起するような取組はしたいと考えております。 

  いずれにしましても、先行きが大変不明でございまして、特に私ども町にとっては、国の

施策、例えば補正予算だとか当初予算がどんな形で組まれてくるのか。今年については地方

創生臨時交付金を大分を活用して経済的な対策をやってきたわけですけれども、その辺につ

いても、国の動向まで分かってこないということもあります。そういう中で、その辺も十分

生かしながら、いつもと違った予算編成を組まなきゃならない場合もあるかもしれません。

そういう中で、状況はどのようになっていくか分かりませんけれども、先ほど言ったような

経済活動も重視しながら、今後、予算編成に取り組みたいと思っております。 

  あとは、国、県の動向を見て、活用について十分検討したいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） ６月の一般質問でも、私も、今年度内にもう一度プレミアム商品券の

発行またはそれに代わる経済対策を検討していただきたいと申し上げていたのですが、11月

19日付の伊豆新聞下田版の１面に大きく掲載されていたので、目にされた方も多いと思うん

ですけれども、松崎町では、今年度２回目の50％のプレミアム商品券の発行、内容も、１次

販売では各世帯主だったものを、町内の購入希望者へ、限度額も３万円、プレミアム分１万
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5,000円を含む４万5,000円から５万円へ、プレミアム２万5,000円を含む７万5,000円に引き

上げ、パワーアップをした第２の矢を放っております。 

  先ほど申し上げた若手経営者の話を聞きましても、現在、賛否両論ありましたが、殊のほ

か、国の施策であるＧｏＴｏトラベルの利用で宿屋さんはもちろん、地域共通クーポン、Ｇ

ｏＴｏイートの利用で飲食店も、ゴールデンウイークの休業要請から立ち直ってきているの

ではないかとも言えます。町の施策でも臨時交付金を活用した、先ほど町長がおっしゃって

おりましたが、町内宿泊者に対しての抽せん会で町内地場産品を景品としたことで、海産物、

特産品納入業者さんから、助かっているよという声を最近よく耳にします。 

  今年度というよりも、ぜひともＧｏＴｏトラベルが終了した後に、来年度プレミアム商品

券はどうなるか分かりませんけれども、具体的に経済施策を打つことを再度お願いしたいの

ですが、町長、どうでしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの大川議員の質問です。 

  皆さんの実情等、十分承知をしております。ただ、やはりお金のこともありますし、工夫

次第によって経済循環もできる場合もありますし、先ほどの特産品についても、１次産業を

いかに守っていくかということも含めた中で観光とかと絡み合わせてやったようなことがあ

りますし、例えば、今年ですと、敬老祝い金をさくらちゃん商品券にしたりして、あの額だ

けで1,000万ほど町へ需要が喚起されますので、そういう工夫もしながら、特に財政面では

町独自ではなかなか難しい面もありますので、いろんな方法が考えられると思いますので、

その辺は、経済を喚起するということも意識しまして来年度予算を編成したいと思っており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） お金がないのは、今年度は特に厳しいというのは分かっておりますの

で、情報を得て、工夫をしていただいて、午前中の仲議員の質問でもあったように国の補助

金、県の補助金を、アンテナ高くしていただいて、町の財政を持ち出すのでなく、なるべく

うまくいろんな補助金制度を活用して経済対策に臨んでいただければと思いますので、再度

ぜひよろしくお願いいたします。 

  続きまして、３件目、第31回河津桜まつり実施についてお伺いしたいと思います。午前中

の仲議員の質問と重複する点もあるかもしれませんが、お伺いしたいと思います。 

  ①駐車場料金値上げと聞いているが、どのように変わり、理由は。 
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  ②第31回河津桜まつり開催に向け、駐車料金以外に昨年までと変わる点、違いはあるのか。 

  11月27日付の伊豆新聞に見える安全対策ということで掲載されていましたが、混雑状況を

ウェブ発信、さらに、近隣市町、道の駅へ協力を求める混雑情報の提供ボードの設置、道の

駅とはどの辺りの道の駅までお願いする予定なのか。また、足湯の閉鎖、出店者対策、ごみ

対策など、具体的に出店者対策、ごみ対策はどのように行うのか。 

  ③新型コロナウイルス感染症対策は。 

  ④夏の下田モデルのように、河津モデルとして来町者へ向けての情報発信は。 

  以上４点、伺います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは大川議員の質問に答えたいと思います。 

  まず、最初の駐車料金の関係でございます。 

  先ほど他の議員に私、答えましたけれども、実行委員会で駐車料金の回答をさせていただ

きました。９月16日の第２回実行委員会で、予算案とともに駐車場値上げについて承認され

ました。特に今回はコロナ対策の件もありまして、また、来場者も約半分程度の見込みなど

によりまして運営が圧迫されるなどのことも考えられまして、承認されたものと考えており

ます。 

  ただ、その後、何人かの住民の方から、なぜ値上げをするのだとか、値上げをすればお客

さんが来なくなるとか心配の声も聞かれました。今回のお祭りは、町からもコロナ対策経費

として1,000万円ほど補助を出しておりますが、しっかりとした対策を取ることが理解を得

られることだと考えておりますので、町民の皆様にはご理解をお願いしたいと思っておりま

す。 

  また、昨年までとの違いは、先ほど他の議員の答弁で申し上げたとおりでございます。 

  次に、新型コロナウイルスの感染症対策につきましてお尋ねの件で、これも先ほど他の議

員の質問にも答えましたが、コロナ禍の中で予定されている第31回河津桜まつり新型コロナ

ウイルス対策の基本的な考えをお答えします。 

  第31回河津桜まつりは、河津桜を見に来る人、町内で生活をする人、全ての人の命を守る、

みんなの安全を図るための特別な重要なルールの中で開催いたします。先ほども申しました

が、来る人には、来る前にお願いすること、また桜を見に来たときにお願いすること、そし

て、生活をする人、営業する人、住んでいる人も含めてですが、安全対策を講じること、日

常生活の中での対策あるいは期間中の特別対策、全体的な会場対策などをお願いします。 
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  これらの対策によりまして、町にいる人、来訪者、町民など全員が安心安全と思えること

が大事でありまして、結果的に河津桜見学や周辺観光を楽しむことができ、また、安心に生

活できるものと思っております。 

  ３問目の夏の下田モデルのような河津モデルとしての来町者への情報発信はということで、

これは先ほどの答弁で申し上げておりますが、基本的には特別ルールをつくって桜まつりを

開催したいということでございます。その中で、私が今回の河津桜まつりの開催に向けて考

えていることを少し紹介したいと思います。 

  基本的な私の考えとしては、今回の河津桜まつりに限って言いますと、他の催し物、例を

挙げますと静岡市の大道芸まつりなんかの例があると思うんですけれども、例えば、ああい

うものですと中止をすればお客さんは来ないわけです。ただ、河津桜まつりには次の２つの

点があると思います。河津桜は時期が来れば咲きます。そして、それに伴い見物客が来ます。

それが１点目。２つ目、散策エリアの川堤が、場所的に延長約４キロで公共部分でありまし

て、入場制限などの規制が取れない、そんな状況もあります。 

  そういうことで、ほかの大道芸とかそういう祭りと違って、中止にすれば来ないというこ

とではなくて中止にしても来るということなので、それだったら最初からしっかり対策をし

て桜まつりを開催してもいいだろうというのが私の考え方でございます。そういう中で対策

をしっかりしていこうということでございます。 

  その対策のポイントでございますが、何を考え開催するかということでございますが、３

つほどございます。町民の安全安心の確保が１つ目、２つ目は、来てくれる人の安心安全の

確保、３つ目に、町民の経済状況も鑑みて経済的な波及効果も期待すること、この３つが開

催の主な理由でございます。 

  先ほど言いましたけれども、開催するための判断としては、開催してもしなくても、さら

に来ても来なくても、昨年までの状況を見たら、安心安全を確保するため、また町の行政と

しての役目を考えたら、特別ルールを設けて早くから対策をして備えることがとても大事だ

と思っております。 

  行政としての捉え方でございますが、一つの災害対策と捉えまして、例えば津波や洪水対

策と同じように、想定される状況に対して事前に何をするか、何をしなければならないのか、

そういう対応をすることが大事だと思っております。特にコロナ対策については、目に見え

ない対策でありますので、これまで経験したことがない対応を考えなければなりません。そ

ういう難しさもあります。行政としての役割が大きいし、町全体で影響を考えると実行委員
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会だけでは安心安全が十分確保できない、そういうことで町としても真剣に取組んでいきた

いと、そういう思いでございます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） ３つの理由ということで、町民の安心安全、来てくれる人の安心安全、

もう一つ何でしたか。 

〔「経済波及効果」と言う人あり〕 

○１番（大川良樹君） 経済波及効果ということで、本当に町長がおっしゃるところだと思い

ます。先ほどおっしゃったように、桜は時期が来れば咲きますので、それを安心安全に進め

ていく、黙っていてもお客さんは見えますので、それを安心安全にやっぱり仕切っていくの

が行政であり、実行委員会のすべだなと思います。 

  やっぱりどうしても午前中の議員と重複する点が多くて、私の聞こうとすることが全て出

ているんですけれども、その中で幾つか疑問があるのでちょっとそれを確認したいと思いま

す。 

  安心安全を進める上で、特別ルールということで先ほど町長もおっしゃっていたんですけ

れども、これから開催までに練っていくのかなというのがすべだと思います。そういった中

で一つ言えるのは、今回やっぱり、夏に下田市が下田モデルということで、全国に向けて松

木市長がはっきりと、体調悪い方は来ないでくださいと、市民を守るために来ないでくださ

いということをメディアを利用し全国に発信したかと思います。 

  先ほど町長がおっしゃったように、下田モデルは下田モデルでこういう形で、１つは、来

る前のお客様への対応。37.5度以上発熱ある場合は来ないでくださいと。あと、感染者と接

触した場合は来ないでください。濃厚接触者も一緒ですと。出発前は必ず検温、健康チェッ

クを行ってください。体調が悪化された方はご帰宅をお願いする場合があります。スマート

フォンをお持ちの方は接触確認アプリＣＯＣＯＡをインストールしてください。 

  ２番目として、下田に来たら守ってほしいこと。各施設内において必ずマスクを着用して

ください。下田市内施設・店舗のルールを入館・入店前によく理解した上でご利用してくだ

さいと。 

  下田モデルは、松木市長が全国に向けて、毅然とした態度でしっかりと発信されたと思い

ます。ぜひとも岸町長においても、先ほどおっしゃっていた見える安全対策を含め、安全ル

ール、特別ルール、河津桜まつり来訪に向けてのルールとして全国発信をしっかりし、今年
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の河津桜まつりは、町民を守るために訪れる人も協力をいただき、安心なお祭りにするとお

願いしていただきたいと思います。 

  あと、最後に聞きたいのが、こういう対策を行っていても、万が一、新型コロナの感染症

が町内に出てしまったり、夏のように海水浴場に際し、県の警戒レベルに基準を置き、それ

が海開きを前にレベルが上がり、海水浴場を開くことができなかった。この31回河津桜まつ

りにおいては、先ほど町長もおっしゃっていましたけれども、開催中止や途中中止など、開

催するに当たり判断基準はどのように設定をし、さっきの県のレベルであったり、国のレベ

ル、警戒宣言というんですか、そちらと、あとは町民が出た場合ということで３つの点をお

っしゃっていましたけれども、途中中止などが決定されることはあるのか、開催が直前にな

って中止されるようなことがあるのか、その対応はどのようにしていくのか、その点だけち

ょっとお伺いをさせてください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの大川議員の幾つかの質問でございます。 

  まず、ルールの関係は、何とか今月中に分かりやすいルールを公表したいと思っておりま

すが、現実的にはもうある程度できております。下田ルールとはいかないまでにしても、広

く広報するためのそういうルールを解説したものはついておりますし、また、先ほど答弁で

申しましたけれども、美しい伊豆創造センター等を通して、誘客とともにそういうルールも

宣伝してもらうといいますか、発表してもらうことになっておりますので、そういうことを

広めていきたいなと思っております。 

  それと、開催の中止の件でございますけれども、先ほど言ったように３つの基準がありま

す。それに沿って実行委員会で協議するということになっております。基本的には、先ほど

申しましたように、中止にしても来るということも考えられますので、そういうことを含め

て、最終的に実行委員会で決めざるを得ないのかなと。ちょっとどういう結果になるか分か

りませんけれども、一応、実行委員会の中で決めていくことも必要なのかなと思っておりま

す。一応、ルールでは実行委員会の中でその判断をするということでございます。ですから、

私がこれ、どうのこうのと言うことはできませんので。ただ、私としては、先ほど言ったよ

うに、中止にしても来ることは確かなんだろうなと、そういう思いはあります。そういう中

でどういう対策ができるか。 

  それともう一つ、前の議員の質問で言いましたけれども、万一、起こったときの取扱いと

いいますか、本部としてのマニュアルはあるわけですけれども、それをいかにして、どうい
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う形で実行していくことが大事かということはこれから詰めていかなきゃならないのかなと

いう、最悪の事態を考えたときにどういう対応をしていくかということもやはり必要になる

のかなと、危機管理ということの中では重要なことなのかと思います。そういう中で、まず

外へ向けてのお祭りとしての対策と、そういう中の重要な部分での対策と、２つ並行してや

っていかないとこの祭りは成り立たないだろうなと思っております。 

  そういうことで、分かりやすいルールについては実行委員会等で今後広めていくと思いま

すので、そういうことで進んでいきたいと思っております。 

  補足説明はありますか。 

○議長（上村和正君） １番、大川議員。 

○１番（大川良樹君） 今回の桜まつりにおいては、今朝ほどからずっとお話を聞いているん

ですけれども、事前にできる対策としては、見える化もそうですし、今までにない対応を町

は、町はというか、実行委員会もそうですけれども、行政の立場からしても、今できる範囲

の中では本当によくやってくれているのかなと感じました。 

  最後に一言だけ、やっぱり今年の桜まつりは、町民を守るために訪れる人も協力をいただ

き、安心なお祭りをするということをはっきりと、町長もいろいろなところでこれから取材

があると思いますので、再度そういった形でお願いをして、安心安全なお祭りにできるよう

お願いをし、私の一般質問とさせていただきます。 

○議長（上村和正君） １番、大川良樹議員の一般質問は終わりました。 

  ２時15分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ２時０２分 

 

再開 午後 ２時１５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 渡 邊 昌 昭 君 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員の一般質問を許します。 
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  ３番、渡邊昌昭議員。 

〔３番 渡邊昌昭君登壇〕 

○３番（渡邊昌昭君） ３番、渡邊昌昭です。 

  令和２年第４回定例会開催に当たり一般質問を通告したところ、議長より許可をいただき

ましたので、一問一答方式で質問します。 

  質問に先立ち、今回の新型コロナウイルスに感染され亡くなられた方に哀悼の意を表すと

ともに、闘病中の方々の一刻も早い回復とウイルス禍の早期終息を祈るばかりです。また、

この全国的に蔓延しているさなかに我が河津町では一人の感染者も出ていないということで、

町民の皆様の対応に感謝しているところですが、万が一にも体調の優れない場合は、河津町

で第１号などと心配せず、医療機関への相談、受診をお願いします。 

  私の質問は次の４件です。１件目、ＧＩＧＡスクール構想についてです。２件目、町立の

施設の電気料金の新規電気事業者との再契約についてです。３件目、職員のスキルアップに

ついてです。４件目、防犯カメラの設置についてです。以上、４件について質問させていた

だきます。町長、副町長、教育長、担当課長の回答をお願いいたします。 

  １問目、ＧＩＧＡスクール構想についてです。 

  令和５年度までと考えられていたＧＩＧＡスクール構想は、地方創生資金を活用し、本年

度、１人１台のパソコン配付が可能となりました。ＩＣＴを活用したＧＩＧＡスクール構想

の第一歩です。未来を担う小中学生には非常に有効な授業であると考えます。 

  そこで、これまでのパソコン及びタブレットＰＣの活用状況について質問します。 

  これまで多額の予算を充てて小中学校のクラス人数分のタブレットを配備し、通信環境も

整備しつつあります。将来を担う子供たちには、今後、必要不可欠な道具であり、それらを

自在に扱うことのできるように指導することが必要です。 

  これまで学校現場では、これら機器をどのように使用しているのですか。指導は専任の先

生が担当しているのですか。また、学年ごとに使用目的が異なると思われますが、どのくら

いの頻度で使用して活用しているのですか。どのような授業で使用してるのですか。また、

使った児童の感想はどのように受け入れられているのでしょうか。それら、現在のパソコン

の使用状況について質問します。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邊議員のＧＩＧＡスクール構想について、これまでのパ

ソコンの使用状況についてお答えします。 
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  今年度当初から、ＧＩＧＡスクール構想に沿ったパソコンの導入など段階的に取り組む予

定でしたが、コロナウイルスの感染拡大に伴いまして学校の休校なども余儀なくされまして、

リモート授業の必要性が叫ばれてきました。この状況を踏まえて地方創生臨時交付金が活用

できることとなったため、現状を考えて、今年度に全児童生徒へのパソコンの導入を図るこ

ととしました。既に入札も終わり発注しておりますので、年度内には導入できるものと思っ

ております。 

  なお、現在の使用状況につきましては教育委員会事務局長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（川尻一仁君） それでは、これまでのパソコンの使用状況について説

明をさせていただきます。 

  これまで、町では、平成29年度に河津中学校に35台、それから30年度に東小学校に13台、

西小学校に18台、令和元年度に南小学校に37台、合計103台のパソコンを導入しています。

今回、403台のパソコンを購入することによりまして、児童生徒に１人１台のパソコンが導

入されることとなります。 

  これまで導入されているパソコンの使用状況ということでございますが、インターネット

を活用した調べ物学習といったもの、それからプログラミング学習といったもの、それから

学習支援ソフトの活用、それからデジタル教科書、それから、写真撮影及びその内容への書

き込みによるレポートの作成といったことに使用しております。授業の進み具合にもよりま

すが、一日に一、二学級が使用しているといったような状況でございます。子供たちは、楽

しみながら学習し、学習に対する意欲が感じられるというようなお話を聞いております。 

  また、現在の指導体制といったことでございますが、専任の教師がパソコンの授業を行う

のではなくて、クラスごとの担任または授業に携わる先生が授業での指導を行うというよう

な形を行っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） 令和５年度を目指していたＧＩＧＡスクール構想ですけれども、タブ

レットのほう、ハード面が先行し、ソフト面がなかなか追いついていかないのかな、これを

心配していたわけですけれども、現在、指導をそれぞれの担当の先生がしてくれているとい

うことで、先生方の指導も間に合ってきているのかということで若干の安心はできました。

指導体制の遅れはこれでないということで判断してもよいかと思います。 
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  今までのクラスごとの台数の指導であれば専任の教師が必要になってくるのかなと思って

いたんですけれども、特に小学校では全ての教師にその指導力が求められます。指導体制は

間に合っているのか、これを聞きたかったんですけれども、今の回答で間に合っているんだ

ということが分かりました。 

  また、当町では、新しく導入されるパソコンなんですけれども、ＯＳがマイクロソフト社

のウインドウズ、これを使うということです。賀茂郡下でも、これを使うところもあるんで

すけれども、アップルのＯＳを使う市町もあると聞いております。使用に際して問題はない

のでしょうか。これらは教育長会などで調整がなされてはいなかったのでしょうか。指導す

る先生も、人事異動でよその町から河津町に来たときに、ＯＳが違うということで指導体制

に問題はないのでしょうか。 

  また、高校に進学したとき、賀茂郡下の中学卒業生と他の中学卒業生と違いが出てくる、

この辺も考えられますけれども、その辺は問題はないのでしょうか。 

  多数のタブレット端末が児童・生徒に貸与されることと思われますが、当然、使用のルー

ルなどはもう決まっているのですか。教師が管理するにしても、台数が増えることで負担が

教師に増えるのではないでしょうか。 

  さらに、セキュリティーの問題です。児童生徒の使用するネットワークはセキュリティー

が確保されているのですか。そして、現在、教職員が使用しているＰＣ、パソコンは、個人

情報の塊であることからセキュリティーの管理は万全であるべきで、児童生徒の使用するネ

ットワークとは別にすべきだと思うのですが、その辺は確保されているのでしょうか。 

  ＯＳの異なる点、使用のルールづくり、セキュリティーの問題について質問します。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいま渡邊議員から今後の指導、管理計画についての質問だと思い

ます。 

  今後、全児童生徒へのパソコンの導入によりまして、その指導ですとか管理体制が重要で

あるということは認識しております。 

  現状で想定しております指導、管理体制につきましては教育委員会事務局長より答弁させ

ます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（川尻一仁君） それでは、指導、管理体制といったことで、説明をさ

せていただきたいと思います。 
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  まず、先ほどの質問の中で購入するパソコンのＯＳの関係の質問がございましたが、先ほ

ど議員から言われましたとおり、河津町にあってはウインドウズを使用することとなってお

ります。それから、賀茂地区では、このほかに南伊豆町も同じＯＳを使うということになっ

ております。また、賀茂地区のほかの市町、東伊豆町、下田市、松崎町、西伊豆町について

は、アップルを使用するというふうに聞いております。 

  予算編成の時期や市町の状況等が異なっておりますので、ＯＳをそろえるといったところ

まではいきませんでした。しかし、指導する先生方が他市町へ行っても、ＯＳが違ったから

といって授業に支障があるといったことはないというふうに確認をしております。 

  それから次に、児童生徒用の使用ルールといったことでございますが、こちらについては

一定のルールを設ける予定で、今、作成の作業をしている段階でございます。ルールをつく

る中で、例えば学年ごとの使用体制といったことも考えたいなというふうに思っております。 

  また、パソコンの管理といったことも考えたいと思っておりまして、そちらのほうについ

ては、電源の保管庫といったものの設置を考えておりますので、そちらのほうで誰のパソコ

ンをどこに置いたといったことが確認できるよう、管理の負担を少なくするようにしていき

たいというふうに思っております。 

  それからもう一点、セキュリティーの関係でございますが、先生方が扱うパソコン、児童

生徒の学校生活の内容を保存・管理している校務支援といったものにつきましては、教職員

のパソコンのみで共有できるよう有線で管理をしております。無線ではなく有線で、そのパ

ソコンでしか見られないといった形の扱いをしております。ですので、外部から侵入できな

い体制といった形の扱いをしております。児童生徒が使用するパソコンについては、フィル

タリングといった形で、有害サイトへのアクセス等はできない形の対応を取っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） ＯＳは異なるんですけれども、その辺についても了解済みということ

で、先生についての指導も問題がないということであれば一段落するのかなと思います。 

  また、使用のルールについても、一定のルールを策定中であるということですので、年度

内にしっかりしたものをつくっていただいて維持・管理ができるようにしていただきたいと

思います。 

  そして、セキュリティーの問題ですけれども、先生方については有線でつながっていると

いうことで、他からの侵入ができないということですので非常にいいんですけれども、先生
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方がネットワークに入っていくパソコンについても、その辺は別のパソコンをちゃんと使う

んだということで管理を徹底していただきたいと、よろしくお願いします。 

  次に、維持、管理に関する財源について質問したいと思います。 

  パソコンの操作を要因しているＯＳ、今、ウインドウズですとウインドウズ10、これが使

われておりますけれども、数年の間にアップグレードされているのが現状です。また、文科

省の指導要領も定期的に変わりますし、教科書も変更されます。これに伴うソフトも購入し

なければならなくなるのですが、機種の変更・更新、ＯＳのアップグレード、ソフトの変更

等、維持管理には相当の経費が必要と考えられます。多くのタブレットを使用することで破

損や故障が発生するものと思われますが、その修理代もかなり高価なものになると予想がさ

れます。 

  今後、数年に一度の周期で新機種の発表や、ソフトを購入しなければなりませんが、その

財源はどのように確保するのですか。今回も補正予算等を使って購入しているわけですけれ

ども、それらについては高額なものになるものですから、今後の計画的な財源の確保、この

辺ができているのか質問したいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの今後の維持管理の財源についてお答えします。 

  今後の維持管理、修繕などの対応につきましては、当町の児童生徒数の関連もありますが、

仮に児童生徒数が減る場合には、ストックしたものとの交換などの検討をしております。 

  また、特に心配する関係で財政上の点でございますが、例えば５年後とかに、将来、買い

替えるときが来たときに国の補助金があるかどうかという心配な点もあります。この辺も、

首長の会議の中でも大分議論がされておりますので要望もしておりますが、まだ不確定な部

分があります。 

  維持管理の財源等については教育委員会事務局長に答弁させます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（川尻一仁君） それでは、パソコンの維持管理の財源といったことに

ついて説明をさせていただきます。 

  今後、パソコンを維持管理しながら、よりよい環境での学習への活用を図るとなると、新

たなソフトの購入といったものが生じてきます。また、デジタル教科書の導入に伴い、ライ

センスの使用料といったものも発生をします。これらの費用については、国や県からの補助

制度はまだ示されていないことから、現段階では自主財源で賄うこととなります。 
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  パソコンの買い替えに伴う財源といったものについても、文部科学省から新たな支援策を

考える旨の発言はいただいておりますが、まだ示されていないのが現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） まだ国からの方針は示されていないということですので、今後、デジ

タル教科書とかの導入などもどんどん出てくるという話ですので、さらに、一度こういう効

果的な機械を導入してしまえばもう後へ戻ることはできなくなってしまいますので、絶対的

に必要な道具になってくるのかと思います。計画的に財源を確保する、これをしっかり考え

ていただいて、新機種に対しての対応等も考えていただきたいと考えます。これからもこの

ようなＧＩＧＡスクール構想、大変必要なことだと思いますので、その辺の計画もよろしく

お願いして、１問目の質問を終わりたいと思います。 

  続いて、町立施設の電気料金の新規事業者との再契約について質問します。 

  平成31年第１回定例会で、先輩議員の質問にもありましたが、新規事業者との再契約につ

いては今後検討していくとの回答でした。そして、本年、温泉会館の電気の新規事業者との

契約ができました。ほかの施設の電気についても変更の予定はないのか質問します。 

  最初に、学校関連施設についてお聞きします。幼稚園、小中学校の電気料金については、

昨年度、各校100万円前後の電気を使用しています。昨年度、エアコンを導入したことによ

り増額されたものと思いますし、さらに、本年は夏休みの縮小によるエアコンの使用が増え

たことや、冬の間も、密集を避けるため窓を開け換気するので暖房のための使用が予想され、

これまで以上の電気料金が必要になると想像できます。 

  さらに、学校給食センターは、オール電化となっており、多くの電気を毎年使用しており

ます。本年度、緊急時用の発電機を設置しました。災害時にも稼働できるようになりました。

従来の事業者とは別の新規事業者との再契約をすることによって支出が抑えられると思いま

すが、学校や給食センターの電気契約を見直す予定はありませんか、質問します。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邊議員の２問目の町立施設の電気料金の新規電気事業者

との再契約について、１つ目として、学校関連施設の電気契約についてお尋ねでございます。 

  電気料金につきましては、お尋ねのとおり、今年度に、踊り子温泉会館で、電気料につい

て新規参入事業者を含む入札制度による導入を考えておりましたが、入札制度では成立せず

に、間で中間的な役割を担う事業者と委託契約を結びまして、新たに事業者を決定したとこ
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ろでございます。導入については、状況を見ながら観光施設等から始めておりますが、今後

は、さらに範囲を広めることが妥当であれば学校などの管理施設も検討したいと考えており

ます。 

  状況等については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（川尻一仁君） それでは、学校関連施設の電気料金の関係について少

し説明をさせていただきたいと思います。 

  教育委員会のほうにつきましては、幼稚園、それから３小学校、それから中学校、それか

ら文化の家、それからＢ＆Ｇの体育館、給食センター等、８施設がございます。この８施設

の電気料金でございますが、平成29年度の支払い額が1,787万4,801円、平成30年度が1,855

万6,691円、令和元年度が1,858万2,114円となっております。このうち、幼稚園、３小学校、

中学校の学校関係で申しますと、平成29年度が844万9,717円、平成30年度が886万9,070円、

令和元年度が940万4,041円となっています。 

  学校関係で金額が大きく違っている要因としましては、社会教育活動での夜間の体育館、

グラウンドの照明等に使用しているこの一因というふうに考えています。また、令和元年度

より学校施設にエアコンを設置しており、７月から９月までの電気料金の平成30年度と令和

元年度との比較では、28万1,735円、令和元年度が増加となっております。先ほども述べた

ように社会教育活動もございますので、エアコンの使用のみということではない、単純増加

の分ではないというふうに考えております。 

  また、令和２年度より、新型コロナウイルスやインフルエンザ感染予防・防止のために、

冬季にあってもエアコンの使用を認めています。また、南小学校や河津中学校にはエアコン

の増設も行うこともあり、今後、電気料金の追加が見込まれるというふうに思っております。 

  教育委員会の電気の使用の状況については以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） だんだん電気の使用料が高くなってきているというのは、今、局長の

報告にあったとおりですが、今後、さらに経費がかかってくるというのであれば、何とか安

くなる方法を検討しなければいけない時期に来ているのではないかとさらに思います。 

  ほかにも、水道の事業については、ポンプアップのためのモーターの電気料金がかかって

くると思います。事業経費の中の動力費の多くがポンプの稼働動力費であるということから、

これの支出を抑えるためにも電気料金の引下げが必要ではないでしょうか。現在、非常用の
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発電機も設置されましたことから、少しでも価格の安い電気の利用を検討しないのですか。 

  そして、庁舎の電気についても、有事の際、現在の東京電力が一番回復が早い、信頼性が

あるということで東京電力との契約を継続してきましたが、有事の際は、非常用発電機が作

動し最低限の電気が確保できております。 

  災害による避難者が避難しても、中学校の体育館には非常用蓄電装置が設備されました。

昨年の第１回定例会のときより非常時の対応も改善されてきていることから、格安の電気料

金への対応を早期に検討していただきたいと思います。 

  また、バガテル公園の電気料金も、少しでも経費を抑えるために、新規事業者に見積りを

取るなどして検討しているのかお伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、電気料金の水道事業の電気契約あるいは役場庁舎及びバガ

テル公園の電気契約についてお答えします。 

  前問の回答と同様に考えておりますが、ただ、水道事業につきましては、重要施設を抱え

ておりまして、また特殊事情もありますので、慎重に検討すべきだと考えております。 

  また、役場庁舎及びバガテル公園の電気契約につきましては、役場庁舎につきましては、

災害対策本部機能を有することから前問同様に考えております。バガテル公園につきまして

は、今後、対応について検討したいと考えております。 

  なお、それぞれの質問については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 

○水道温泉課長（中村邦彦君） それでは、水道事業の電気契約について説明させていただき

ます。 

  議員のおっしゃるとおり、水道事業としましては、動力費、大変多く使用しております。

ただ、電気の使用につきましては、動力費だけでなくて、給水における制御とか照明、電灯

代等も電気で保たれております。 

  現在更新中の自家発電装置につきましても、取水、送水の主たる大堰浄水場をカバーする

ことを目的としておりまして、他の水道施設についてはバックアップ電源は備えておりませ

ん。ですので、水道施設は自家発があるから停電があっても大丈夫ということではなくて、

どうしても安定した電力がなくては給水は成り立たないというのが現状でございます。 

  また、電気契約についてですが、河津町の水道事業における電気契約につきましては、給

水系統ごとそれぞれ複数ございます。全体の数としましては、高圧契約、一般的な動力の契
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約、また電灯契約で、全部で44本の契約がございます。 

  踊り子温泉会館等のように、コンサルを通して契約を結べば経費的には抑えられることも

考えられます。しかしながら、この44本の契約を集約的に委託してしまうことで、個々の施

設の管理とか変更手続、そういったものが複雑化するという懸念もございます。 

  また、大堰浄水場の高圧契約については、契約の見直しを図って、何らかの契約、複数年

契約とか季節契約などを含めて抑制が見込めると考えております。 

  電気契約をコンサルに委託しても、平常時の電力供給ということでは問題はないとは思わ

れます。しかしながら、安定した供給、また、東京電力のほうには停電情報の提供とか災害

復旧における優先登録もございます。そうしたことを考えまして、また、河津町の水道温泉

事業の今、電力の安定運用ということで、東京電力とそのグループ会社であります日本フィ

ールド・エンジニアリングと連携しまして、施設の停電監視装置を官民連携で開発を行って

おります。また、こういった取組を背景に、現状では、今の東京パワーグリッドさんとの契

約を継続していくと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） それでは、役場庁舎並びにバガテル公園のほうの答弁をさせ

ていただきます。 

  役場庁舎を含めまして、非常用発電機を設置しているところにあっては、停電時に一時的

に、一部の使用機器を３日間程度、使用可能となる設備となっているところです。また、休

業者との協定によりまして優先的に燃料を補給することができるようになっておりまして、

補給が可能な限り発電機を回して利用することが可能なような状況になっております。非常

用発電機の設置は、あくまでも施設の一部を一時的に使用できるようにするものであります

ので、新電力への移行とは別物というふうに考えているところでございます。 

  議員ご質問の新電力会社への契約切替えについては、令和31年の第１回の町議会定例会で

答弁をしたとおりでございますが、新電力での契約によります経年の実績が今現在ないため、

信頼性が確保されていないと、そういった段階においては慎重に対応したいというふうに考

えているところでございます。 

  新電力対応の概要については先ほど町長が答弁したとおりですが、現在までの状況につい

てもう少し詳しくお話しさせていただきたいと思います。 

  踊り子温泉会館の新電力への移行作業についてですが、当初、入札を実施すべく入札参加
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資格申請受付を行ったところですが、その受付のほうに申請の企業がなく、入札自体が実施

できる状況ではありませんでした。その後、新電力への変更方法を協議したところ、複数の

電力会社から見積書を徴し、電力需給契約まで一貫して行うＥＳＰ方式という方法について

の事業提案がありまして、電力料金も大きく下げることができることから、提案業者と新電

力供給を目指す方針で、９月定例会にて業務手数料の補正予算をお願いして可決していただ

いたところでございます。 

  その後、提案業者によります調整を経まして、新電力会社と電気需給契約を11月に締結し

ております。今月に入りまして、12月１日より、踊り子温泉会館への新電力による供給が開

始されていると聞いております。ちなみに、削減率の予測を申しますと、約15％、１年間で

100万円程度の減額というふうに伺っております。 

  新電力導入のデメリットについてちょっとお話をさせていただきます。 

  通常の入札方式で行いますと、最低価格が提示されたところと契約をするため、その会社

の経営状況等は考慮されません。仮に新電力会社が倒産した場合には、電力供給については

補償されるところですが、元の電力会社に契約を戻す場合には、元の会社に最後に電力供給

を受けていた電気料金の20％増しでの購入をするというふうなことになるそうです。加えて、

煩雑な手続も発生するというふうに伺っております。 

  今回のＥＳＰ方式では、この料金負担のリスクを仲介業者が負担してくれるということで、

そういったことがこのＥＳＰ方式を選択した一つの理由でもございます。状況的には以上で

ございます。 

  河津バガテル公園の電気料金も例年600万円前後の支出がございますので、踊り子温泉会

館の新電力の使用状況を確認しながら、河津バガテル公園についても、町長が申したとおり

検討していきたいというふうに考えております。 

  また、見積書を取っているかというようなお話もございましたが、現時点では取っていな

い状況です。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） 午前中の町長の行政報告でも、予算編成方針において「将来にわたる

的確な収支見通しに基づく経費の節減」とおっしゃっておりますように、各施設ごとそれぞ

れ検討し、支出の縮小に努めていただきたいと思います。 

  続いて、３問目の質問に移ります。 
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  職員のスキルアップについてです。 

  町の職員数は決して多くはないと思いますが、仕事は、専門的で細分化しているのが現状

だと思います。そんな厳しい状況の中ですが、町民の町に対しての要望はだんだん多くなっ

ております。町民が安心できる住民サービスを提供するためにも、職員１人ひとりのスキル

アップが必要かと思います。職員１人ひとりが努力してくれているのは理解しているつもり

ですが、仕事に追われる日常ではこの慌ただしい世の中の動きに取り残されて、それこそ

「井の中の蛙」になってしまうのではないでしょうか。 

  各種の資格取得や研修会への参加、人事の交流といった経験が必要なのではないでしょう

か。研修会の審査の中で、昨年度は82人の職員に各種の研修を実施したと聞きました。この

ような研修は、１人、年に１回程度なのでしょうか。今年度は、このコロナ禍の中、多くの

研修会が中止または研修会になったものと思いますが、職員の皆さんには、多くの研修会、

講習に参加しスキルを上げてもらうことが必要です。 

  職員が研修に参加することによって、残った周りの職員の負担が増えることや、研修期間

中の仕事が残ってしまうといった不安があり、自ら研修や講習会の受講、資格取得に踏み出

せないことがあるのではないでしょうか。研修に行くことでの負担はないのですか、これに

ついて質問したいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、職員のスキルアップについて、研修会への参加状況等につ

きまして答弁いたします。 

  議員がおっしゃるように、職員のスキルアップは大変大事なことだと思っております。研

修計画に沿って、町では、これからも実施派遣を考えていきたいと思っております。できれ

ば私としては、職員の自主研修などもできるだけ行うような指導もしたいと考えております。 

  なお、内容等につきましては副町長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 副町長。 

○副町長（土屋晴弥君） 研修の参加状況についてでございます。 

  職員の研修は、職員の資質の向上、そして能率的な行政運営を図るために、年度の当初に

町の研修委員会の中で１年間の研修計画を立てて、職員の割当てをしているところでござい

ます。昨年度の職員研修によるものについては、議員が申されますように、82名の受講があ

ったわけでございます。 

  研修には大きく４つございます。１つ目が、職務を通じて行う職場研修でございます。２
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つ目が、職員が業務を遂行するための研修、技術を習得するための専門研修。３つ目が、職

員を本庁以外の機関あるいは団体に派遣して行う派遣研修がございます。４つ目が、自主的

テーマを持って行う自主研修でございます。また、人数にはカウントしてございませんけれ

ども、職員が業務を行う上で、県等が開催している研修会、そういうところには積極的に職

員に参加をしていただいて、職員のスキルアップを図っているところでございます。 

  ただ、議員も申されましたように限られた職員の中でございます。そういう中での研修の

参加になりますので、業務の支障がないように各課で調整をしていただく、それから、職員

間の連携を図りながら研修に参加をしていただいているというのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） いろいろな研修にも参加してくださっているということですけれども、

これが、いろいろ出ることによって残った職員に負担がかかるということでは大変いけない

と思いますので、その辺、各課とか各係でのチームでの対応、これが確実にできるような形

にしていただければ、もっと職員がそのような研修、講習会に参加できるのではないかと考

えますので、そのような体制づくりを検討していただきたいと思います。 

  そして、他市町との人事交流であります。隣接の市町との人事交流や友好都市との人事交

流、県などへの出向といった人事交流が盛んになれば、先進地の業務を研修できる上に外部

からの視点で河津町の業務を観察でき、今後の業務に生かされると思うが、いかがでしょう

か。賀茂郡内での連携による職員の応援派遣などはどのような部門で行われているのか、今

後新たな計画はあるのか、これについてお伺いしたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、他市町の人事交流についてお答えします。 

  河津町では、来年度に県への派遣１名を考えております。現在、職員の希望者を受付中で

あります。また、県から河津町に派遣をいただきまして、東河環境センターでのし尿処理施

設改修事業に向けての派遣職員の受入れを予定しております。町では、現在も、伊豆半島ジ

オパーク事務局に１名の派遣をしております。 

  また、先ほど議員から質問のありました広域圏で行っている関係では、滞納整理職員の相

互交流で河津町からは南伊豆町へ派遣をし、河津町へは松崎町の職員が派遣されて業務を行

っており、大変有意義な制度であると思っております。 

  現状は以上のとおりでございます。 
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○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） 賀茂圏内での連携については、滞納について、今現在、職員が出され

ているということですけれども、これについては徴収率がアップしたという実績もあります

ので、こういうことはいいことなのかなと感じられます。今後、やはりいろんな計画があれ

ばどんどん積極的に職員の交流を広域の中で考えてもらって、職員のスキルアップを考えて

いただくのが一番いいのかなと考えておりますので、よろしくお願いします。 

  そして、前回、私ども議員月例会で、点群データというのを県の職員から研修を受けさせ

ていただきました。このとき、県の土木の職員が一緒に研修を受けに来て傍聴していたわけ

ですけれども、町の職員、一部が傍聴はしていましたけれども、なかなかこのような研修と

いうのは聞くことができないのではないかなと考えております。ふだんなかなか聞くことの

できない外部の講師を招く機会、今年は中止になってしまいましたけれども、教育講演会だ

とか議員の月例会による講師、こういう非常に有効な講演があるのかなと考えております。 

  こういう近隣の市町が開催する講演会などでも、できるならば職員に時間をつくってもら

って参加していただければ、職員のスキルアップ全体についての考え方というのが広がるの

かなと考えますが、町長、その辺についてはどのようにお考えですか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 特に関係団体等の研修等の参加でございます。研修はできるだけ多く

受けるべきだと思いますが、先ほどから申しているように、通常業務を行いながらでござい

ますので制約もあることもあります。現状でも、かなり少ない要員で幅広い業務を行ってい

る現状もあります。 

  来年度は、この辺も考慮して、採用人数を若干ですけれども増やそうかなという今計画も

ございますが、まだちょっと確定はしておりませんので、そういう中で、人員を増やすこと

によって研修にも行きやすくなるのかなと、そういう思いもございます。特に研修内容につ

きましては、その重要性だとか必要性を考えながら研修に参加させることが特に大事ではな

いのかなと、そういうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） 担当の職員がいなくても対応ができるというように、チームでの対応

ということを考えていただきたいと思いますし、職員が幾ら頑張っても「井の中の蛙」にな

っては元も子もありません。よろしくご検討いただきたいと思います。各種の研修会、講演
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を聞くこと、資格取得は積極的に推進していただきたいと思います。 

  最後に、防犯カメラの設置について質問します。 

  河津町の特色でもある地域住民の密接な交流やつながりは、河津町の特色として全国に誇

れる点だと思います。さらに、それがこれまで犯罪抑止に役立ってきたと言えると思います。

しかし、近年では、大規模な工事、観光客の多様化により多くの人が訪れ、名所や観光地以

外の場所を訪れる人も多くいます。不審者が紛れ込んでも分かりにくい、都市部と比べ、ま

だまだ町民の防犯意識は私を筆頭に低いと思われ、積極的な広報が必要かと思います。 

  そんな中で、防犯意識を高め犯罪抑止力を持つためにも、町内の拠点にカメラを設置する

ことはないのでしょうか。カメラを設置することにより、住民の防犯意識の向上、カメラ設

置を知らせることで犯罪の抑止力、本来の目的である有事の際の情報提供といった利点が考

えられると思います。場所によっては、ダミーの防犯カメラを設置して犯罪を抑止している

ところもあります。犯罪発生により防犯カメラを使うことがあってはならないことですが、

来年度の予算編成方針の「安心安全に暮らせる町づくり」の一つの施策としてぜひ検討して

いただきたいと思います。 

  各行政区により対応する事情は異なると思いますが、防犯灯のように、各地区の要望によ

り、拠点ごとに設置を補助する制度があってもいいと思います。町長の考え方をお教え願い

たいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 防犯カメラの設置についてお答えします。 

  確かに、防犯カメラによる犯罪抑止力の効果があることは誰でも認めるところでございま

すが、現状を見てみますと、それぞれのお店ですとか企業で設置している場面を見ることが

ございますが、当町において、町が設置する防犯対策としては特にございませんが、今後は、

主要な公共施設等についての設置は検討したいと思っております。 

  そのほかにも防犯対策として、町では、河津川堤の防犯灯、62機ございますが、これにつ

いても、電気料や明るさなどを考えて昨年から順次ＬＥＤ化を始めまして、５か年計画で改

良を考えております。 

  住みよいまち、安全なまちづくりは大変大事であると思いますので、町では地区などの身

近な防犯灯などの補助も行っておりますので、今後もそういうことでご理解願いたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 
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○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員。 

○３番（渡邊昌昭君） 防犯カメラというと、監視している人間を配置するだとか、遠隔操作

をしてこっちの方向を見たり、あちらを映すをいうようなことを考えがちですけれども、現

在、ドライブレコーダーのように、記憶媒体に一定期間保存し、どんどん上書きをして録画

し、有事の際のみ使用する形式のワンカメラ、これが結構出ていると思います。こうなれば

そんなに高額なものでもないと考えられますので、町の拠点に、各地区の要望に沿ったとこ

ろにそのようなものを設置するということも今後検討していただければ地域の安全が図られ

るのではないか、このように考えます。ぜひご検討していただくようによろしくお願いしま

す。 

  以上で私の一般質問を終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（上村和正君） ３番、渡邊昌昭議員の一般質問は終わりました。 

  ３時15分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ３時０４分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 渡 邉   弘 君 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員の一般質問を許します。 

  ９番、渡邉弘議員。 

〔９番 渡邉 弘君登壇〕 

○９番（渡邉 弘君） ９番、渡邉弘でございます。 

  令和２年第４回定例会開催に当たり、一般質問を通告したところ、議長より許可をいただ

きましたので、一問一答方式で質問をさせていただきます。 

  質問は次のとおりです。１件目、令和３年度当初予算編成方針について。２件目、河津桜

まつり計画の進捗状況について。３件目、バガテル公園再生について。町長及び担当課長の
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答弁を求めます。 

  早速でございますが、まず、令和３年度当初予算編成方針についてお伺いをいたします。 

  新型コロナウイルスの感染が続く中での予算編成となります。町長より各担当課に方向性

の通達がされました。コロナ禍において、来年度は、歳入面においても税収の減など厳しい

状況が見込まれます。そのような状況下において、河津町第５次総合計画の初年度とのこと

であります。主要な施策は、子育てしやすい、子供を産みやすい、安心で安全な活力のある

町を目指すと、継続してきた新たな10年間を見据えた予算編成との指示が出されました。 

  質問でございます。 

  町長は、リコールをしてまでして政権を確保いたしました。第４次総合計画と今後の５次

総合計画との違いはどこでしょうか。 

  町長の目指す「オール河津のまちづくり」は何をテーマとしておりますか。また、目標の

ない「オール河津」はなかなか方向性が出てきませんので、そこら辺を教えていただきたい

と思います。 

  以上２点お願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邉議員の令和３年度の当初予算の編成方針についてご質

問ですので、お答えします。 

  まず、私の目指す目標テーマでございます。予算編成方針に触れておりますので、少し説

明をしたいと思います。 

  11月２日に来年度予算編成方針を職員に通達しまして、職員はじめ報道関係などにも通知

内容をお知らせしました。当然、議員の方々にもお知らせした次第でございます。目標テー

マは、先ほど議員がおっしゃったように、心豊かな暮らしやすい町として、重点施策として

３つの施策を示しました。１つ目は、「子育てしやすい環境、心豊かな人を育てる町づく

り」、２つ目は、「安心安全に暮らせる町づくり」、３つ目は、「活力と魅力あふれる町づ

くり」であります。 

  基本的な政治姿勢や考え方に変わりはありませんが、来年度の事業執行に当たりまして、

予算編成上で特に政策面での重点を職員などに示したところでございます。 

  来年度当初予算につきましては、新しい総合計画の始まる年であることの認識を持って取

り組んでほしいとの意味合いで指示したところでございます。特に編成方針で言いたかった

ことは、行政と町民が責任と役割を果たす中で、これまでの課題について取り組む思いを伝
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えました。例えば、情報についても行政は知らせる努力を行い、町民は知る努力を行うなど、

それぞれが責任と役割を果たしてやっていこうとすることが、これまでと一歩進んで違うと

ころかなと思っております。 

  また、お尋ねの第４次総合計画との違いについてお答えします。 

  第４次総合計画との方針の違いについてお尋ねですが、第５次総合計画はまだ策定されて

おりませんので詳細はお答えできませんが、ご了承ください。ただ、骨子については、案の

段階ですが、「住みたい・来たいまち 河津」をメインテーマとしまして、「自然、文化 

そして笑顔があふれる 河津桜の里」をサブテーマとして、年度内完成を目指して総合計画

策定審議会で検討をしております。 

  私も策定に向けてヒアリングを受けまして、自分の思う町の課題やまちづくりの方向性な

どについて話させていただきました。特に町民の声に耳を傾けた町政運営を進めていくこと

をお伝えさせていただきました。 

  検討案の中で全体的な捉えとして、平成27年９月に国連サミットで採択された、2030年を

目標年次とした持続可能でよりよい世界を目指す目標であります17の章から構成されるＳＤ

Ｇｓと関連づけた各分野の推進方向を示したところが、今までと違う点だと思います。 

  「オール河津のまちづくり」については、これまでもあらゆる場面でお答えしましたし、

本定例会でも他の議員の質問に既にお答えしてお分かりだと思いますが、何をテーマという

ことではなくて、行政の進め方の考え方であるとご理解を願いたいと思います。 

  ご質問の中で議員から私に対して、「町長は、リコールをしてまでして政権を確保」した

との発言がありましたが、私なりの考えを述べさせていただきます。 

  まず、私は町長選挙に立候補しましたが、リコール運動については、町民が自ら選んだ町

長について、自らの地方自治の制度の根本である地方自治法の、地方自治の本旨による法律

に沿って解職請求をし、住民投票で決したことでありますので、私というよりも町民が自ら

決した結果であると思っております。 

  私は、当初から申し上げているように、このようなことが起こらないように、住民、議会、

行政が一体となった「オール河津」の政治を目指して、できるだけ情報を住民や議会に積極

的に知らせて正しい判断の材料にしてもらい、意見を聞きながら情報公開と町民参加のまち

づくりを進めてきております。このような方針で今後も進めていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 
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○９番（渡邉 弘君） いろいろ考え方は個々あると思います。私は私なりに考えた中での質

問をさせていただきました。 

  その中で、「オール河津のまちづくり」については何をテーマということで質問をさせて

いただきましたが、例えば個々が持っている力は、皆、町民の力は違うと思います。その中

で一つ町が出したテーマを、要は、みんなで協力してそのテーマに向かって取り組んでいく

と。だから、１年のうちに何回かいろんなテーマが出てくると思います。そのテーマのとき

に、みんなで協力して、「オール河津」で頑張れるような行政を進めたらいいのかなという

ふうに思いました。 

  次に、来年度予算の目標ですが、どんな取組をいたしますかということで質問をさせてい

ただきます。 

  １つ、心豊かな暮らしやすい町とはどんな町を目指すんでしょうか。政策的経費の財源確

保のため経常的経費の３％削減、これはどんな形で経常的経費を３％削減していくのか。 

  次に、子育てしやすい環境、安心と安全の町として、今年度はインフルエンザ予防接種事

業に取り組んでいただきました。今後も、安心と安全のために継続して取り組めないのかお

伺いをします。 

  あと、活力あるまちづくりとして経済対策は欠かせません。先ほども質問に出ましたけれ

ども、町内業者に対する政策として、プレミアム商品券の継続は来年度もできないのでしょ

うか、そこら辺をお伺いします。よろしくお願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邉議員の何点かの質問でございますので、順を追ってお

答えしたいと思います。 

  まず、心豊かな暮らしやすい町とは何だということでございます。目標のテーマにつきま

しては、町の目指す方向として３つの重点施策を進めることが大きな目標でございまして、

心豊かな暮らしやすい町につながるということでございます。 

  ２つ目の政策的な経費、経常的経費３％削減につきましては、来年度予算については、特

に財源については大変厳しいことが予想されます。そして、仮に予算編成をしても、コロナ

の感染状況により実際はどのようになるか想定も難しい状況でもあります。そのような中で、

来年度予算も編成しなければなりませんし、町の経済状況も心配されます。現状で考える中

での予算編成方針となったわけですが、できるだけ経費を抑えていくことが重要であるとの

考え方から、通常の予算で約８割強を占める経常経費の３％削減や、その他の歳出削減指示
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も行ったところであります。 

  なお、経費削減などの全体的な指示内容などについては後ほど担当課長より答弁させます。 

  次に、子育て環境、インフルエンザの予防接種の関係でございます。 

  重点施策に「子育てしやすい環境、心豊かな人を育てる町づくり」を掲げて、子育て支援

センター建設や小学校統合推進、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて予算編成に臨みます。

お尋ねの子供インフルエンザの予防接種事業については、今年度はコロナウイルス対策とい

うことで補助を行いましたが、来年度においては従来の考えのとおりでございます。 

  次に、プレミアム商品券につきましては、この事業については、今年度はコロナ経済対策

として補正予算で対応しました。工事券も、当初予算に補正により増額をして取り組み、早

い取組によって活用されたものと思っております。来年度については未定でありますが、実

施については、コロナの経済的な影響の判断や国・町の財源の問題、実施・実行主体であり

ます商工会の意向なども考えて検討したいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 先ほどご質問のありましたのは、政策的経費の財源確保のため経

常的経費の３％削減というご質問でございます。 

  町長が先ほど答弁をいたしましたように、来年度予算編成につきましては大変厳しい状況

が予想されているところでございます。地方公共団体の財政構造の弾力性を判断します経常

収支比率で見ますと、70％から80％が適正水準というふうに言われているところでございま

す。本町では、平成29年度には84.9％でしたが、令和元年度には88.7％と、3.8ポイント増

加しているということで経常経費が予算に占める割合が大変大きくなってきているというの

が現在の実情でございます。 

  このような厳しい財政状況におきまして、政策的な経費の財源を確保するため、人件費、

扶助費、公債費の義務的経費を除きます経常的経費については、令和２年度当初予算の一般

財源充当額の３％削減を図るということにさせていただいております。 

  来年度も新型コロナウイルス感染症は続くことも予想されます。町税等の自主財源の減少

も懸念されまして、地方交付税につきましても、前年度並みに交付されるかは不透明な状況

であるということでございます。 

  このような背景を踏まえまして、歳出におきましては、節減・合理化措置を積極的に折り

込み、必要性、緊急性、効果等に欠ける経費は要求しないこととしまして、普通旅費、消耗



－69－ 河津町議会 

品の削減や委託料の見直し等を図っていきたいと考えております。 

  また、投資的経費につきましては、事業の緊急性、必要性、投資効果、将来の財政負担等

を十分に検討しまして、計画的、効果的な実施を図り、国・県補助金や有利な起債等の財源

を踏まえた予算編成を行うということで考えているところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 一番心配するのは、やはり当初予算の中で経常的経費を３％削減する

と、頭からぽんと出ちゃうと、じゃ町民への部分のサービス的な部分が削除されるんじゃな

いかと。だから、また後で各種の団体の話も出てきますけれども、要はそこら辺も踏まえて

ちょっと心配する部分があります。先ほど経常的経費88％まで上がっていると。確かに町の

中の動かし方としては、どっちが厚くなるかというのは、政策的経費なのか経常的経費なの

か、そこら辺は町の運営の中での話ですけれども、当初からてんから３％は、ちょっとそう

いう見方はしたくないなというふうに思いましたので、質問をさせていただきました。 

  次に、町の発注する事業でございます。 

  入札対象事業について、今も河津町の中でも取り入れていただいておると思いますけれど

も、条件をつけての入札業務、要は、町内業者が入札に十分参加して力が発揮できるような、

そういうような入札業務はできないのかと。また、各種団体などの補助金など、支給額の増

減がやっぱりこれから出てくるかなというふうに思っております。それについては、事前に

各団体に理由などを通知して対処していただけないのかなと。各団体においても、やはり当

てにしている町の補助金が減らされると、要は、団体の中の運営がなかなか難しくなってく

ると、そのような声もございますので、そこら辺をちょっとお伺いできればなというふうに

思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの質問の入札事業補助金についてお答えします。 

  特に入札につきましては、条件をつけるとの意味合いが詳しく分かりませんが、競争原理

の中でやっぱり入札が執行されるのが基本でございます。ただ、事業量などにより地域の範

囲を決めた中で、先ほど議員がおっしゃるように、指名競争入札業者を決めて実施している

ものもあります。ただ、指名参加登録事業者が少ない場合などは、どうしても範囲を広げる

場合もございます。いろんな事情があるということでございます。 

  それから、補助金の関係でございますが、指示の中では、町の財政状況ですとか補助金の
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団体の運営状況の審査により決められるべきものだと思っております。基本的には、一律に

カットをして、それにさらに、ヒアリングの中で特殊事情があればその辺を勘案するという

ことで考えておりますが、現状では方針どおり考えております。ただ、内容等によっては、

特殊事情があればその中で管理できる場合があるかと思っております。そういうことでご理

解願いたいと思っております。 

  いずれにしても、来年度の予算編成については大変厳しい状況が予想されております。ま

た、各団体にも各課から予算編成方針が示されておりますし、各団体にもその連絡はいって

いると思いますが、そういう状況の中で、来年度の予算方針は大変厳しいという考えの下で、

これから予算査定、ヒアリング等を行っていきたいと思っております。 

  また、今回のコロナ事業などの中で、特に事業期間が変化する場合があります。例えば事

業停止ですとかあるいは事業延期だとか、そういう場合もあるかもしれませんが、そういう

ことで指示が急遽変わるということが各種団体についてもあるかと思いますが、なるべく周

知させますけれども、そういうことで急遽変わることもあるということも含めまして来年度

の予算編成に臨みたいと思っております。 

  なお、入札制度等につきましては副町長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 副町長。 

○副町長（土屋晴弥君） 入札については、広く入札の機会を与えるということ、それから、

公平性を保つというようなことが地方公共団体には求められているところでございます。そ

ういうことで、契約の方法は一般競争入札を基本としております。ただ、一般競争入札に適

さない場合もございますので、町の入札参加資格を有する事業者による制限を設けた制限付

一般競争入札、または指名競争入札、随意契約、こういう形で、このような方法により入札

を行っているのが現状でございます。 

  町の状況については、登録業種ごとに、業務の技術的な有無、それから業務の実績、地域

要件等の制限を設けて、指名委員会で審議して決定をしているところでございます。発注業

務によっては、参加業者が限られて入札が不調になることも考えられます。それからもう一

つは、競争原理が働かないというようなこともございますので、地域要件を、その場合、賀

茂地区とか伊豆地区に範囲を広げた中で対応しているというのが現状でございます。 

  また、補助金の関係についてでございますけれども、来年度の予算編成の令達においては、

各課には、関係団体の予算執行等の状況、それから事業内容をよく精査した中で、町の財政

状況についても理解をしていただく中で、補助金を縮減するようにというようなお願いをし
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てございます。ただ、先ほど町長が答弁したとおり、一律にカットをするのではなくて、新

たな取組あるいはまた特殊事情等も考慮しながら補助をしていく方針でございます。 

  また、通知等の話もございましたけれども、今のところ考えておりません。そのような声

も実際聞いておりますので、今後は、担当課を通じて各種団体あるいはそれらの関係者に、

調整とそれから説明をしっかりするような対応をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） ありがとうございます。 

  何で入札のことを取り上げたかというと、やはり町内において事業をされている例えば建

設業についても、いろいろな部分でなかなか苦しい状況にあると。はっきり言って、公平性

を欠くようなことはいけないかなということは重々承知をしております。ただ、その中で、

条件をつけての入札等を行うことによって、要は、町内の事業者が町内で仕事を得られると。

やはりそういう業者がいないと、例えば災害のときとかそういうときにやっぱりいろいろ支

障も出たりするんじゃないかなということも加味した中で質問をさせていただきました。 

  あと、補助金の関係は、実際問題、やりたいことがある団体にはそれなりの配慮もしてい

ただきながら、要は、減額についても増額についても検討していただきたいなというふうに

思います。よろしくお願いいたします。 

  続いて、河津桜まちづくり計画の進捗状況についてお伺いをいたします。 

  令和２年３月に河津桜まちづくり計画が策定されました。期間は令和２年度から令和11年

度までの10年間です。河津桜は、町の宝であり、経済的にも大きな影響を与えております。

将来を見据えて作成されたまちづくり計画の進捗状況を伺います。 

  また、計画策定委員会は解散されたのでしょうか、お伺いをいたします。 

  計画を作成した委員会より進捗状況を検証するようなことが必要だと考えますが、そこら

辺の意見はいかがでしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、桜のまちづくり計画の進捗状況についてお答えします。 

  本計画は、お尋ねのとおり、令和２年度から10年間の計画であります。町としても、河津

桜を町の重要な資源と捉え、今後の取組を示したものであります。今後どの部分から始めて

いくかなど具体的な実施に向けて、現在、作業手順を検討中でございます。進捗状況の検証

については今のところ考えておりませんが、今後、町で取り組む方向性がある程度決まった
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段階で、意見を聞く会ですとかあるいは検証会議などの必要性を判断したいと思っておりま

す。 

  なお、お尋ねの点については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） 計画策定委員会は解散されたかとのことですが、河津桜まち

づくり計画策定委員会設置規約では、「委員の任期は、委嘱又は任命の日から計画策定終了

までとする。」となっているため、現在、解散しております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 何でお伺いしたかということですけれども、計画を立てて、結局、計

画の流れもまだ確認されないでいきなり解散されちゃうということは、ただ単に資料だけ作

ればいいよというような考え方になっちゃうと、今後の例えば委員会の立ち上げとかそうい

うのが、我々としても町としてもちょっと不安ではないかなというふうに思いまして、進捗

状況を検証する必要があるんではないかということで考えを聞かせていただきたいなと思い

ました。 

  次の質問に移ります。 

  河津川沿いの桜並木の手入れを、桜守人をはじめ、守人サポーター、ふるさと案内人、花

の会などボランティアの人たちで取り組んでおります。今後、桜並木の維持については、堤

防の川側には植栽ができません。ついては、堤防の荒廃地に桜の植栽計画が盛り込まれてお

ります。そこら辺の進捗状況はどうでしょうか。 

  次に、新たな拠点整備として桜公園などが盛り込まれておりますが、そちらのほうの進捗

状況もお伺いしたいと思います。 

  続きまして、景観形成において、観光地ですので、現状、幹線道路沿いに耕作放棄地とか

が目立って非常に見苦しい状況にあります。河津桜の植栽をして沿道を楽しめる演出などが

盛り込まれておりますが、そこら辺はいかがでしょうか、質問いたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、新たな拠点整備あるいは幹線道路沿いの景観形成について

お答えします。 

  本計画実施につきましては、また実施後の管理については、河津桜守人の会や花の会など

ボランティアの皆さんの協力は、現在でも協力をいただいておりますが、今後も重要な役割



－73－ 河津町議会 

を果たすものと認識をしております。 

  お尋ねの背後地等の植栽計画でございますが、まだ具体的な取組が検討段階ですので進ん

でおりませんが、今後の取組の中で、関連する地主さんの関係ですとか、あるいは現在、土

木事務所で河津川の河川管理計画を今年度策定するという話も聞いておりますので、関係方

面との調整も必要かと思っております。 

  その他の計画についても、予算を含めて各種課題もありますので、総合的に課題を解決し

ながら今後は対応したいと考えております。 

  また、議員お尋ねの耕作放棄地の問題も、観光地として大変大きな課題であると思ってお

ります。現在、河津桜の切り枝の商品化を進める中で、植栽者の希望受付や補助制度も生産

作物として、また景観作物として期待をしているところでございます。河津桜まちづくり計

画については担当課長より補足説明をさせます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） それでは、計画の進捗状況についてお答えします。 

  まず、基本計画にある堤防背後地の活用についてですが、河津川堤防に植栽されている河

津桜の多くは河川法に基づいた植栽基準を満たしていないことから、築堤部では枯死等に伴

う同じ位置への植え替えはできないとなっております。そのため、河津桜の寿命を延命し、

河津桜の適切な維持管理手法を構築し、他の地域のモデルとなるよう河津桜守人の会を中心

に管理しております。 

  また、治水対策を進める上で堤防整備が必要な箇所については、寿命でない桜であっても

伐採や移植をしなければなりません。その際に、大規模な桜景観の喪失とならないよう、堤

防荒廃地等に後継樹を植栽する計画となっております。 

  河津桜まちづくり計画で定めた桜並木整備基本方針では３つのエリアで色分けしておりま

すが、現在、１本１本の桜について調査を行い、堤防の整備を行った場合に残すことが可能

な桜、残すことのできない桜、伐採の可能性のある桜の３種類に分類し、大きく桜が欠損し

てしまうような箇所を整理しているところです。 

  次に、新たな拠点整備についてですが、計画の中では、河津桜原木公園に「原木二世を植

栽し、保存に配慮」するとなっております。この原木二世についてですが、通常は大島桜の

台木に接ぎ木をして増殖しますが、静岡県伊豆農業研究センターの協力により、原木の枝を

所有者様から提供していただき、挿し木で増殖し、原木と全く同じ形質の河津桜を数本確保
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しております。また、原木については、樹木医による毎月の調査を行い、適切な処置を施す

ことにより良好な状態を保っております。 

  どのようなプロセスで原木二世を指名するか、どこに定植するかについては今後検討しな

ければなりませんが、原木二世となる後継樹をしっかり管理していきたいと考えておりま

す。 

  次に、幹線道路沿道の景観形成についてですが、河津桜切り枝の生産は、単に生産物の販

売だけでなく景観作物としての活用も期待できるため、沿道を楽しむ演出にもつながるもの

と考えております。現在、河津桜切枝商品化研究会において、切り枝生産の推進について検

討しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 植栽計画、堤防も含めて公園も景観もそうなんですが、せっかくああ

いう計画書ができましたので、ぜひそれを進める形で進めていただきたいなと。やはり計画

ができないと実質的な動きが出てこないかなというふうに思いますので、そこら辺を一つ、

今後の課題としてぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

  次の質問で、桜まつりについて、河津町だけのイベントではなく伊豆全体のイベントとな

っております。地域経済の活性化に大きな役割を果たしております。それだけに、出店者の

皆さんに、桜まつりとまちづくりをみんなで一緒に取り組む必要性を感じます。出店の条件

の規制も今後必要ではないかと思っております。店舗の形態など、単管で組んでビニールシ

ートで回したり、テントだったり、年間放置された店舗があったり、景観形成において観光

地として受け入れ難い状況が見られるんではないかなというふうに思います。今後、出店者

も含めたまちづくり計画が必要だと思います。条例の制定も含め取り組むことは可能でしょ

うか、お伺いをいたします。 

  次に、河津桜まちづくり事業のボリュームを実際問題見てみますと、庁内に河津桜の担当

課が必要ではないでしょうか、そのように考えます。保護・育成からこのまちづくりまで大

変な作業ではないかなというふうに思います。ぜひ、河津桜は河津の宝でございますので、

河津桜課の設置はできないでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、渡邉議員の２つの質問があったと思います。売店の問題あ

るいは桜課の設置についての２点だと思います。 
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  第31回河津桜まつりは、他の議員の質問にも答えておりますが、対策を強化しながら開催

する予定で進めております。出店条件につきましても実行委員会で検討しております。また、

お尋ねの終了後のお店の管理なども、観光地として景観上好ましくないものの対策の件でご

ざいますが、いずれにしましても、実行委員会の中で、部会などもありますので検討される

ようお願いしたいと思います。 

  また、出店状況等については担当課長より答弁させます。 

  それから、桜課の設置でございます。河津桜まちづくり計画の実行に向けての担当課設置

についてのお尋ねですが、確かに、今後の具体的な計画によってボリュームが決まると思い

ますが、人員の配置増なども考えられますが、町全体の職員配置や採用状況などにもよりま

すので、現在のところ、課の設置については考えておりません。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（村串信二君） 出店の規制についてということでお答えさせていただきます。 

  河津桜まつり露天等営業管理条例に基づいて出店の届出を受理しておりますが、本条例で

は、店舗の形態や祭り期間外の店舗の状態については規制しておりません。出店の届出に関

しては、河津桜まつり実行委員会賛助会加入が必要となるため、実行委員会を通して指導を

行っております。数年前に、出店に伴うブルーシートの使用について指導した経緯もござい

ます。 

  今後も、河津桜まつりに関する出店については、実行委員会を通して指導していきたいと

考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） なぜこの質問かというと、イベントの桜まつり自体を見た中で、よそ

の大きなイベントを打っているところ、要は、まちづくりにしっかりと取り組んでいる市町、

そういうところは出店の条件もやはり相当厳しくて、河津桜まつりのブランド化をつくり上

げていくのには、そういうことをちゃんと頭の中に置いて祭りをつくり上げていかなければ

いけない、出店の状況をしっかりつくり上げていかなければいけない、そのようなことが感

じられますので、今回、質問をさせていただきました。 

  町長においては、河津桜課の担当は、まだ課はつくる予定はないということでございます

けれども、このボリュームを見ると、私は、やっぱりしっかりした形で取り組まないと、と
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ても対応できないんじゃないかなと、今の課の中でやるというのは難しいかなと。もし課が

できなくても、要は、しっかりとしたそういう担当をつくって取り組まれていったほうがよ

ろしいんではないかなというふうに思いまして質問をさせていただきました。 

  次に、バガテル公園再生について、再度、再度の質問で誠に申し訳ございませんが、質問

をさせていただきます。 

  観光施設は、新型コロナの影響により非常に苦しい状況が続いていると。その中で、秋バ

ラシーズンに多くのイベントに取り組み、できることはやると意気込みが伝わってきており

ます。しかし、再生に厳しい状況には変わりはありません。再生計画も出ない中で、今回、

再生検討委員会の委員が再任されました。再任の理由をお伺いするということです。 

  もう一つ、再生検討委員会から、よい公園造りをとの報道がありました。どんな公園を造

るのか、再生検討委員会から意見はありましたか、お伺いをいたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） バガテル公園の再生についてということで、再生委員会については先

ほどもほかの議員の質問で答えておりますが、バガテル公園につきましては、これまでの取

組の中で町の方針として基本的な方向は理解され、再生に向けて進行中でございます。 

  再生委員会の再任につきましては、これまで２年間、いろいろな視点から検討を進めてい

ただきました。特に外部から見た委員の意見なども参考にして進めてまいりました。お尋ね

の再任の理由については、先ほど申しましたけれども、現状の把握ができていることですと

か、新たな方向性がこれまでの検討に立っていることなど、継続してお願いすることが妥当

だという考えでございます。 

  今後のことでございますが、今年度も秋バラを中心としてイベント等を行いながら、町は

町としての役目、あるいは今お願いしております民間事業者との関係も含めて、今後、両方

を進めていく中でまた方向性が出てくるものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） 私のほうからは、再生検討委員会からよい公園づくり等の報

道があって、どんな意見があったかということで答弁させていただきたいと思います。 

  再生検討委員には、２年の初期間が経過したことによりまして再任をされたわけですが、

再任後の第13回再生検討委員会において、委員の方に改めてバガテル公園を視察していただ

きました。委員の方々からは、バラ園の管理が当初の２年前よりもしっかりできていてすば
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らしい、町民が足を運び誇りを持てるような公園になってほしい、そういった意見が出され

ました。町民の憩いの場所としてもっとふだんから町民が集うように、足を運んでくれるよ

うな身近な公園、それが観光客の集客につながっていくのではないかというような意見であ

ったと認識しております。 

  視察当日は、平日の火曜日の午後だったんですが、国のＧｏＴｏキャンペーン等の影響も

あって、かなりの入園者がおったというふうに記憶しております。それから、管理がすばら

しいというお褒めの言葉をいただいたのは、これまで管理に関わった方々の努力が認められ

たというふうに認識をしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 再生については、ちょっと考え方が僕と違うところがございますので、

質問に入ります。 

  今年度の費用負担額はどの程度の見込みになっているのか。先ほどは令和元年度まで

6,100万円ぐらいでしたか、要は、それが費用負担だというふうに思っています。今後の費

用負担を考えますと、このバガテル公園という公園の名前を今後ずっと続けていくのか。バ

ガテル公園という看板を下ろすということは考えられないでしょうか。次の方向を検討する

ということが必要かと考えます。例えば、防災公園、河津桜とバラ公園、子育て公園など、

いろいろな検討材料があるのかなというふうに思います。 

  再生というのは、基本的には、ただお金だけの問題でなくして、バガテル公園が河津町の

住民のためにどうあるべき公園なのかというのを、もう一度、掘り下げないといけないんで

はないかなということを考えまして、今回の質問をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、２点ほど質問があったと思います。費用負担と今後の方向

性あるいは再生計画についてお答えします。 

  今年度につきましては、まだ新たな方向性の結論が出ておりませんので、今の段階ではお

答えできません。ただ、議員がおっしゃるように、費用の面でも町民の皆さんに負担をかけ

ておりますので、できるだけ早く再生の方向性を決めなければならないと、そういうふうに

は考えております。 

  次に、再生計画でございますけれども、これまでの方向性や現在取り組んでいることは、
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議員の方々にも説明した上で予算措置とさせていただいておりますが、理解しているものと

考えております。以前にもお答えしておりますが、ふるさと納税を絡めた再生の提案を今年

度予算で委託契約しておりますので、受託会社より定期的に交渉等の報告も受けておりま

す。 

  なお、現状あるいは詳細の内容につきましては担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） それでは、費用負担額と今後の方向性等について答弁をさせ

ていただきます。 

  費用負担額については、コロナ禍の中、先の見通しが非常に難しいという点がございます

ので、町長の申しているとおりであります。 

  バガテル公園の入園状況ですが、春バラシーズンは、新型コロナウイルスの影響等で約

6,200人と前年比32.9％という数字でございました。秋バラシーズンは、先ほども申してお

りますとおり、ＧｏＴｏキャンペーン等の効果もありまして、約8,100人、前年比185.4％と

２倍近い数字となっております。また、秋については、入園料を含めた販売額も、前年比で

200％ということで約倍になっている状況でございます。年度を通じても、春が非常に少な

かったわけですが、前年比で74.3％まで回復をしてきているところでございます。 

  今後の方向性については、今まではフランスやバガテルといったブランドの名称で敷居の

高い施設というような印象があったのかなということで、町民の方の利用が少なかったよう

に思っております。また、利用するにしても、内容や手続面で面倒な面もあったのかなとい

うふうに思っております。 

  今後は、バガテルの名称は残しつつ、最終的な方針等が決まるまでは、住民も利用しやす

く、観光客も集えるにぎわいのある公園として利用されるように、経費を削減しつつイベン

ト等を開催しながら維持管理に努めていきたいというふうに考えております。 

  それから、再生計画のほうについての現状でございますが、公園再生に当たっては、指定

管理に対する応募に関し不調に終わった原因の一つとして、指定管理料が十分ではなかった

というのを午前中の答弁にも挙げさせていただいておりますが、こうしたことから、まずは

何をするにも財源の確保が必要というようなことで、その財源をふるさと納税で確保してい

くことというのは町長が申したとおりでございます。そのため、ポータルサイトの増加、こ

れは２つから６つに増やしてございます。それから、返礼品の充実、これも５％程度増えた

状況でございます。 
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  ふるさと納税の額も、コロナ禍の中ではありますが、11月末現在で前年比132.8％という

ことで増加をしているところでございます。ふるさと納税は、12月が一番多く納税される時

期でございますので、今月が勝負かなというふうには思っておりますが、期待をしたいとい

うところでございます。 

  こうした経過を踏まえまして、利用できる資金の状況によって計画の提案が出てくるもの

というふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） 今のお話の中でも、要は、バガテル公園という看板については下ろし

たくないということでございますね。あそこのところをどういうふうに変えていくのかとい

うことが、今後の再生の課題かなというふうに思います。その中で、バガテルという言葉を

使っている以上は、フランスとの関係も継続の話も出てきたり、バガテル公園の中を変えら

れないという、その網かけだけが一番きついのかなというふうに思います。 

  そんな中での今後のバガテル公園の運営になるわけですけれども、これからの再生を目指

していくんであれば、先ほどもありましたけれども、指定管理料が安いから受けられないよ

と、だから河津町の税金をもっと出せという業者を信じていいのかどうなのか。計算した中

で、それは合わないのは分かっているんですよ。だから、合わないものをどうやって運営す

るかというのは、要はそれは受ける業者の技量なわけだから、そこら辺を、自分たちのそう

いう集客能力を持っているところが受けてもらわないとやっぱり駄目だと思います。 

  そのことによって、このままバガテル公園を継続していくのであれば、ちゃんとした再生

計画のイメージをしていただきたいなというふうに思います。それが示せない再生計画はな

いんではないかなというふうに思いますので、そこら辺はどんな感じでございましょうか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 現在、民間事業者もいろいろ検討していると思っております。ふるさ

と納税の状況もそういうことでございます。 

  ただ、私が思うのには、現在はそういうことで進んでおりまして、最終的に方向性が示さ

れるかどうか分かりませんけれども、今のところは、検討委員会等では業態を変える予定は

なく進んでおりますけれども、場合によっては、最終的には業態を変えることも考えなくも

ない時期が来るかもしれません。そのことも含めて、その場合にバラ園を残すのか、あるい
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はフランス広場をどうするのか、その辺も検討になると思います。 

  今までは、バガテル公園としてバラ園とフランス広場を合わせた中で指定管理という話が

あったものですから、そういう形でお金が、今の業者ではないほかの業者に当たったところ、

例えば6,000万とか出せばやりますよというような感じであったものですから、とてもそれ

じゃできないなという話で、その中で、今後の再生の中である程度分けていくのか、それも

難しいのか、その辺が最終的な結論になっていくんじゃないかと思っております。 

  バラ園とフランス広場を分けるのか、あるいは前みたいに一緒にするのか、あるいはまる

っきり違う状態にならないのか、その辺についても、民間事業者に力を借りるということが

前提なものですから、そういう民間事業者の提案も聞きながら、そして、町としても取り組

んでいる状況も考えながら最終的な判断を決めて、先ほど答弁したように、やっぱり町民に

負担をかけている面も重々ほかの面で承知しておりますので、町民に親しまれる公園と並行

しながら、次の計画についても真剣になって取り組んでいきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員。 

○９番（渡邉 弘君） こういう施設運営というのは、町長はリーダーでございますので、ぜ

ひ方向性をリーダーのほうで示していただいて、再生計画をしっかりとした形でつくってい

ただく。何のために再生検討委員会をつくっているのか、再任された委員の方たちにはそこ

ら辺の自覚をしていただいて、再生計画をつくるような方向で動いていただきたいと思いま

す。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（上村和正君） ９番、渡邉弘議員の一般質問は終わりました。 

  一般質問の通告のありました６番、塩田正治議員、４番、遠藤嘉規議員、２番、桑原猛議

員の一般質問は、明日11日に行います。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（上村和正君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  明日は午前10時より再開します。 

  本日はこれをもって散会します。 
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  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時０６分 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（上村和正君） 皆様、改めましておはようございます。 

  ただいまの出席議員は11名です。 

  よって、本日の議会は成立しました。 

  これより議会を再開し、直ちに本日の会議を開きます。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（上村和正君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付の印刷物のとおりでござ

います。ご覧願います。 

  なお、説明のため、町長以下、関係職員が出席しておりますことを報告します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（上村和正君） 日程第１、一般質問に入ります。 

  この場合、質問には１問ごとに答弁します。 

  なお、全般にわたって質問するか答弁を求めるかは質問者の意向によるものとしますので、

あらかじめ議長に申し出てください。 

  なお、申し添えておきますが、質問回数は１問につき３回、質問の時間は答弁を含めて60

分となっておりますので、ご協力をお願いします。 

  一般質問は、次の順序によりこれを許します。 

  ６番、塩田正治議員、４番、遠藤嘉規議員、２番、桑原猛議員。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 塩 田 正 治 君 

○議長（上村和正君） それでは、６番、塩田正治議員の一般質問を許します。 

  ６番、塩田議員。 

〔６番 塩田正治君登壇〕 

○６番（塩田正治君） 皆さん、おはようございます。６番、塩田正治です。 

  令和２年第４回定例会の開催に当たり、一般質問の通告をさせていただきましたところ、

議長より許可をいただきましたので、一問一答で一般質問をさせていただきます。 

  質問に入る前に、先日、私のところに某新聞記者さんが訪れました。何を聞いてくるのか

なと思ったところが、河津町と川根本町は、静岡県内で一人も、僕は武漢肺炎と言っている

んですけれども、新型コロナウイルスの感染者が出ていない状況にありますと。町内の皆さ

んが、一番最初の感染者になるのを恐れてパニックになっているんではないですかみたいな

ことを質問されました。いや、私は、そんなことはないよと。確かに、会話の中で皆さんが、

一番最初のコロナ感染者になるのは嫌だなというようなお話をしているのも聞きましたし、

会話をしているのも聞いたことはあります。ただし、決してパニックになっているようなこ

とはありませんよという話をしましたけれども、新聞記者さん、くれぐれもあおるようなこ

との、そういった記事は書いてほしくないなということは重ねて言っておきました。 

  新聞記者さん等が、メディアさんが、やっぱり町のほうにもそういった話をしに来ること

があろうかと思いますので、ぜひともそういうことに関しては毅然とした態度で、そんなこ

とはありません、パニックになどはなっておりませんということで対応していただきたいな

と思いましたので、そういった話があったということでお話しさせていただきます。 

  それでは、質問に入らせていただきます。 

  今回、私が質問させていただきます問題は全部で５問なんですが、大きく分けますと、交

通指導員の問題についてと介護の問題について質問させていただきたいと思います。町長以

下、関係課長の答弁を求めます。 

  それでは、１問目、交通指導員について質問させていただきます。 

  河津の子供たちの命を毎朝守ってくれております交通指導員の皆様には、まずもって、こ

の場をお借りし感謝申し上げたいと思います。 

  本日は、交通指導員の皆さんの現状や、今後も必要であるという必要性、そして、今後も

さらに継続してこの交通指導員というシステムを残していくためにはどのようにしていかな

ければならないのか、改善策があるのだろうか、今後の方向性などを伺いながら、町民の皆



－89－ 河津町議会 

様にもこの問題を認識していただきながら、共に考えていけたらなと思い質問させていただ

きたいと思います。 

  まずは、交通指導員の現状についてお尋ねをさせていただきます。 

  現在、交通指導員を務めてくださっております皆さんの各地区別の人数、それから平均年

齢、任期、任命方法、さらには年齢制限、報酬、資格、交通指導員の皆さんの町における立

ち位置、立つ場所じゃなくて立ち位置ですね、こういったものはどうなっているのかご回答

をいただきたいと思います。お願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、塩田議員の交通指導員について、特に現状についてお尋ね

だと思いますので、お答えします。 

  議員がただいまお尋ねの町の交通指導員については、現在、５名の方がおられます。特に

学校関係の、朝、登校時における街頭指導などを行っていただいております。そのほかにも

火災時の交通整理などの対応も行い、また、各種行事などにおける交通指導なども行ってい

ただいておりまして、その活動については大変感謝をしているところでございます。 

  また、先日は、町の功労表彰ということで、小鍋地区の鈴木逸男さんの長年にわたる交通

指導員などの功績をたたえまして、町として表彰させていただきました。 

  また、現状でございますけれども、指導員は議員おっしゃるように高齢化しておりまして、

ここ数年、新たな人員等について募集や告知をしてまいりましたが、なかなか見つからない

状況でありましたが、今年に入りまして、上地区の１名の方が交通指導員のサポーターとし

て、現在、週に１回程度ですが、交通指導を行っていただき感謝しているところでございま

す。 

  町としても、サポーターの制度など、研究をはじめ人材確保対策を検討しておりますが、

ボランティアとしての日々の活動も相当な負担となっているためか、確保に苦慮していると

ころでございます。今後も、確保に向けて努力していきたいと思っております。 

  お尋ねの現状について数々のご質問があるようでございますが、担当課長で分かる範囲で

答弁させていただきます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 今、塩田議員からご質問のありました交通指導員の現状というこ

とでございます。ちょっと質問の項目が多いものですから、抜けていましたら再度お願いい
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たします。 

  交通指導員の設置の目的につきましては、交通事故の絶滅を期しまして、交通指導並びに

交通安全指導の普及・高揚を図り、交通安全を保持するために設置しているというのが目的

でございます。 

  現在の交通指導員は５名の方にお願いをしております。後継者が、今、町長答弁にありま

したが、なかなか確保できない状況にありまして、今年の４月１日現在になりますが、最年

長の方が82歳、最年少の方でも69歳、平均年齢としまして75.2歳と、大変高齢化が進んでき

ているというようなことが今の実情でございます。 

  交通指導員の活動につきましては、東小学校区で１名、南小学校区で２名、西小学校区で

２名ということで分担をして、毎日、登校の朝になりますが、７時から８時頃まで小学生に

対する交通指導、活動をしていただいているということで、議員におかれましてもご承知の

ことだと思います。 

  このほかにも、年に４回行う交通安全運動期間の初日に夜間街頭広報、あるいは月１回の

月例会では通学路におけます交通危険箇所の情報の共有、町で行います事業におきましてト

ライアスロン大会あるいは元旦マラソン大会、消防団出初め式、あと下田河津駅伝大会、こ

ういうような大きなイベントのときに交通整理についてもご協力をいただいているところで

ございます。 

  議員からご質問のありました交通指導員の人数につきましては、先ほど申し上げましたよ

うに５名ということでございます。このほか、町長が答弁の中で申し上げました交通指導員

サポーターということで、交通指導員の支援をしていく立場の方として、現在、西小学校区

で１名ということです。 

  交通指導員の任期でございますが、一応２年というくくりにはなっておりますが、これに

ついては何年やっていただいてもということで、先ほどの町の表彰を受賞された方もいらっ

しゃいますように、長期に行っているということでございます。年齢制限についても特段設

けていないと。 

  資格についても、必要ないといいますか、なくても全然問題はないですよと。 

  任命については、町長から委嘱をさせていただくということでございます。 

  この交通指導員の皆さんの立ち位置でございますが、基本的にはボランティアということ

でございます。ただ、そうはいってもいろいろ経費もかかるというようなこともありますの

で、報酬としまして月額１万円ということで、年間12か月分を報酬としてお支払いさせてい
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ただいているというようなことでございます。 

  質問でほかに抜けがありましたか。よろしいですか。 

  答弁につきましては以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） 丁寧な答弁ありがとうございます。 

  当局としても、交通指導員の皆さんの必要性、そして重要性、こういったものについては

十分に認識をされておるんだろうと伺いました。平均年齢やボランティアという立ち位置、

そして報酬といっても、今ご回答いただいたように、正直言って、移動費等にかかる費用弁

償分くらいにしかなっていないような気がします。現行制度の中ではそれ以上のことはでき

ないのかなとも思っております。今後に受け継いでくださる方々が探せなくなってしまうと

いうのは、現状を見れば理解ができますし、現状も探すのに大変苦慮しているということで

すよね。 

  そこで、交通指導員の皆さんに対する当局の認識、もう少し詳しくお答えいただきたいの

と、今後の必要性についてどのように考えているのか。さらには、高齢化しております現状

を打開するために、例えばですけれども、65歳で仕事をお辞めになった方々がいかにこの交

通指導員というものに協力をしていただけるようになるか、このハードルをいかに、誰でも

できるんだよ、そして費用的な心配もないですよとかというようなこのシステムを継続して

いくための対策、今後、そういった対応というようなものを考えていることがあればご答弁

ください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいま議員からお尋ねの必要性と改善点についてでござ

います。 

  前問の中で申し上げましたが、当然、必要性は感じておりますし、改善点につきましても

検討しておりますが、それでもなかなか人員確保が難しい現状がございます。町の交通安全

対策協議会でもいろんな方からご意見いただいたりして対策を練っているわけですけれども、

私がその中で感じるのは、当然、皆さんも必要性を感じているんですけれども、やはり受け

るとなると、毎日のことだ、それも朝ということで、当然、子供たちの安全を守るという使

命はあるわけですけれども、そういう意味で大変だなという思いもあるのかなという気もし

ます。実際やっていることは大変なことをやっていただいているので、そういう受けるほう

としての大変さというのは、毎日のことなんで、結構、受ける側としても慎重になっている
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のかなと思っております。 

  そういうことで、改善策として、今年１名ございますサポーター制度、週１回でもいいの

で協力していただける方を募って、そういう方たちに、今の交通指導員制度を維持しながら

少しずつ次につなげていくというか、そういうことができればいいなと思っております。私

は、場合によっては女性でもそういう協力してくれる方がいれば、指導員として街頭で、週

１回程度で結構ですので、そういう方がいればお願いできればなと思っております。 

  また、先ほど議員がおっしゃったように、例えば会社を退職された方で、地域のボランテ

ィアとしてそういう気持ちでやってくれる方があれば、そういう方にもぜひとも協力をお願

いしたいし、これからまちづくりをやっていく意味で、こういう交通指導員を含めて、ボラ

ンティアの重要性というのは大変重要になってくると思いますので、そういうことで、ぜひ

とも住民の皆さん、町民の皆さんには、そういう行政への協力も含めてボランティア活動に

も参加していただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） ありがとうございます。大変難しい問題ですよね。本当に私もそう思

います。 

  それで、令和５年度から小学校が統合されるということで、登校手段の大幅な再編がなさ

れるかと思います。小学校の検討委員会のほう、準備委員会みたいな、そっちのほうでも話

は出ているんだとは思いますけれども、スクールバス等の話も出てくるのかなと思います。

それによって、現在の交通指導員の皆さんの人数が少なくて済む可能性もあろうかと思いま

す。それでも要所要所には必ず配置していただいて、見守っていただかなければならないと

思うわけです。 

  そこで、令和５年度からの統合後、そして、そのさらに５年後の新校舎完成後、こういっ

たことを踏まえて人選して、配置も含めて考えていかなければならないと思うわけですけれ

ども、現時点でその辺について当局サイドとして考えがあれば教えてください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 今お尋ねの小学校統合後の方向性でございます。 

  結論から言いますと、現在のところ、まだ具体的な検討はしておりません。ただ、今、教

育委員会の小学校の統合の関係の各部会では、送迎といいますか、子供たちの通学手段等の

検討もされておりますので、そういうのを加味しながら、今後、教育委員会、学校あるいは
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指導員さんたちと協議をする場を設けて決まっていくものと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） 今ご答弁いただきましたけれども、今後も、交通指導員という立場の

皆様方、そして、この制度自体を本気で守っていくということは継続して当局も考えていか

なければならないんだろうと思うわけですけれども、私は、この制度自体を抜本的にやっぱ

り見直していく必要があるのかなと、そういう時期に来ているのかなと思います。 

  先ほども言いましたけれども、任期は一応２年ということになっておりますが、現状が、

一旦、交通指導員になると、もう10年も20年もやらなければならないんじゃないかという認

識を町民の皆様は持たれているのかなと、そこにやっぱり弊害が生じているのかなと、そう

いうことも考えられます。であるならば、例えば町内で統合後は３か所だけにしますよとか

ということになったときに、じゃ、65歳から75歳までの間の年齢層の男性の方に例えば６人

委嘱をして、要は、毎月毎月当番制にするですとか、今の報酬よりもしっかりと報酬を与え

るということですとか、ボランティアという立ち位置ですと、費用弁償以上のものは払えな

いなということも出てくるんであるならば、報酬の面もいま一度考え直すときに来ているの

かなというふうに思います。準職員という、特別公務員というか、何かそういったような肩

書が取れればしっかり報酬も与えることができるのかなと考えました。 

  子供たちは、いずれにしましても、河津にとっても日本にとっても、今後、少子高齢化で

子供たちがどんどん少なくなっていくことを踏まえると、日本の宝物でございます。安心安

全を提供するのはやはり行政の仕事だと私は思いますので、難しい問題ですけれども、町長

いつも言っております「オール河津」で知恵を出し合いながら、町民みんなで一緒に考えて

いけたらいいなと思っておりますので、今後も一生懸命検討していただきたいと思います。 

  それでは、１問目は終了させていただきまして、続きまして、介護認定についての質問に

移らせていただきます。 

  この後の４問については、介護についての質問なんですけれども、ボリュームがある関係

上、４問に分けさせていただきました。河津町も少子高齢化社会が進み、一番人口構成が多

い団塊の世代と呼ばれる方々が、そろそろ、介護について非常に敏感に捉えていかなければ

ならないときが近づいております。大変不安に思われている方も多いと思いますので、多少

でもそれらの不安を、制度やシステムをより知ることによって払拭することができればいい

なと思いまして、今回質問させていただきたいと思います。 
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  それでは、介護認定について質問します。 

  介護制度が確立される前、それぞれの家庭で要介護、介護が必要となった方が出た場合は、

度合いにもよるんですけれども、家族の中の誰かが必ず時間を割いて面倒を見るということ

が普通でした。しかし、現在では、平成９年に介護保険法が制定されまして、介護環境は劇

的に向上したと私は思っております。 

  この介護保険法の冒頭第１条には、「目的」としまして、「この法律は、加齢に伴って生

ずる心身の変化に起因する疾病等により要介護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、

機能訓練並びに看護及び療養上の管理その他の医療を要する者等について、これらの者が尊

厳を保持し、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、必要な保健

医療サービス及び福祉サービスに係る給付を行うため、国民の共同連帯の理念に基づき介護

保険制度を設け、その行う保険給付等に関して必要な事項を定め、もって国民の保健医療の

向上及び福祉の推進を図ることを目的とする。」と書かれております。 

  この中で、今ざっと読んだんですけれども、重要なことと言えば、要は、介護を要する者

の尊厳を守るために、国民の共同連帯の理念に基づき制度化されている法律であるというこ

とが目的として書かれております。ですから、年齢や、ましてや裕福さ、そしてこれまでの

人生過程、そういったものに関係なく、介護を要しますよと認定された人については全てに

おいて当てはまるということだと思います。 

  では、この介護認定はどのようにして認定されるのかについて質問いたします。 

  まず１点目として、介護認定の設定要件、これに基準があれば教えてください。 

  続いて、認定により受けられるサービスはどのようなものがあるかお尋ねいたします。 

  続きまして、自己負担割合のルールについてはどうなっているのか教えてください。 

  現在、河津町に認定を受けている人数はどの程度いるのかお伺いいたします。 

  そして、認定審査を受けるためにはどのようにすればいいのか答弁をお願いいたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの塩田議員から介護認定について詳細な質問内容ですので、

項目に沿って担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、介護認定の設定要件ということでまず説明をさせ

ていただきたいと思います。 

  介護認定につきましては、基礎項目74項目ある身体機能、認知機能を本人、家族等から聞
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き取ります認定調査と、かかりつけの医師が作成しました主治医意見書を医師などの委員が

介護認定審査会で審査をいたします。その結果を基に、介護サービスが受けられる要介護状

態、介護より状態が軽く予防介護サービスを受けられる要支援、要介護・要支援どちらにも

該当しない非該当に設定されることとなります。 

  続きまして、認定により受けられるサービスはというような問いでございますけれども、

要介護認定された場合に受けられるサービスは、大きく分けて居宅サービスと施設サービス

の２種類のサービスがございます。 

  まず、居宅サービスにつきましては、訪問介護や訪問入浴介護、通所介護、短期施設入所

生活介護、福祉用具の貸与、住宅改修等のサービスが受けられます。 

  次に、施設サービスにつきましては、介護老人福祉施設や介護老人保健施設、介護療養型

医療施設、介護医療院等へ入所いたしまして、24時間、様々なサービスを受けることができ

ることとなります。 

  また、要支援認定された方につきましては、介護予防サービスとしまして、介護サービス

とほぼ同等のサービスを受けることができます。 

  続きまして、自己負担割合のルールはというような問いでございますが、介護サービスを

利用するときは、介護保険負担割合証に記載されております利用者負担割合に応じて、サー

ビス費用のうち１割から３割までのいずれかが利用者の負担となります。 

  ３割負担の方は、65歳以上の方で、本人の前年の合計所得金額が220万円以上の方、また

は前年の合計所得金額と前年の年金収入の合計が、同一世帯の65歳以上の人数が１人の場合

は340万円以上、２人以上の場合は合計で463万円以上の方となります。 

  続いて、２割負担の方でありますが、65歳以上の方で、本人の前年の合計所得金額が160

万円以上の方、または前年の合計所得金額と前年の年金収入の金額が、同一世帯の65歳以上

の人数が１人の場合は280万円以上、２人以上の場合は合計で346万円以上の方となります。 

  以上の方以外の方が１割の負担となっております。 

  続きまして、認定を受けている人数はというような問いでございますが、令和２年４月１

日現在でございますけれども、要支援、要介護合わせて531人でございます。 

  続きまして、認定審査を受けるにはどうすればいいのかというような問いでございますが、

先ほど述べたとおり、認定審査には、身体機能、認知機能を本人、家族等から聞き取る認定

調査と主治医からの意見書により認定審査会で審査をいたします。まずは、本人やご家族等

から町の健康福祉課や地域包括支援センター、主治医の先生にご相談いただきまして、町へ
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介護認定を受けるための申請を行っていただくこととなります。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） 丁寧な答弁ありがとうございます。 

  認定を受けている人は531人だということで、7,000人ぐらいしかいない河津町において、

531人というとかなりの割合だなというふうに感じます。 

  そんな中で、町民の皆さんからよく聞かれるのが、団塊の世代の皆さんが先ほども言いま

したとおり介護の必要になる時期、実は団塊の世代の皆様が河津町内においての人口構成割

合が一番多いわけですね。なので、その人たちが要介護状態になるということは要介護者の

数が増えるんじゃないかと。去年の９月にも聞いたんですが、町民の皆さんの認識としては、

ピークはまだこれからなんじゃないかというお話を聞くことが多いですが、当局としては、

私、以前にもちょっと委員会のほうで質問したところ、ピークは過ぎたんだよということな

んですけれども、今後15年くらいの要介護人口の動向予測というのが分かっていれば教えて

いただきたいなと思います。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 今後15年ぐらいの要介護人口の動向予測はというような問い

だと思いますけれども、まず、人口の推移についてお答えしたいと思います。 

  まず、2010年は、総人口が8,186人で、老年人口、65歳以上の人口が2,694人でございまし

た。2015年は、総人口7,688人に対しまして老年人口が2,923人で、老年人口が増えてきてお

りました。それで2017年ですね、総人口7,339人に対しまして老年人口3,025人をピークにい

たしまして、ただいま減少をしてきております。2020年は、総人口7,090人に対しまして老

年人口が2,980人でございます。高齢化率は上昇をしておりますが、全体の人口が減少して

いるため、老年人口も減少をしてきてございます。 

  先ほども申しましたとおり、2020年の要介護認定者は531人ということで、老年人口に対

する割合は約17.8％でございます。 

  平成27年度に策定されました河津町まち・ひと・しごと創生総合戦略において、河津町の

人口ビジョンというものが示されております。いわゆる団塊の世代が後期高齢者の年齢に達

する2025年は、総人口6,689人、老年人口2,777人と想定をされております。また、2030年に

は総人口6,381人、老年人口2,644人、2035年は、総人口6,072人に対しまして老年人口が

2,512人と推計をされているところでございます。 
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  認定率の増加を見込みまして、約19％の要介護認定者の率というようなことで計算をいた

しますと、団塊世代が後期高齢者年齢に達する2025年につきましては約528人、2030年につ

きましては約502人、2035年につきましては477人ということで、動向の予測というようなも

のがされているところでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） こうやって数字を実際に挙げていただくと、ああ、なるほどなと思っ

たわけです。ただ、一般の町民の皆さんは、いや、そんなことないんじゃないかとおっしゃ

る方がいらっしゃいます。というのは、医療の進歩もあって寿命も延びているじゃないかと、

そういうことも踏まえた上で、あくまでもこれは動向の予測の範囲を出ないわけですけれど

も、ただ、そんなにぶれることなくいくだろうということは理解できましたので、今ぐらい

の介護の規模を確保できていればそんなに心配することはないのかなということは、聞かせ

ていただいて安心をさせていただきました。 

  それで、先ほどちょっと自己負担割合のところで、要は単年度の所得に関して査定される

んだということだったんですけれども、施設等に預けたときに、いわゆる保有財産、例えば

預貯金等が反映されるのではないかということを問合せを受けたことがありますけれども、

その辺についてはどうなっているのか教えてもらっていいですか。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 個人の持っている資産によって自己負担割合が変動するとい

うことはないです。ですけれども、一部、有料老人ホームとかそういったところについては、

個人の資産を一部一時金として預かって、それでそれを利用料に振り分けていくというよう

な体制を取っているところもあります。一応、介護保険制度上は、資産があるからというこ

とで負担割合とかそういったものが変わるということはございません。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） これ、聞いておられる方々もかなり混同していらっしゃった方が多か

ろうと思いますので、今の明確な答弁でよく理解できたのではないかなと思います。 

  では、次の質問に移ります。 

  居宅介護と施設介護についてお尋ねします。 

  自宅で介護をすることを居宅介護、そして、施設に預けることを施設介護と位置づけてお

りますけれども、それぞれの違いや金銭的に負担する割合、そういったもの、そして不公平
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感がないのか、皆さんの話を聞くと、不公平感を感じていらっしゃる方の声がたくさん聞こ

えます。 

  あと、施設に関してなんですが、現在、順番待ちをしていると言われております。受給状

況などについて質問したいと思います。 

  まず１つ目ですが、施設介護を利用するためのルールと自己負担額についてご答弁くださ

い。 

  ２つ目として、居宅介護で受けられるサービスと自己負担額についてお答えください。 

  ３つ目として、居宅と施設介護で町が負担する金額でどの程度差があるのかご答弁くださ

い。 

  ４つ目として、低所得者の方や未収入で生活保護受給の方々が施設介護になった場合、費

用はどこが負担するのか、これは法的根拠についてお答え願いたい。 

  これは、アリとキリギリスの例をよく出すんですけれども、要は、生産年齢だった頃に遊

びまくっていて年金も納めていない、税金も納めていないということで、ある程度、年齢が

いったときに年金ももらえないよとかといった人でも、やっぱり町は、言葉は悪いですけれ

ども、野垂れ死にさせるわけにはいかないからしっかり保護しなきゃいけないよということ

になるんだろうと思いますけれども、どうもその辺に不公平感を感じていらっしゃる方もい

らっしゃる。ですけれども、町としてはそこはしっかり保護するんだよというところは、ど

ういった法的根拠があってしているのかということについてお答えを願います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの居宅と施設介護につきましても、前問と同じように詳細な

質問内容ですので、項目に沿って担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、順番に沿って回答させていただきたいと思います。 

  施設介護を利用するためのルールと自己負担金はというような問いだと思いますけれども、

さきに申し上げましたが、施設サービス施設につきましては、介護老人福祉施設と介護老人

保健施設、介護療養型医療施設及び介護医療院がございます。 

  まず、介護老人福祉施設ですが、原則として要介護３以上の方が利用できる施設でござい

ます。介護老人保健施設及び介護療養型医療施設、介護医療院は、要介護認定をされている

方は利用できます。 

  なお、介護老人保健施設につきましては、在宅復帰を目指して利用する施設ですので、利
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用期間が限定される場合がございます。 

  また、利用者負担はというような問いですけれども、サービス費用の１割から３割の利用

者負担分のほかに、居宅費等の利用者負担がございます。施設と利用者の間で契約により決

められておりますが、基準となる額が定められております。主なものを説明いたしますと、

１日当たり、ユニット型個室につきましては2,006円、ユニット型個室的多床室は1,668円、

従来型個室につきましては1,668円、多床室につきましては377円、食費につきましては

1,397円等でございます。 

  また、低所得者につきましては、利用負担限度額が設定をされておりまして、町へ申請す

ると限度額を超える費用につきましては介護保険から給付されるという制度もございます。 

  続きまして、居宅介護で受けられるサービス等自己負担額はというような問いでございま

す。 

  居宅介護の場合は、自宅を訪問して食事や排せつ等の介護、健康管理の入浴、リハビリ、

療養、栄養指導などを行う訪問サービス、自宅に暮らす方が、日中、施設に通い、食事や入

浴、リハビリを行う通所サービス、短期間、介護老人福祉施設などに受入れをしていただき、

食事や入浴、リハビリを行う短期入所サービス、福祉用具をレンタルや販売、自宅の手すり

や段差の解消等を行う生活環境を整えるサービスがございます。利用負担は、さきに説明し

ましたとおり、サービス費用の１割から３割の負担となります。 

  続きまして、居宅と施設介護で町が負担する金額で、どの程度、差があるのかというよう

な問いでございます。 

  利用しているサービスにもよりますので簡単にはちょっと比較ができないかなと思います

けれども、令和元年度決算で、介護給付費の中で施設介護サービス給付費につきましては、

利用者１人当たり306万5,000円でございました。居宅介護者につきましては、居宅介護サー

ビス給付費と地域密着型介護サービス給付費、介護福祉用具購入費、住宅改修費、サービス

計画給付費の合計額を利用者１人当たりの金額で計算しますと約106万5,000円となります。 

  この数字につきましては、高額介護サービス等につきましては考慮をしておりませんので、

先ほども申しましたとおり、単純にはちょっと比較できないんですけれども、その金額の差

額となりますと約140万円ほどの差額になってございます。 

  続きまして、低所得者ですね。無収入で生活保護受給者が施設介護になった場合の費用を

どこが負担するのかというのと法的根拠というような問いでございますけれども、生活保護

者の介護サービス給付費は、生活保護法に規定するサービスに必要な最小限度の額について、
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生活保護費、介護扶助費として国費で支払いが行われております。 

  根拠法令につきましては、生活保護法に規定されておりまして、第１条に、「日本国憲法

第25条に規定する理念に基き、国が生活に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に

応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生活を保障するとともに、その自立を助長するこ

とを目的とする。」とされております。その生活保護法の第11条に保護の種類として「介護

扶助」が記載をされておりまして、第15条の２に、介護扶助費の支給要件が規定されている

ところでございます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） ありがとうございます。 

  法的根拠はしっかりあるということで、不公平感というものは一切ないんだよと。不公平

感は感じてもしようがないのかな。でも、しっかり法的根拠はありますよということはよく

理解できました。 

  質問項目に書いてあった一番最後のベッド数が今後足りるかというのは、ちょっと削除し

てください。 

  次の質問に移らせてください。 

  介護現場の職員について質問させてもらいます。 

  私自身が父親を介護しております関係上、介護という職業をなさってくださっている方が

いかに大変な職種であるかというのは、大変大きく認識しているところでございます。今風

で言えば、言葉がいいのかちょっとあれなんですけれども、ちょっとブラックな職場と言わ

ざるを得ないのかなと思われるところもあるぐらいの大変な職場でございます。 

  今後の経済状況などにも左右されるとは思うんですけれども、職員の確保ということが今

後大きな課題になると思われます。それぞれの施設は、社会福祉法人ということで、一応は

民間企業ということになりますけれども、行政には監督責任があると思われますので、介護

職員の関係についてちょっと質問させてもらいます。 

  まず１つ目として、介護施設や社会福祉協議会の職員数、こういったものは現在足りてい

るのかどうか。お答えを願います。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 介護施設や社会福祉協議会の職員数は足りているのかという

ような質問でございます。 
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  介護施設の職員の高齢化や若年層の就業率の低下により人員不足であるというようなこと

は、各施設、法人から聞いてございます。 

  国も、介護報酬増額によります介護職員の処遇改善や、資格取得、就業資金の貸付制度、

介護ロボット、ＩＣＴの活用推進、またキャリアアップの研修費の軽減、介護職の魅力向上

ＰＲ、外国人材の受入れ環境整備等々、様々な施策を講じて行っているわけですけれども、

なかなか難しいというようなことで、施設の人材確保につきましては、国・県、町も併せて

一応努力をしているところでございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） やはり現状は足りていない状況ですけれども、一生懸命増やすために、

または有資格離職されている方々に復職してもらうために様々な手だてが、国・県はじめ、

そういったところでもすべを講じているということで理解しました。 

  ちょっと心配しているのは、先ほど経済状況によって変わるよみたいな言い方をしたんで

すけれども、これ、単純に考えると、やはりかなりハードな職場であるということで、今後、

経済状況によっては他の職業が非常に給与が上がるということで、例えばコンビニエンスス

トア、今900円から1,000円ぐらいの労働賃金、時給に換算すると大体そんなものなんですけ

れども、これが時代の流れ、経済の流れによって1,500円にぽんと跳ね上がったときに、介

護現場で働くよりそっちで働いたほうがいいなみたいな感じで、職場の人的移動がばんとな

ったりすることも想像できないわけではない。介護資格とか介護の経験をしたことがあるよ

という人たちは非常に大事な方々になっておりますので、こういった方々に復職またはいか

にとどまっていただくかということに関して何か手だてを考えていることが、町独自にでき

れば考えていることがあればお聞かせください。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 介護資格を持っている方、経験者の復職の指南とか、そうい

った職員がとどまっていただくような方策はというような話だったと思いますけれども、先

ほども申しましたとおり、国とも協力しながら介護報酬の増額によります介護職員の処遇改

善とか、介護ロボットとかＩＣＴの活用をして事務量を減らすとか、そういったもので介護

職に従事してもらうような環境を整備していくとか、そういった手だてを行っていることは

伺ってございます。 

  また、復職の関係につきましては、県の社会福祉人材センターというところがありまして、

そちらのほうのチラシをカウンターに設置して周知を行っているところでございます。県の
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社会福祉協議会によります再就職準備資金の貸付制度等もありまして、ある一定条件を満た

しますと、その資金のほうも返済免除になるというような制度もございますので、そういっ

たところを町としても広報しながら、介護人材の確保に尽力していきたいというふうに思っ

ております。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） 職員さんにとどまってもらう、復職してもらう、これは非常に今後大

きな問題になってくるんではないかなと思いますので、大変難しい問題ですけれども、頑張

って対応していってもらいたいと思います。 

  それでは、最後の質問、これは、介護について町長の考え方を聞かせていただきたいと思

います。 

  今後の介護環境や財政的な面も含めまして様々な問題が出てくることが予想されます。介

護を含めた福祉関連予算も、河津町自身が経済的に困窮するというようなことになってしま

うと、満足できる福祉施策を行うことも難しくなることは想像できます。介護の中で、施設

介護でかかる費用が居宅介護に比べ、先ほどご答弁いただきましたとおり３倍近くもかかっ

てしまっている現状となれば、当局としては当然、居宅介護の推進を図るのは理解できるわ

けであります。 

  ただ、現実の問題として、それぞれの家庭の中で要介護者がいる場合、例えば認定２です

とか認定３、それ以上の方がおられる家庭で、介護をする側の子供やお子さん、お孫さん、

こういった方々の誰かが離職をして介護に専念しなければならない、そのような状況が出る

ことも予想されてしまいます。要は、生産人口の一部を介護人口のほうに持っていかなけれ

ばならないということで、結果として世帯収入の減少や、それに伴いまして、極端な話かも

しれないんですけれども、河津町の税収減ということにまでつながってしまうことも、ちょ

っと大げさな話に聞こえるかもしれませんけれども、そういったことまで想定されてしまう

と。 

  さらに心配されるのが、団塊世代の皆さんが要介護世代になったときに、居宅介護を幾ら

行政サイドが推進したとしましても、介護する側の家族が実際に河津町に住んでいないとい

う家庭が実は多いのではないかなと思います。居宅介護できない環境の世帯が多くて施設介

護にせざるを得ない家族というのが増えるんではないのかなと想像されます。これはあくま

でも想像ということにしておきますが、ですから町長の考え方としてお伺いしたいわけです。 

  マイナス要因を挙げると切りなく山ほど出てくるわけですけれども、それだけ今後の課題
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がこの介護という問題については山積しておるということでありますが、今後の介護施策、

どのように組み立てていくおつもりがあるのか、最後に町長の考え方をお聞かせください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、塩田議員の介護に関する町長の考え方ということでござい

ます。 

  現状は、ご存じのように河津町については少子高齢化という中で、特に高齢化については

65歳以上の方が40％ということで大変大きな率を占めております。そういう中で、介護だけ

ではなくて医療に関しても、要望ですとかそういう問題も現実的にはあるかと思います。特

に介護につきましては、先ほど塩田議員もお尋ねになっておりますけれども、これから介護

を受ける人が少なくなるにしても、支える人たちが少ないということも現実的にはあるもの

ですから、その支える人たちの問題も出てくるかと思います。そういう意味で、介護、医療、

大変重要な問題だと私も考えております。 

  そういう中で、今介護の問題につきましては、今年度、今後３年間の高齢者の保健福祉計

画と介護保健事業計画を策定しておりまして、来年度から新たな３年間が始まります。そう

いう中で、高齢者を取り巻く状況ですとか前計画の実施状況の課題、アンケート調査などを

行いまして、新たな計画の施策を盛り込み作成することになっております。 

  来年度からは、その策定された計画に従って事業推進が図られますので、現段階ではまだ

策定されておりませんが、年度内に完成する予定でございますので、来年度以降、町ではそ

の計画に沿って順次進めていきたいなと思っております。 

  それから、塩田議員がご心配されております介護による離職原因で税収面での影響が出る

のではないかというお尋ねです。 

  実際、そのような人が何人ぐらいるか私も不確定で検討資料もありませんが、大変難しい

お答えだと思っております。ただ、介護の休暇制度ですとか、あるいは家庭介護ではなくて、

確かに費用面もありますけれども施設介護の道もあると思いますし、また、国や県の補助制

度もあるかと思います。町では、昨年からケースワーカー的な社会福祉士も採用してござい

ますので、ぜひとも離職する前に相談をしてもらって、場合によっては離職しなくてもよい

方法が見つかる場合もあるかと思いますので、ぜひとも町のそういう制度あるいは職員を利

用してもらうのが一番かなと思っております。 

  特に、先ほども言いましたけれども、財政的な面で今後、町のほうでも多くの費用が増大

して、場合によっては個人負担も増大することもあるかもしれません。そういう面でも、今
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後、国や県の制度、あるいは町として医療と介護の連携、あるいは健康、介護予防に力を入

れていきまして、制度を運営する上で大きな課題と考えて今後も取り組んでいきたいなと、

こういうふうに私は思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田議員。 

○６番（塩田正治君） 事業計画をしっかり作成してということで、我々議会のほうにもその

計画はお見せいただけるものと思いますので、ぜひ楽しみにしたいと思います。 

  まさに町長の世代の方々がこれからは介護の中に仲間入りしていくということで、当事者

ということも考えると、身にしみて計画を立てていただきたいなと思います。当然、河津町

の中には町長と同世代の方たくさんいらっしゃいますので、非常に心配なさっている方々が

おられると思いますので、そこについてしっかり考えて進めていってください。 

  それでは、私の今回の質問は終わらせていただきます。どうもご清聴ありがとうございま

した。 

○議長（上村和正君） ６番、塩田正治議員の一般質問は終わりました。 

  11時10分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時５９分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◇ 遠 藤 嘉 規 君 

○議長（上村和正君） それでは、４番、遠藤嘉規議員の一般質問を許します。 

  ４番、遠藤議員。 

〔４番 遠藤嘉規君登壇〕 

○４番（遠藤嘉規君） ４番、遠藤嘉規です。 

  令和２年第４回定例会開催に当たりまして、一般質問を通告しましたところ、議長より許
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可をいただきましたので、一問一答方式で質問をいたします。 

  私の質問は次のとおりです。１件目、伊豆縦貫自動車道天城峠区間早期開通に向けた町の

取組について、２件目、先進技術の導入について、３件目は、災害ボランティアと災害ボラ

ンティア本部設置のタイミングについて、以上３件でございます。町長及び教育長、関係課

長の答弁を求めます。 

  それでは、１件目の質問に入らせていただきます。 

  伊豆縦貫自動車道天城峠区間早期開通に向けた町の取組ということで質問をいたします。 

  伊豆縦貫自動車道は、沼津市と下田市を結ぶ、計画延長60キロメートルの高規格道路であ

ります。現在は、天城北道路が開通いたしまして沼津から月ケ瀬の辺りまで進んでおり、天

城峠区間の約20キロ前後を挟みまして、南側、河津・下田道路の２期工事区間の建設が河津

町内で進んでおります。 

  この道路が完成しますと、河津町に限らず、伊豆南部の地域は大きく変わると私は考えて

おります。伊豆市や伊豆の国市、三島市、沼津市など伊豆の北部と言われるようなエリアに

関しては、通勤圏内になってくる。県の調査によりますと、下田市と函南町までの所要時間

が、今現在70分程度かかると言われておりますが、これが45分になるという調査がございま

す。 

  通勤圏内になりますと、働くところがあって、自然も豊かで温泉もあるというような河津

町は、昨今のコロナの影響で都市部から地方への移転が注目される中におきまして、自然豊

かな場所、河津町に家を構えて家族と暮らしながら仕事ができるそういった環境になってく

るんではないでしょうか。就職のために子供たちが伊豆を出ていく、河津を出ていくという

必要もなくなります。 

  県の調査によりますと、「道路ネットワークの形成効果」という調査の中に車籍地調査と

いうものがございます。その中で、函南町、下田市、こちらに入ってくる車がどこの地域か

ら入ってくるかというようなものを調べた調査結果がございます。函南町、伊豆の国市で調

べたところ、調査車両の約４割が関東方面から来ている。これが縦貫道ができたことによっ

てかなり増えてきている車だという中で、下田市で調査をした結果、伊豆の中部、北部では

４割あった関東の車が２割以下に落ち込んでいるというのが調査結果で出ております。観光

の面から考えても、伊豆市では４割もある関東地方の車が、下田市では２割を切ってしまう

という現状がございます。 

  この道路の早期全線開通というのは、伊豆南部地域の１市５町、こちらの産業や経済、観
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光、また救急救命活動、そして災害発生時などの平時・有事を問わず、多種多様な面から見

てもとても重要な道だということが分かります。特に国道414号の天城峠区間、こちらは事

故も多く、雨や雪などが降れば、毎年、何度か通行止めになることもございます。伊豆の南

北を遮る最大の難所と言ってもいい場所であり、伊豆縦貫道全線の中でも特に早期開通が期

待される道となっております。 

  現状の進捗と、早期開通に向けた取組として町はどのような努力をされているのかお伺い

いたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、遠藤議員の質問、伊豆縦貫自動車道天城峠区間早期開通に

向けた町の取組、その中で現在の進捗状況と早期開通に向けた取組ということでお尋ねです

ので、お答えします。 

  先ほど来、議員がおっしゃっているように、この道路は、私どもの地区あるいは伊豆南部

地域にとってもいろいろな効果の期待される希望の道路だと思っておりますので、そういう

意味で私もいろいろ取組を行っております。 

  現在の進捗状況でありますが、全体の進捗状況のうちで特に河津町に係る部分が多くあり

ますので、河津町を中心とした進捗状況についてお答えしたいと思います。大きくは２つご

ざいまして、河津町に関するものは、１つは工事関係、２つ目は今後予定されている天城区

間の計画の進捗状況の関係でございます。そういうことでお答えします。 

  １つ目の工事の部分につきましては、現在行われている河津・下田間12.5キロのうち、２

期区間6.8キロの工事が順調に進んでおります。これは主に河津町内から箕作までの区間を

いいますけれども、それが6.8キロという関係で、工事は順調に進んでおります。 

  また、今年度には、この区間に昨年度の1.6倍の96億円という当初予算を組んでいただき

ました。特に町内では工事が目に見えて進んでおりまして、町民から期待の声や将来への夢

が膨らんでいると、そんな声も聞きます。 

  仮称ですが、逆川トンネル工事も、全長が約1.8キロのうち約1.4キロの掘削がもう既に終

わりまして、現在は、反対側からの小鍋地区より、残りの400メーターの工事が進んでおり

ます。また、仮称でございますが、河津、逆川両インターチェンジ付近でも工事が進んでお

りまして、昨年度に増して、予算の確保について、私も、関係団体あるいは関係市町ととも

に国への要望活動を行っている、そういう活動を行っております。 

  また、町としましては、伊豆縦貫自動車道工事発生土の受入れについても取組を行ってお
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ります。その発生土の受入れによって、活用を図ることを目的にしまして、国や関係市町と

の連絡調整会議などにおいて場所選定に努めております。河津町としては、将来的な防災公

園用地として旧花泉園跡地を候補地として購入の検討をしており、予定では３万1,000平米

の土地に14万立米の発生土を受け入れる計画でありまして、その後に防災公園計画を予定し

ております。 

  次に、２つ目の計画実施段階に移行されておりません天城峠区間約10キロでございますが、

現在は、環境アセスメントの手続が行われております。町でも、都市計画決定期間と位置づ

けまして、伊豆縦貫自動車道路を推進するために、広域連携会議の協力を得まして、地籍調

査事業による地籍の確定事業を進めております。できるだけ早い時期に実施段階に進めるよ

う、町としても全力で協力をし進めております。 

  なお、進捗状況その他につきましては担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） それでは、伊豆縦貫自動車道天城峠区間の進捗状況について説明

をさせていただきます。 

  まず、中で地籍調査事業についてなんですけれども、現在、大鍋のⅠ梨本という地区で

0.11平方キロ、大鍋Ⅱという地区で0.70平方キロを実施しており、今年度末に終了の予定と

なっております。 

  環境アセスメントにつきましては、町長の答弁の中でもありましたけれども、現在実施中

となっております。 

  都市計画の決定についてなんですけれども、変更内容の検討を行っている状況となってお

ります。都市計画決定につきましては、ルート決定が前提となっているため、国・県と連携

しながら進めております。そちらの都市計画の決定等の手続が終了した後に、新規事業採択

時評価という手続がまた次に控えております。そちらを得まして、新規事業採択というよう

な形で進んでいく予定となっております。 

  進捗状況につきましては以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 説明をいただきました。 

  工事のほうは着々と進んでいて、昨年に比べて1.6倍の予算がついているというようなと

ころで、現在、逆川トンネルも400メートルを残すところと。工事全体、天城峠区間の進捗

というところで考えますと、現在、環境アセスをやっていて地籍調査が始まっていて、今年
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度内に完了する、これが完了すると都市計画決定を行って次のステップに進んでいくという

ようなことで説明をいただきました。 

  県内全体を見てみますと、この伊豆縦貫自動車道のライバルと言える高規格道路がござい

ます。三遠南信道路という道路がございます。これが、東名高速道路の三ケ日ジャンクショ

ンから新東名高速道路の浜松いなさジャンクションを通って、鳳来峡インター、そして中央

自動車道の飯田市をつなぐといった道路になります。 

  もう一つが、中部横断自動車道、こちらは、東名高速道路の清水ジャンクションから新東

名高速道路の新清水ジャンクション、そして、身延町を経まして中央自動車道の双葉ジャン

クションに接続すると。 

  それで、費用対効果というようなところで考えますと、この三遠南信道路も中部横断自動

車道も沿岸部と内陸部の大きな町を結ぶ道路というふうになりますので、経済効果で考える

と、なかなか伊豆縦貫道のライバルとしてかなうものではないような気もしてしまうのです

けれども、この各道路が通る自治体の住民への啓発活動というものを調べてみました。河津

町でも、やり方が啓発活動に関してはあるように思うのですけれども、現状では、あまり積

極的な伊豆縦貫自動車道の啓発活動というものを行っているようには感じません。 

  例えば三遠南信自動車道の沿線の自治体の取組で調べてみますと、役所のホームページの

中に三遠南信道路のページというものが作られておりまして、その道路の役割ですとか、開

通時にどういったメリットがあるのか、そういった取組が詳細に書かれております。 

  中部横断自動車道に関しましては、例えば静岡市なんかの取組を見ますと、ホームページ

の作成はもちろんなんですけれども、映像で分かるようにユーチューブを使って、中部横断

道路はどういう道路だ、どういうメリットがあるんだというのをとても分かりやすくＰＲを

行っております。 

  また、啓発活動というところで考えますと、この道路に関連する自治体、そういったとこ

ろを回って、産業祭りですとか防災イベント、フリーマーケット、官民のあらゆる場面を活

用して年間10回以上の啓発活動、周知活動を行って、その道路の重要性、その道路の生活に

与えるメリットなどを訴えております。また、詳細な説明をするために講演会活動なんとい

うものも行っております。 

  河津町内で聞いてみますと、工事を行っているというのは目で見て分かっていると、しか

し、河津インターがどのようになるのか、逆川インターがどのようになるのか、その先、道

路はどこを通っていくのか、こういった部分を含めまして、縦貫道のことを知らないという
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方がかなり多いのかなと。もしそれをインターネットで検索すると、下田市のホームページ

であったり土木事務所のホームページであったり、そういったところのホームページしかつ

ながってこないというような現状があると思います。 

  河津町に住む我々の未来にも大きな影響がある道だからこそ、河津町でも、町民に向けて

の啓発活動と早期完成を求める町全体としての雰囲気づくりが必要ではないかと思いますが、

回答を求めます。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいまの質問は町民への啓発活動とか雰囲気づくりとい

うことでございます。お答えします。 

  今の遠藤議員のご質問の中で、啓発活動を２つに分ける必要があるのかなと思っておりま

す。一つは全体としての啓発活動、もう一つは町民に向けての啓発活動、そういうことが大

事じゃないのかなと思っております。 

  全体の中での啓発活動につきましては、期成同盟会とかそういうところで一緒になってや

るべきことではあるのかなと思っております。 

  もう一つは、私が先ほど遠藤議員の質問で思ったことは、今年の秋に、賀茂地区の首長さ

んたちと一緒に、町の首長さんですけれども、中部横断道路の視察といいますか、視察研修

で山梨、長野方面へ行ってまいりました。その中で、中部横断道路は来年の夏完成すると言

われているわけですけれども、１年延びて、そういうことで、賀茂郡の町長さんたちの考え

方は、その中部横断道路でお客さんが向こうに行くんではなくて、逆に山梨、長野からお客

を呼ぶような、そういう形で伊豆縦貫道を含めて考えていくことが必要じゃないかというこ

とで、関東地方整備局の甲府事務所まで行って実際の話をいろいろ聞いてきました。今後の

状況ですとか。 

  そういう中で、関係市町と連携を取って相当やられているということで、あとは、完成が

間近なものですからそういうこともあるのかもしれませんけれども、清水から双葉のサービ

スエリアの近くまでこの地区から行けるものですから、相当、利用することによって近くな

ると思います。 

  もう一つは、伊豆にとって有利なのは、今御殿場小山のバイパスも計画しておりますので、

その２つのルートを使って、今後、関東だけではなくて長野とか山梨とか、そういうところ

を誘客としても使うこと、さらに、伊豆縦貫道をつなぐことによってさらに伊豆半島が活性

化していくんじゃないかということで、取られるんじゃなくて逆にこっちに呼ぶようなこと
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を想定して、これから山梨、長野方面をそういうエリアとして捉える必要があるんじゃない

のかなと。 

  これについては知事も相当力を入れておりますので、県の施策とも一致してくるというこ

とで、実際、私どもが山梨の国道事務所に行きますと、山梨県のほうは静岡県を大いに利用

しようとかかかっているといいますか、話を聞きますと、例えば富士山静岡空港ですとか清

水港だとか、そういうルートを使った中で自分たちを呼び込もうとしているという、そんな

動きもありますので、私どもとしては賀茂郡一緒になって、縦貫道も含めて、今後はそうい

う縦のルートも少し研究した中で取り組んでいくことが大事じゃないのかなということで、

これについては私は、美しい伊豆創造センター、美伊豆のほうにも提案をして今進めている、

そんな状況でありますので、伊豆縦貫道に関連がありますので一言述べさせていただきまし

た。 

  次に、町民への啓発活動についてお答えしたいと思います。 

  本年度は、コロナの関係で町内の説明会も、国道事務所というか、現場の事務所をちょっ

と開けていない事情があります。しかし、これまでは、逆川トンネル工事に関しましても、

町内の小学生ですとか一般の方々を対象に見学会を開いたり、町でも状況等について広報す

るように努めております。ただ、皆さんの関心がありますルートなどについては、国の正式

な機関の決定を待たないとなかなか発表はできないという、そんな難しさもあります。 

  今後も、議員お尋ねのとおり、町民の協力がないと実現できない事業がありますので、啓

蒙活動と早期完成に向けて雰囲気づくりに努めていきたいと思っております。 

  先日、こういう回覧が回ったと思うんですけれども、各世帯配布で、これ実は該当の地区

だけに当初は、国のほうで現場関係の事務所とか全部、工事の内容が入っております。こう

いうものを、当初は該当地区だけだったんですけれども、全町民に配れということで担当課

に指示をしまして、伊豆縦貫の説明会を開けないものですから、こういうものを回覧で周知

してもらうということでございます。 

  そういう中で、経済への波及効果もありまして、町内にはこの工事関係の事務所が今８つ

ございます。そういうことで経済的な効果も相当あると思いますので、そういうことで、今

後も伊豆縦貫道の早期実現に向けてＰＲも含めて対応していきたいなと、そんなふうに思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 
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○４番（遠藤嘉規君） 町長の説明にありましたが、今年、コロナの影響もありまして、なか

なか町民に向けての説明会というのができない状況にあるというのはもう重々承知しており

ます。 

  一般の方向け、また小学生向けに現場の見学会を行ったり、該当地域のみの説明ではなく

て、回覧で資料を配布したりというようなことで啓蒙活動の取組を行っているということは

少し分かるんですけれども、できればホームページ、確かに、回覧で書面で渡すということ

で全てが町民の手に、各世帯に渡るんですけれども、仕事に行っているお父さんだったりお

母さんだったりというと、そういうところに目を通すよりは、ちょっと気になったときに町

のホームページで見られるというふうになると、自分の自由な時間に気になったことを調べ

るというのは便利かなというふうに思いますので、そちらの取組もちょっと検討していただ

けたら、より一層、啓蒙・啓発につながるのかなというふうに思います。 

  それで、伊豆縦貫自動車道の早期完成というところで考えますと、先ほど町長のお話にあ

ったようにかなり大きなお金がかかります。今年度は96億円、河津町の第２工区の中では予

算がつけられているというようなお話でしたけれども、県や国の道路関係予算というのには

やっぱり限りがある中で、自動車関連の予算というのは、平成７年をピークに年々削られて

いった中で、現状ではピークの３割程度の予算しかないということを伺いました。 

  今年の令和２年度の県の道路関連予算というものを調べましたら、約490億円ございます。

そのうち、維持管理ですとか防災対策、また長寿命化、こういったものに全体の４割が使わ

れているようです。国道ですとか県道の改築とか整備、こういったものに３割程度の163億

円が使われております。この３割程度のお金の中から伊豆縦貫道の整備の予算が出てくると

いうことのようです。 

  当然、ほかの道路建設の予算というのもございますから、この３割の予算の取り合いが起

きるものと考えるんですけれども、この中で、予算配分をしていくという部分に当たって判

断基準というものを考えていきますと、もちろん費用対効果ですとかストック効果といった

ものはすごく重要になるんですけれども、それと併せて、早期完成を求める地域住民の声と

いうものがものすごく大きく影響するものだと考えます。 

  どうせ予算をつけて造るんであれば、その地域から一日も早く欲しいという声が大きいと

ころに、同じような道路であれば予算がつきやすいのかなと、それがまさに要望活動だとい

うふうに考えております。町長ですとか議長が勝俣代議士や岩井衆議院議員と一緒に東京や

名古屋、国土交通省や財務省などに頻繁に要望活動に行っているということは存じておりま
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す。河津町議会でも、東京の国土交通省や財務省に要望に行ったこともございます。また、

賀茂郡全体で見ますと、賀茂郡１市５町の有志の議員で要望活動に行ったりというようなこ

とも毎年行っております。 

  今以上に縦貫道の建設を加速するというようなところを考えますと、民間も巻き込んでの

要望活動を行っていく必要があるのではないかと思います。先ほど町長の説明にもありまし

た期成同盟会なんかに関しては、市町を超えて、民間も巻き込んでというような取組かなと

いうふうに思うんですけれども、もう少し、一般の町民も上手に参加できるような、そうい

った官民連携した要望活動であったり、周辺の市町と連携をした要望活動であったりと、こ

ういったものも必要ではないのかなというふうに思うんですけれども、回答を求めます。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、官民と連携した要望活動の必要性、まさしく遠藤議員がお

っしゃるとおりだと思っております。要望活動というのは大変大事だなと思いますし、町民

の声をやはり中央に届けるということも大変大事だと思っております。 

  その中でどんな方法があるのかということでございますけれども、当然、期成同盟会等も

ありまして、いろんな要望活動を行っているわけですけれども、その中に、年に１回ですけ

れども、東京辺りで伊豆縦貫道のそういう大会も開いてございます。それが中央でだけでい

いのかということも私もちょっと思って、できれば地元でそういうものを期成同盟会として

もやってもいいのかなという、そんな思いもありますので、その辺も含めて今後検討してい

きたいなと思っております。 

  それから、来年度の予算要求についても要望活動を行っておりますけれども、大変厳しい

という状況も聞いております。特にコロナの関係の予算配分もありますし、一方では、先ほ

ど言ったように、国土強靭化ということで長寿命化ですとか延命化ということもありますし、

また一方では、新たな道路建設という問題もあります。そういう中でどういう配分をされる

のかなということが大変心配されるわけですけれども、それでも中央に行ったり名古屋に行

ったりして要望活動を行っていると、そんな状況でございます。 

  また、来週になりますけれども、沼津国道事務所あたりも、下田市と私と伊豆市長の３人

でもう一度、事務所のほうに行っていろいろお願い事とか状況等をもう一回確認しながら、

今後のそういう活動のためのお話合いをしていきたいなと思っておりますので、そんな今予

定をしております。 

  そういう中でまた、国との連携も大事だと思いますので、出先との連携の中で、先ほど議
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員がおっしゃったような例えばホームページの共用といいますか共有といいますか、そんな

こともできればいいのかなと今思いましたけれども、沼津の国道事務所でも大分そういうＰ

Ｒということをやっているものですから、そういうものをお互いに共有できたりすると、さ

らに町民にも見てもらえる機会が増えるかなと思いますので、そんなことを含めて、さらに

連携を取ってやっていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 地域のみんながイメージできて、できたらこんなに生活が便利になる

んだというのを身近なものに感じてこそ初めて、早く造ってほしいという町民全体の声も出

てくるかと思いますので、ぜひ河津町民へ向けた啓発活動といったようなものもしっかりと

やっていただいて、ホームページに関しては、まさに町長がおっしゃったように、土木事務

所のホームページにリンクを貼ったりというようなだけでもかなり情報は取りやすくなるの

かなと思うので、積極的に取り組んでいただけたらありがたいなというふうに思います。 

  これが一年でも一日でも早くできることで大きく河津は変わってくるかと思います。河津

と天城を通って向こうをつなぐという話なので、賀茂郡の中では河津が先頭に立ってアクシ

ョンを起こしていかなきゃいけない場面に来ているのかなというふうに思いますので、ぜひ

積極的に取り組んでいただけたらありがたいと思います。 

  ２問目の質問に移らせていただきます。 

  先進技術の導入についてということで質問をいたします。 

  首相が菅首相に代わりまして、デジタル庁という省庁を来年度中に新設するということで

動きが加速しておるようです。また、河津町内でも進んでいるんですけれども、教育現場に

おいては、ＧＩＧＡスクール構想ということで１人１台のパソコンが活用されると。周辺市

町を見てみますと、松崎町や下田市では無人運転の実証試験が、今現在、下田市でも行われ

ております。数日前の伊豆新聞見ますと、伊豆高原でもやはり無人運転の実証試験が行われ

るというようなことが話題になっておりました。 

  松崎と下田に関しましては、この無人運転の実証試験取組のためのインフラ整備の一環と

いうことで、第５世代通信技術と呼ばれる５Ｇ、こちらを周辺市町に先駆けて実装するとい

うようなお話も聞いたことがございます。数年前に私が、政府の提唱しているSociety5.0と

いうものの実現に向けた町の取組についてということで質問をしたときには、Society5.0な

んて、そんな訳の分からんというような微妙な雰囲気があったような気がするんですけれど



－114－ 河津町議会 

も、世の中全体を見てみますと、この数年間で５Ｇという第５世代通信技術が実装されて、

ＡＩ、人工知能といったものもどんどん身近になってきている。一番身近なところで言いま

すと、スマートフォンとかにもそういう技術がどんどん取り込まれていくと。地方でも、や

はりこういった先進技術の導入というものが急速に進んでいる、取り組まないところという

のはやはり置いていかれてしまうというような状況だと感じております。 

  地方公共団体において、労働人口の減少や厳しい地方財政などの背景から、十分な職員数

の確保ができないというような問題があると。行政サービスの継続的な提供に向けて、ＩＣ

Ｔを活用して業務の効率化、生産性の向上を図るということで、デジタルトランスフォーメ

ーションの推進というものが喫緊の課題になっているというお話がございます。人口減少や

少子高齢化の中でも暮らしやすい社会をつくっていくというところを考えますと、先進技術

の導入というものは積極的に活用していく方法を見出していく、それが必要なのかなと。 

  総務省のＩＣＴ地域活性化サポートデスクといったものがあったりとか、また、先進技術

を持った民間企業、こういったものの活用や連携というものが必要だと思いますが、どのよ

うにお考えでしょうか。また、デジタル庁の発足により、一層、先進技術の革新が各方面で

進んでいくということが予想されますが、積極的な情報収集を行うことで国や県の助成なん

かも受けやすくなると思いますが、所見を求めます。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、ただいま先進技術の導入ということで３つほどご質問があ

りましたので、順次お答えしたいと思います。 

  国では、菅政権に代わりまして、先ほど議員がおっしゃったように、行財政改革の改善、

推進ですとかデジタル庁の新設などの新たな動きが活発化しております。今後の動きの中で、

印鑑廃止に向けた事務処理の問題ですとか、議員お尋ねのデジタルを活用した取組などが行

われてくると思っております。 

  その中で、議員がお尋ねのように、国や県の助成制度もいろいろなメニューが示されてく

ると思いますので、町の施策として取り組むことができるか、情報収集などを行っていきた

いと思っております。 

  また、サポートデスクの活用については後ほど担当課長より答弁させます。 

  次に、情報収集の関係ですけれども、議員お尋ねのように、先ほどのお答えとも重なりま

すけれども、国や県の助成制度もいろいろなメニューが示されてくると思いますので、町の

施策として取り組むことができるか情報収集などを行っていきたいと、そういうふうに思っ
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ております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） それでは、私のほうからは、ＩＣＴ地域活性化サポートデス

クの活用検討についてお答えをさせていただきます。 

  このサポートデスクは、ＩＣＴを活用した地域活性化を支援するために、地方公共団体等

からの問合せに一元的に対応するために、平成30年４月25日に開設をされております。 

  少子高齢化が急速に進む中、先ほど議員もおっしゃられておりましたように、ＩＣＴ、Ｉ

ｏＴ、ビッグデータやＡＩ、シェアリングエコノミー等の新たな技術等の活用は、地域経済

の活性化や地域課題の解決に大きく貢献し、生活の質の向上や新たな産業の創出につながる

ものと期待をされております。こうしたＩＣＴ地域活性化の動きを加速させ、日本全国の各

地域の隅々まで実装することを目指しております。具体的には、ＩＣＴを活用した地方公共

団体の先進事例、国の支援制度、そのほか、法令等各種制度などの様々な問題の相談に対応

していただけるということでございます。 

  今後、必要に応じて活用を図っていきたいと、そのように考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 情報収集を積極的に行っていくというところで、町長からアンテナを

高くして、せっかく始まるデジタル庁とかデジタルトランスフォーメーションとかの話なの

で、情報をしっかりと取っていただいて活用していただきたいなと思うんです。地域活性化

サポートデスクに関しては、町でＩＣＴをと言っても、一体何ができて、何ができないのか

というのもそもそも分からないというのが現実問題としてあろうかと思うんですけれども、

そういった部分も含めて相談に乗ってくれる政府の窓口というところがありますので、ぜひ

積極的な活用をお願いして、先進技術、どこの自治体がどのように取り組んでいるのかとい

うところも知っていただけるとありがたいなというふうに思うんですけれども、町民の生活

に身近な先進技術というところで考えますと、マイナンバーカード、こちらもＩＣＴ先進技

術活用の事例に入ろうかと思います。 

  今年の３月の議会でも一般質問をさせていただいたんですけれども、町内のマイナンバー

カードの発行というのは進んでいるんでしょうか。マイナンバーカードは、保険証の機能を

のせるであったりとか、運転免許証の機能も統合する、そういったような計画が政府で検討
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が進められているというようなところで考えると、これからかなり町内の事務作業にしても、

そういったものをスマートにしていくためにはしっかりと活用していく必要があるのかなと

いうふうに思うんですけれども、マイナンバーカードの機能の中にコンビニ交付というもの

がございます。 

  これは、職員のいる窓口で書面を出したりとかというような作業をしなくても、コンビニ

で発行できるよというようなシステム、当然、費用が別途かなりかかってくる取組になりま

すので、費用対効果というのは十二分に検証していただいた上でやっていただいたほうがい

いのかなというふうに思うんですけれども、職員の窓口業務の負担軽減といったものも費用

対効果の中に換算していただいて、なおかつ、利用者の町民は曜日や時間に関係なく資料を

取ることができるというような利便性、こういったものも検討していただいた上で考えてい

ただけるとありがたいのかなというふうに思うんですけれども、今後のマイナンバーカード

の普及対策、活用についてどのようにお考えなのか回答を求めます。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、マイナンバーカードの活用についてお答えします。 

  今、議員が申しましたコンビニ交付につきましては、何回も町として検討しております。

当然、利便性は増すわけですけれども、ただ、やっぱり費用対効果の問題で、今の発行件数

とすると、現段階ではちょっと費用対効果が望めないのかなということがあるものですから、

現状では難しいのかなという認識を持っております。 

  それから、お尋ねのマイナンバーカードの普及と活用につきましては、マイナポイントな

ど国の指導もありまして進めているところですが、議員のお尋ねのように、今後の活用につ

いて国のほうでも、先ほど議員がおっしゃったように、保険証などの活用も検討されている

ことは承知をしております。 

  そういう状況ですが、河津町の登録状況につきましては、現状について担当課長より答弁

させます。 

○議長（上村和正君） 企画調整課長。 

○企画調整課長（木村吉弘君） それでは、私のほうからは登録状況等について答弁させてい

ただきます。 

  マイナンバーカードは、平成28年１月から交付が開始されておりまして、本年で４年目を

迎えております。令和２年11月１日時点で、全国では2,777万3,689枚、21.8％の交付率とい

うふうに伺っております。ちなみに、本町でのカード保有者は12月１日時点で1,316人、交
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付率にしまして18.7％となっておりまして、若干、国の交付率よりも低い状況でございます。 

  普及のほうですが、７月から予約が開始され、９月から使用が始まったマイナポイント事

業は、マイナンバーカードの普及に向けた取組の一つとして実施されているものでございま

す。キャッシュレス決済で25％、上限5,000円分のポイントがもらえる制度で、来年３月31

日までとなっておりましたが、総理大臣のほうからは、半年間、延長するというような話も

出ております。この制度によりまして、申請数が増加傾向にあり、効果が出てきつつあると

思われます。 

  本年10月には、総務大臣のほうから、マイナンバーカードの普及、拡大に向けてさらなる

取組を進めていくというようなことで、申請サポートの積極的な実施、未取得者に対するＱ

Ｒコード付交付申請書の送付の協力、交付通知の早期発送の徹底、交付窓口や人員を増やす

などの協力依頼がありました。町としては、マイナンバーカードの普及を促進するため、会

計年度任用職員を採用しまして、その事務に当たらせているところでございます。また、町

職員に対しても、取得の協力を併せて依頼しているというような状況でございます。 

  町長の答弁にもありましたように、また議員からも話がありましたように、国の施策とし

ての健康保険証や運転免許証など、身近なものの代替用としての活用が見込まれております

ので、そのような活用が実施されるのであれば普及にも拍車がかかるものと、そのように思

っております。こうした中で、広報かわづなどでＰＲ等を行いつつ普及及び活用を図ってい

きたいと、このように考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） マイナポイント事業が半年間延長になるかもしれないというようなお

話もある中で、ぜひ、職員の増強もしていただいて取り組んでいるということなんですけれ

ども、町民の皆様にとても有用なカードなんだというところをＰＲしていただいて、利用者

の方を増やしていただけたらありがたいなというふうに思います。 

  先進技術の導入というところで質問をしているわけですけれども、せんだっての伊豆新聞

の中で、伊東市で11月18日に、行政改革懇談会からの提言ということで、ＩＣＴの積極活用

が提言されたと掲載がございました。行政事務におけるＩＣＴの積極的活用、専門知識を持

った人材の登用、情報の電子化によるペーパーレス化、キャッシュレス決済による業務効率

化などが提言をされているようです。 

  河津町においてですが、９月の定例会におきまして、河津町議会の先進技術の導入という
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ところで考えますと、コロナの影響下に限定的ではあるんですけれども、常任委員会のリモ

ート出席と議決を認めるということで、県内初の議案が可決されております。 

  また、議会の議事録作成業務を効率化するということで、ＡＩを使った自動化のための検

討も始まっているわけですけれども、この議事録作成業務というところを考えますと、これ、

議会事務局だけではなくて役場の各課、各会議、いろんなところでも作成する機会があるん

ではなかろうかというふうに考えます。コロナの影響が顕著な昨今だからこそというところ、

業務の効率化ですとか生産性の向上というものを考えて、ＩＣＴ推進のための一環というと

ころで、役場全体の取組としてこういったＡＩを使った議事録の自動化、そういったような

ものに取り組んではいかがかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、議事録の作成の関係のご質問にお答えしたいと思います。 

  お尋ねの議事録の自動化につきましては、今年度から積極的に取り組んでいるところでご

ざいます。特に事務の効率化の観点から、会議等における議事録作成については、ＡＩを活

用した音声認識装置を活用しまして対応できるのはないのかなと、そんなふうに考えており

ます。 

  特に私が就任して以来、情報公開等、町民参加のまちづくりを推進する中で、各種会議で

すとか審議会あるいは懇談会など、記録して公開に備えることが原則でありますから、大変、

職員が議事録の作成等に苦労している姿も見ております。このような現象を少しでも解消す

るためにも、やはり議事録作成についてはＡＩを活用できればと考えております。 

  まだまだ機械的に完全に認識できない部分ですとか、会議の発言方法など検討や工夫をし

なければならないところもございますが、議会の議事録も含めて、町の会議等の議事録も含

めて積極的に取り組んでいきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 町長から回答いただきました。 

  やっぱりこういった道具を使っていくことによって業務の効率化というものをすることで、

役場の少ない職員の方々が少しでも新しい取組にいけると。議事録作成、私もやったことあ

るんですけれども、何度も何度も音を聞きながら起こしていくという作業はものすごく時間

がかかる割に進んでいかないすごく大変な作業で、人手を食う作業なので、ぜひこういった

ところの作業にＡＩを導入するというようなことで効率化できると、役場の中でもパフォー
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マンスが向上するんじゃないかなというふうに思います。 

  昨今だと、役場のネットワーク、ＬＧＷＡＮや何かにも対応したＡＩソフトなんというも

のもかなり開発されているというふうに聞きますので、なるたけそういったものを活用して

業務の効率化に進んでいただけたらありがたいなというふうに思います。 

  ３問目に移らせていただきます。 

  災害ボランティアと災害ボランティア本部設置のタイミングについてということで質問を

いたします。 

  近年では毎年、全国各地で大規模自然災害による被害が発生しているわけですけれども、

大規模な災害が起きますと、必ず災害ボランティアが募集されて、メディアなどでも大きく

取り扱われることが多いというふうに感じております。 

  それで、自然災害で被災したとき、災害ボランティアの協力があるのとないのでは、被災

者が元の日常生活を取り戻すまでの時間にかなり大きな差が出てきます。災害ボランティア

の動員というのは、河津町においてはどのような状況で決まるのか。また、その判断をする

明確な線引きといったものがあれば説明をお願いいたします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 災害ボランティアとボランティア本部の設置のタイミングについての

お尋ねだと思っております。 

  災害ボランティアにつきましては、阪神・淡路大震災のときに始まったと聞いております。

その後、東日本大震災など、国内外から災害ボランティアの活動が報道されております。最

近でも、熊本など九州の豪雨災害で活躍が報道されております。今年は、コロナの関係で県

外からの受入れができなかったり、大変難しい対応がされたものと認識をしております。 

  私も、万が一の災害時における自衛隊、警察、各種団体などの応援部隊の対応につきまし

ては、受入れ態勢についても大変な心配もございます。せっかく応援をいただいたのにそれ

を生かせないことは大変大きな問題でございまして、その態勢づくりも大きな課題であると

考えております。そのような意味でも事前の準備は重要であると考えております。 

  特に心配するのは、多くの支援団体やボランティアをどう受け入れて、どう活用していく

かがとても大事であります。役場周辺でも現状では大混乱するものと考えられますので、将

来的には、現在計画している防災公園を本部機能、サテライト基地として、災害物資の受入

れですとか災害ごみの仮置き場ですとか、仮設住宅なども考えまして、併せて応援部隊の前

進基地としても活用できるのではないかと、そんなふうに考えております。 
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  また、ボランティア本部につきましては、現状のとおり、社会福祉協議会があります保健

福祉センターが望ましいと考えております。 

  お尋ねの災害ボランティアの関係でございますけれども、町の防災計画の中でも、災害対

策本部の設置に併せまして本部を設置することになっております。明確な判断基準や判断の

線引きについては決まったものがございませんが、その都度の状況において災害対策本部の

中で決定することとなります。設置する場合には、社会福祉協議会との連携など受入れ態勢

も準備しなければなりませんので、ボランティア活動支援計画に沿って対応することになり

ます。 

  詳細については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 地域防災計画に書かれている内容につきましては先ほど町長

が答弁したとおりでございますが、町の社会福祉協議会職員、あと、災害ボランティア連絡

コーディネーター等と話をする中で、災害ボランティア募集に当たっては、２次災害の危険

がある場所など安全が確保されていないところへは派遣できないということから、被害の状

況や需要を把握し、資機材の調達等調整などを行い、本部を開設することとなるとの意見を

聞いてございます。 

  災害の形態や規模等を考慮しまして、各地区の自主防災会の会長、町社会福祉協議会、県

災害ボランティア本部の意見も聴取しながら、災害対策本部で災害ボランティア本部の開設

を判断していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 回答をいただきました。 

  受援力を高めるというのはものすごく難しい、助けるよという声はあるけれども、それを

受け入れる態勢というのはものすごく整備するのが難しいのかなというふうに思うんですけ

れども、そのような中で、外部から応援に来てくれるという災害ボランティアを受け入れる

ための最前線の窓口になるのが、やっぱり社会福祉協議会なのかなというふうに思います。 

  この社協との連携、社協がボランティア本部を運営するための支援体制の強化というもの

はものすごく重要なのかなと。紙の上での計画でこうですよというのがあっても、実際にそ

れを動かしてみようというふうになったときにどういうふうになるのかというのが掌握でき

ていないと、うまく連携が取れないのかなというふうに思います。 
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  例えば災害ボランティア本部運営のための資機材、こういったものなんかを考えますと、

町のほうから資機材は用意してもらえるというようなことになっているようですけれども、

昨今のコロナの状況なんかを考えますと、通常の活動の資機材に加えて、マスクであったり

とか消毒であったりとかいった消耗品というのがものすごく多岐に渡るのかなと。こういっ

た物的支援に関してどういうふうに考えているのか。また、やっぱり平時の協力体制という

のがしっかりと確立されていないと、有事の際になかなか動かない仕組みなのかなというふ

うに思うんですけれども、回答をお願いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 社会福祉協議会との連携と支援体制の強化ということでございます。 

  議員がお尋ねのように、災害ボランティアにつきましては、社会福祉協議会が窓口となり

ますので、当然、連携ですとか支援は必要であると考えております。これにつきましては、

年に一度ですが、社会福祉協議会ではボランティアの受入れ態勢の立ち上げ訓練を行ってお

りまして、今月も予定をされております。私も何回かその場面に参加させてもらっておりま

すが、今月についても参加いたしまして、それぞれの立場や手順などを確認しながら、役割

などについて、実際の場面を想定した訓練を行っておりますので、私もその中で一緒に参加

していろいろ考えてみたいと思っております。 

  なお、詳細については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） 社会福祉協議会との連携と支援体制の強化ということで答弁

させていただきます。 

  町長の答弁のとおり、社会福祉協議会が主催いたしまして、町内の災害ボランティア連絡

コーディネーターの協力を得ながら、毎年12月、１月に、災害ボランティア支援本部立ち上

げ訓練を年１回実施しているところでございます。各自主防災会より災害ボランティア役の

方を数名出していただいて、受付、派遣事務がスムーズに行えるよう訓練を行っているとこ

ろでございます。 

  なお、今年度につきましては12月20日に、新型コロナウイルス感染症に考慮しまして、少

人数での図上訓練を予定しているところでございます。 

  また、近隣市町で災害時には社会福祉協議会職員が応援派遣をしておりまして、実際の本

部運営事務を体験、視聴して災害時に備えているところでございます。 

  資機材や物資についてでございますけれども、共同募金資金を活用し整備を順次行ってお
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りますが、数に限りがありますので、県災害ボランティアセンター本部の協力を仰ぎながら

資機材を調達することとなっております。また、町の備蓄資機材の活用や町内に営業所があ

る民間企業との防災協定によりまして、災害時に資機材の優先確保を図るなど、町の社会福

祉協議会と協力して進めてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤議員。 

○４番（遠藤嘉規君） 社協との連携というのはしっかりと考えて動いていただけているとい

うようなことですけれども、先ほど質問いたしました、どのような状況で災害ボランティア

本部が設置されるのかという線引きというのが、ある程度明確にされていると、例えば訓練

をするにしても、大雨で一部地域で水害がというようなコンパクトな災害に対しても、数軒

の家でも被災をしたら被災者で、100軒でもやっぱり被災をしたら被災者で、被害に遭われ

た方からすると規模ではなくてというところがあろうかと思いますので、そういった意味で

も、やはりどういう状況になったら設置するのかというある程度の線引きみたいなのを検討

しておいていただけると、なおのこと、今後の活動がしやすくなるのかなというふうにも思

いますので、ぜひ、実際のタイムラインに沿った形でこの間、防災訓練を役場の庁舎内でも

行ったというお話を伺いましたが、実際のタイムラインに沿った形でボランティア本部の協

力関係というのを検討していただけると、よりよく受援力が発揮できるのかなというふうに

思います。今後、積極的に取り組んでいただけたらありがたいと思います。 

  以上で私の一般質問を閉じさせていただきます。 

○議長（上村和正君） ４番、遠藤嘉規議員の一般質問は終わりました。 

  午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午後 零時１０分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

───────────────────────────────────────────────── 
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◇ 桑 原   猛 君 

○議長（上村和正君） それでは、２番、桑原猛議員の一般質問を許します。 

  ２番、桑原議員。 

〔２番 桑原 猛君登壇〕 

○２番（桑原 猛君） ２番、桑原猛です。 

  令和２年第４回河津町定例会が開催されるに当たり、一般質問の通告をしたところ、議長

より許可が得られましたので、一問一答で質問いたします。 

  今回の質問は、１件目、民間温泉事業者供給撤退について、２件目、若者と行政の関わり

について、３件目、交通事故防止対策について、以上３件です。町長はじめ関係課長の答弁

を願います。 

  まず、１件目、民間温泉事業者供給撤退についてです。 

  温泉は、河津町において河津桜とともに大切な資源です。観光はもちろんのこと、温泉の

集中管理によって、家庭の蛇口から温泉が出るという特別なライフラインでもあります。長

きにわたり町の温泉が身近に使えているのは、町をはじめ民間事業者の温泉供給事業による

管理体制があってこそと言えます。 

  しかしながら、残念なことに、今井浜地区へ給湯している元今井荘、現アゴーラさんの民

間温泉供給事業が１月末をもって終了するという、突然の通知が利用者の方に届きました。

これにより、今井浜地区の温泉供給が一部断たれるということになります。 

  私は、平成30年12月の一般質問でも、河津町の温泉給湯についてと町の温泉利用計画につ

いて質問いたしました。その中で、見高地区で給湯していたウォーターワールドが施設老朽

化によって維持管理できなくなり廃業し、その際には給湯を受けていた民宿なども大変苦労

したこと、また、今回事業をやめるアゴーラさんの施設・設備の老朽化が進んでおり、今後

の給湯も懸念されること、このような背景を、後発である町の温泉給湯事業においても老朽

化が進んでおり、現在の２次給湯後の温泉事業については困難なのではないかと指摘をさせ

ていただきました。 

  ウォーターワールドに続きアゴーラの撤退、こうした懸念の一つが現実となったわけです。

２社の民間事業者の給湯停止となると、その影響も心配されます。今井浜の宿泊業などの

方々や町民の方に少なからず影響があると思います。町としては今回の件をどのように把握

しているのでしょうか、得ている情報を含め答弁願います。 

○議長（上村和正君） 町長。 
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○町長（岸 重宏君） それでは、桑原議員の民間温泉事業者供給撤退について、現状の把握

についてご質問ですので、お答えします。 

  事業撤退ということで11月９日に民間事業者の役員が見えまして、１月末で温泉供給事業

を撤退をするため、10月末に契約者の方々に通知したということ、コロナの影響によるとこ

ろが大きいとのお話は聞きました。私が知る限りでは、民間の事業者のため個別の契約状況

のあること、あるいはその影響など、詳細については分からない状況があります。 

  状況等につきましては、担当課長より聞いている範囲で答弁させます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 

○水道温泉課長（中村邦彦君） それでは、状況等について私の知っている限りでお話しさせ

ていただきます。 

  先ほど町長が言われましたように、11月９日にアゴーラの役員さんが見えまして、１月末

で温泉供給事業の撤退の通知を契約者の方々に出したということの報告を受けました。事業

の撤退につきましては、方針として決定したものということで聞いております。老朽化した

温泉給湯事業の損失を、これ以上、他の事業では補塡できないためと伺っております。 

  アゴーラさんの対応としましては、給湯における個々の契約がございます。その契約形態

に応じて対処していくと伺っております。その後の状況につきましては、アゴーラさんのほ

うから今のところ連絡がないという状況です。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 契約内容が個々にあって、その対応をアゴーラさんのほうでしていた

だくということなんですけれども、何分、内容が分からないところでありますけれども、町

の今まで給湯していた方々への助け等、何かないかなと思いまして、次の２問目で質問させ

ていただきたいと思います。 

  南伊豆町や他の温泉郷でも問題となっているように、温泉給湯の撤退については宿泊業等

に多くの影響を与え、観光資源としての役目を失えばその地域の衰退を生みます。海水浴場

と温泉、桜と温泉、文学と温泉といった観光資源とした一面がなくなっていくのです。 

  今回のアゴーラさんの温泉事業撤退を機に、当たり前のように身近にある温泉という資源

について、その大切さを考えるべきではないでしょうか。経済的な背景も観光には大きく影

響しますが、その源となる海や山や、そして温泉、こうしたものがなければ河津の魅力の発
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信はできないのではないでしょうか。 

  今井浜地区には町の温泉も給湯されておりますが、今回撤退するアゴーラさんの給湯エリ

アを全て補えるものではありません。また、新たに投資しエリアを広げることも、高齢化、

人口減少からできる状態にないのも現実でしょう。しかし、町として、湯の町河津が断たれ

ることのないような施策を取る必要があると思います。温泉は安易に利用できるものでない

ことは今回のようなことが示しています。これまで温泉を利用し、湯の町河津の一端を担っ

ていた宿など、温泉供給が中断され、ましてコロナ禍の中、対応に苦慮されていることと思

いますが、町として、何かしら対応できるようなことなど検討されているのでしょうか、答

弁願います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、２問目の対応についてどう考えるかということでございま

す。 

  議員の質問の中でも出ておりますけれども、観光に対する影響等についても、先ほどもお

答えしましたが、詳細には把握できておりませんので、観光業の方、どの程度、給湯を受け

ているかも分かりませんし、町の温泉管も見高地区に行っておりまして、供給事業を実施し

ては現在はおります。仮に給湯量や地理的条件が整えば町からの供給ができる場合も考えら

れますが、いろいろな状況把握や検討がなされた中で決まってくるものだと思っております。 

  先ほど議員のお話にも出ましたけれども、議員、以前、この件とは少し違いますが、南伊

豆の湊地区で民間事業者さんの給湯管が細くなり、温泉事業に支障を来しているとの話を新

聞等で私も知りました。その対応策として、給湯者の皆さんで資金を出し合って、管を一部

入れ替えて現在に至っているという話を聞いております。南伊豆の例は議員お尋ねの件とは

違いますけれども、この問題については、現在の給湯を受けている皆さんが今後どうするの

か、あるいは個人で解決するのか、あるいは全体で何をされて対応するのか、民間事業者さ

んとの対応を含め、現在は見守っている状況でございます。 

  状況につきましては担当課長より答弁させます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 

○水道温泉課長（中村邦彦君） それでは、アゴーラさん撤退に対する対応についてというこ

とですが、アゴーラさんの温泉給湯撤退に関して、アゴーラさんの今給湯している方々から

の問合せにつきましては個別に何件かいただいております。 
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  まず、契約内容についてそれぞれお聞きした上で、アゴーラさんがどのような説明をして

いるか、どのような対応をするかということも私どもも分かっておりませんけれども、まず、

内容を確認した上でお話ししております。また、町の温泉が引ける条件、引けるエリアも限

られておりますので、そういったことも個々に説明させていただいているのが現状でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 住民の方に対応していただいているということは分かりました。です

けど、給湯エリアも、もちろん管があるところの近くにしか引けないというのは十分分かる

ところではありますが、ただ、これは給湯無理だよと、エリアが離れているから無理だよと

いうことではなくて、先ほども町長もおっしゃいましたけれども、住民から声が上がれば何

とか。町長言っていませんね。すみません。住民から声がかかった場合、町のほうでリード

していただいて、こういうふうにすれば給湯ができるよ、こういうふうにすれば給湯ができ

ないよ、そういうことを詳細に、技術的なこと、費用面、湯量などの細かいことをちゃんと

説明してあげて、総額幾らかかる、これだからできないよ、そういう細かい説明もしていた

だけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  そこで、河津温泉郷のトータルのことでお伺いしたいんですけれども、河津温泉郷は、七

滝、湯ケ野、峰、谷津と多くの源泉があり、利用方法や管理等、様々な形態で利用されてい

ると思います。保健所や温泉組合、源泉所有者、事業者、温泉をメンテする事業者等、多く

の方々が携わって利用できております。町の大事な観光資源であればこそ、温泉に関するデ

ータや関係者などを把握し、温泉に関する情報交換の場を町が主導してはいかがでしょうか。

そのような積み重ねが必要な時期だと感じます。既存の温泉組合が撤退した２社と同じよう

にならないように、もっと包括的に、町が温泉関係者を集め情報交換や意見交換をできる場

をつくり、温泉資源を守っていく基礎づくりが必要ではないでしょうか。 

  繰り返しになりますが、温泉はあって当たり前のように思っていました。見高にも共同湯

があり、民宿にもそれぞれ給湯しておりました。サンシップができ、そしてなくなりという

ように、生活の中に温泉を感じておりました。しかしながら、施設の老朽化、経済状況から

温泉給湯が終わっていく、そして、今ある様々な温泉利用が継続できるのかとても不安に思

います。 

  今、町で行っている温泉給湯についても、公営企業として経営戦略を立て運営していると
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ころですが、以前の質問では温泉会館など含めた計画について伺いました。具体的な内容は

ないものの、計画を立てる必要性を答弁いただきました。現在、町の温泉関連の施設の運用

を含め、策定中の第５次総合計画にも温泉資源についての方向を示していただきたい。 

  町の温泉供給もあと10年、10年後には供給開始より40年がたち、設備の老朽化は否めない

ところです。人口減少に伴う供給先の減など諸問題ありますが、具体的な計画をここ数年で

立てていかないと、継続するにしろ終了するにしろ具体的に予算づけをして、事業をするの

なら何らかの方針が必要と考えます。湯の町河津を保つには、町全体の温泉事業の見直しを

図る時期になっていると考えます。各温泉組合も巻き込み、包括的な取組や、10年後の町の

温泉給湯事業について継続するのか否かの判断をどのようにしていくのか伺います。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 町の温泉供給につきましての今後の計画についてのお尋ねだと思いま

す。 

  その前に、前問について私のお答えした件でちょっと補足説明をいたします。 

  町が受けるかどうかということではなくて、まず現在の給湯を受けている皆さんが今後ど

うするのか。人によっては個人で解決している方もいるかもしれませんし、あるいは全体で

何をされて対応するのか、そういうことで、民間事業者さんとの対応についても町としては

今のところは見守っているということで、町が関与してすぐやるということではなくて、皆

さんがまず意思としてどんなことをしたいのかというのがよく分からないので、見守ってい

るという、そういう状況でありますので、その辺、誤解のないようにお願いしたいと思って

おります。 

  それから、温泉供給の関係ですけれども、温泉についても、議員のお尋ねの中では、町内

にも源泉所有者さんですとか事業をやっている方も、いろんな方もおりますし、地域事情も

あるかと思います。当然、町として温泉というのは重要な資源でありますし、特に観光面の

中では一つの魅力的なものでもあります。それを町が全体としてということではなくて、そ

れぞれの事業者さんの考え方もあるものですから、町としては、現状では町が持っている、

事業をやっている給湯事業についてお答えをしたいと思っております。 

  現在の町の給湯事業につきましては順調に経営しているものと思っております。今年度に

つきましても、源泉所有者の協力、ご理解いただきまして管理方法を見直しまして、契約に

ついても内容変更をさせていただきました。今後の経営状態ですとか、あるいは利用者、あ

るいは源泉所有者の関係など検討する課題が多くありますが、契約期限もありますので、将
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来に向けて早めに検討を進めることは大事であると思っております。現在の町の状況を考え

たときに、高齢化ですとか人口減少などに起因する給湯者の課題もあると思っております。

町として、観光政策も含めた新たな温泉施設事業ですとか、あるいは住民福祉の向上を検討

した上で、事業形態などを含めて、今後は総合的な判断も必要かと思います。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 先ほど、すみません、私もちょっと勘違いしたところがありますが、

先ほど私の言いたかったことは、もし住民から声が上がった場合、町のほうで取りまとめと、

もし要望があればそれにしっかり対応していただきたいという旨をお伝えしたかったんです。 

  前段で質問させていただいたように、趣旨としては、資源である温泉を使えるものとして

支える体制を町がリードしていただき、町の温泉関連の事業についても、これまでの実績や

ノウハウがあるわけですからそれらを生かし、リニューアルした温泉利用についてしっかり

計画をスタートさせていただきたいと思います。 

  もう一つは、温泉管が総計17キロあるということで、今、簡単に考えると、もし布設替え

の工事をするなんということになれば、１日10メーターやったとして1,700日かかるんです。

６年、７年の工事になりますね。それを２次計画が終わってから始めるとなるとまた、15年

先の温泉管の刷新とかそういうことがありますので、よくそういうところも加味していただ

いて計画のほうをつくっていただけたらと思います。 

  続きまして、２件目に入らせていただきます。 

  若者と行政の関わりについて。 

  議員となって、町民の方々や、地元において様々な方からご意見を伺う機会が多くありま

す。議員という立場であり当然のことではあります。しかしながら、相対的に若い現役世代

から声をかけられることはまれであり、地元にいて祭りの際や消防団員等に、機会があるた

び、こちらから声をかけて聞いてみると、個々に思うことがあったり、疑問に思いながらも

無関心だったり、まちづくり、行政に関わる機会や場面が少ないということ。自分自身の生

活に関連しなければ無関心で過ごし、個々には思うこともあるものの、鬱積した不満を無関

心で流すというようなパターンができてしまっています。 

  町の将来、これは住民誰しもが関心を持ってほしいことです。町長の言われる「オール河

津のまちづくり」が根源になければ、無関心となった者は、まちづくり、行政から離れてい

きます。もうそれは既に起こっているのだと考えます。現役世代、若い世代は大半は就労し



－129－ 河津町議会 

ております。日常において意見を述べる機会も立場にもなれないわけです。それはそれで問

題なく、行政や制度に従っている、多少のことは自己解決できる大切な町民であり、要求は

あっても声にはしない。一般的に言うサイレントマジョリティー、いわゆる物を言わぬ多数

派です。 

  行政側は、広聴などで意見を拾うといいます。当たり前のように、アンケート調査、諮問

委員会、パブリックコメント、公聴会などの手法を使います。これでよいのでしょうか。国

や大きな都市における手法が河津町において必要で適しているのでしょうか。住民参加は、

議会対策や役所の言い分を伝える手段であったり、町民の意見としてかこつけて目的化して

いないでしょうか。 

  町長は、こうした行政手法で、自分自身の公約を進めるに当たり町民に伝わっていると感

じているんでしょうか。先ほど言ったように、「オール河津のまちづくり」が冷めてしまっ

ていないでしょうか。町長も各地区を回り説明会など開いておりますが、参加される方も限

られていますし、やはり関心が低くなっているのではないでしょうか。特に将来を担う若者

世代の物言わぬ町民にどのように行政に参加してもらいたいのでしょうか、ご意見をお聞か

せください。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまの桑原議員の質問、若者と行政との関わりについてのご質問

だと思います。 

  行政と町民の関わりにつきましては、町でも、私の政治姿勢により以前より多くの町民へ、

以前にも増して情報を提供して意見を聞いているとの認識を持っております。確かにいろん

な方法があるかもしれませんが、町でも知らせる努力をこれからもしますが、町からの情報

だけを待つのではなくて、自ら町民の皆さんも知る努力をすることが、一つの、行政と住民

の責任と役割であると私は思っております。 

  ぜひとも、いろんな場面で意見を言うことはできると思いますし、ホームページ等でも意

見を知らせることもできますので、行政情報を含めてご活用願えたらと思います。よろしく

お願いします。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 昨日から今日にかけて、町長のおっしゃる情報提供、よく町のほうは、

町長も含めてやっていただいているとは感じております。 
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  そこで、若者のいろいろ参加が少ないというところで今回はちょっと提言させていただい

ております。何も言わないから関心がないというわけではありません。私も若い頃には様々

な思いを持っていました。しかし、そういうことをどのように行政に伝えればよいのか、行

政を通すこと、学校を通して、子供を通してなど、関わりのある部分ではそうした機会もあ

りました。 

  しかしながら、関わる機会や組織がなければ無関心を生みます。せっかくの若い活力を生

かせるような機会の必要性を感じています。他の市町村でも、若い世代が活力となっている

事例なども多々あります。例えば愛知県新城市では、若者を取り巻く様々な問題を考え、話

し合うとともに、若者の力を生かすまちづくりを目指して、若者政策を推進する目的で若者

議会を立ち上げた経緯があります。そこでは、ＳＮＳを多用し、同年代ならではの問題の集

約も図られていました。若者ならではの発想が行政に生かされている事例の一つです。市と

町とでは規模が違いますが、時代に即した情報収集、意見交換の方法、新たな手法を取り入

れることも大事だと感じます。 

  昨日、今日の町長のお話ですと情報発信をしているところではありますが、やはりアウト

リーチ、そこが大事なところじゃないかと思います。近寄って救いあげる、そういうことが

現実になってくれるといいと感じます。若い人が減少しているのも事実ですが、以前あった

青年団や踊り子の風など、団体が生まれ、解散した経緯や反省を踏まえて、再度、若者の団

体を町がリードして結成し、まちづくりの人材育成のような場をつくっていただけないでし

ょうか。人が少なくなればこそ、若い人の組織をつくっておくことが「オール河津のまちづ

くり」には必要で、今、欠けてしまっているのではないでしょうか。 

  若者の懸念することは、子育て、学校ではありません。もっと重要に考えているのは、町

の継続、持続です。施策ではなく意見を交わす場として、まちづくりとして必要ではないで

しょうか。町長のご意見をお伺いします。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 新しい組織とは、若い人たちの意見をどう取り入れるかということの

ご質問だったと思います。 

  私も、次の段階として、大きい場面で意見を言うこともあれなんですが、まず小さい集ま

りの中で意見を言う、そして拾っていくことも大事じゃないかなと思っておりました。言い

訳ではないんですけれども、今年度から、できるだけ町民の声を聞く方法として、新たに出

前講座、町長とトークとして、一定の人数が集まればこちらから出かけていき、話し合う、
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そんな講座の予定をしておりましたが、コロナウイルスの関係で今年度実施を見合わせまし

た。 

  そういうことで今年度は見送りましたけれども、一定の人数が集まればこちらから出てい

って皆さんの声を聞く、そんなきめ細かい意見を聞く場を設けたいと思っております。現在

はつくってございますので、内容を詰めておりますので、次年度以降に実施をしていきます

ので、その辺についても活用していただき、若い人たちが一定の人数、例えば10人とか集ま

れば、そこへ行くような形もこれから制度としてやっていきたいなと思っておりますので、

ぜひともご活用をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 町長も考えてくださっていたということは大変心強いところでありま

す。町長も出向いてくださるというところでまたなんなんですけれども、もっと広く拾い上

げるには、やはり今、時代の流れというか、ＳＮＳを多用して年代別にも意見の集約とか、

そういうところもできるとは思いますので、よろしくお願いします。 

  それでは３件目に移らせていただきます。 

  ３件目、交通事故防止対策について。 

  警察庁が発表した資料によると、2019年の全国の交通事故死者数は3,215人、2018年と比

較すると317人減少し、2016年から４年連続で4,000人を下回っております。しかし、政府が

今年度までの目標とする交通事故死者数2,500人以下を達成するには、あと700人以上、減少

させることが必要であるとのことです。 

  交通事故死者数減少のための課題はどこにあるのだろうか。まず、交通事故死者数の推移

を状態別に見てみると、死者数が最も多いのは歩行中で1,176人、36.6％、ついで自動車乗

車中が1,083人、33.7％、二輪車乗車中が510人、15.9％となっております。 

  歩行中の死者数と自動車乗車中の死者数は近い値ではありますが、ここ10年間において歩

行中の死者が下回ったことはありません。車同士の事故による死者も少なくないですが、そ

れよりも自動車との事故で亡くなる歩行者の数が多いのです。ドライバーと歩行者の両者が

より交通安全を意識して交通ルールを守らなければ、交通事故を減らすことはできません。

歩行者にとっては自分自身の生命に直接関わっていることもあり、交通ルールの重視を徹底

していくことは大切だと感じます。 

  そこで、町内の自動車と歩行者の接触事故の件数、また発生場所など、詳細を把握してい
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る範囲で教えていただきたいです。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） それでは、桑原議員の交通事故の防止対策につきまして、町内の交通

事故の件数及び詳細はということでございます。 

  今月にも年末年始の交通安全県民運動の中で、議員の皆さんに協力いただいて街頭啓発等

もありますので、そういう中で、町としても年間を通して進めているわけでございますけれ

ども、本年度になりまして私なりに感じているところでは、全県下を見てもお年寄りの交通

事故が特に多いなと、そんなふうには感じております。そして、特に夕方から夜間にかけて

の薄暮の事故も多いような私は気がしております。河津町でもお年寄りの割合が約４割強で、

交通事故もそうですが、運転者としてもお年寄りがあったりとか、歩行者も高齢者の事故が

大変心配されるわけでございます。 

  車がこの地区でも欠かせないものとなっておりますので、なかなか手放せないことも分か

りますが、お年寄りだけではなく町民の皆様にも、交通事故を一件でも減らすように気をつ

けていただけたらと思います。年末年始あるいは冬の時期ですので、特に気をつけていただ

きたいなとこの場をお借りしてお願いしたいと思います。 

  なお、詳細につきましては担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） ただいまの交通安全事故の件数を詳細にということでございます。

なかなか詳細については情報がないものですから、大枠でお話をさせていただきます。 

  河津町内におきましては、令和元年の事故件数は52件、負傷者が90名、死者１名と、賀茂

地区内では２番目に多くなっています。昨年と今年の９月末現在においては、昨年が44件、

負傷者が78名、今年については33件、負傷者が47名、亡くなられた方が１名ということで、

発生件数については減少しているというような状況でございます。 

  また、事故の発生箇所につきましては、毎年になりますが、国道135号や国道414号に多い

ということを伺っております。これ以上の詳細につきましては把握が町としてはできていま

せんので、ちょっとご説明はできない状況でございます。 

  一方、高齢者に関する事故につきましては、項目別で重複する数値になるわけでございま

すけれども、昨年９月までの昨年については高齢ドライバーが起因する事故が11件、今年の

９月までは８件、高齢者事故については、同じ条件で昨年が15件で今年が16件と、全体の事

故件数は減少しているわけですけれども、高齢者が関わる事故は増えているといいますか、
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多くを占めているというような状況でございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 町内においても少なからず事故がやはりあるということで、これをな

るべくゼロに近いものにしていただきたいという思いで、それで今回ぜひ取り入れてもらい

たい事業がありまして、それが昼間点灯です。よく広まっているのがデイライト運動といい

まして、日中、点灯して自分の車両の在りかなどを注意喚起する運動なんですが、既に最新

車等では標準的についている車両があります。 

  デイライト運動は、自動車運転中、昼間からライトを点灯させることで交通事故防止を図

ろうとする運動です。デイライト運動の効果として、自らの意思でライトのスイッチを入れ

る行動を行うことにより、安全運転の実践と交通安全運動への参加意識が高まります。他の

運転者や、先ほど町長から、総務課長からも話がありましたが、高齢者にも注意がいくよう

に、早めの発見をしていただくようにデイライト運動に参画をしていただくとありがたいか

と感じております。 

  他の運転者や歩行者などへの自車の存在、位置を知らせることにより、交通事故防止に大

きな効果が期待できます。私自身、別荘地などの仕事をしている際、デイライトを走行条件

としているところもあり、実際、早めの気づきがあり、未然に事故を防げた経験があります。

ぜひデイライト運動を広く広報し、取り入れられないかと考えますが、ご意見をお聞かせく

ださい。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） ただいまのご質問は、交通事故防止のためのデイライト運動、それに

ついてどう思うかということだと思います。 

  先ほども答弁で答えておりますけれども、年２回、交通安全対策委員会等も町として行っ

ております。その中で交通安全について協議をしております。その都度、目標ですとか対応

などについても皆さんからご意見を伺って、対策委員会でいろんな対策を行っております。

お尋ねの件につきましても、今後、対策委員会の協議の中で話をしてみたいと思っておりま

す。 

  詳細については担当課長より答弁させます。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 交通事故防止に向けての意識向上のためのデイライト運動という
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ことでございます。 

  これにつきましては、静岡県ではなく、他県でそのような取組をしているというふうに伺

っております。現状、静岡県内ではそのような取組はしていないというふうにも伺っている

ところでございます。 

  現状、県内の取組としましては、静岡県警が早めのライトオン運動「ピカッと作戦！」と

いうことを展開しております。これは、夕暮れ時に、秋季、冬季については午後４時から、

春季については午後５時から、夏季については午後６時から、早めにライトを点灯するよう

にというような、交通安全対策として推進をしているということでございます。 

  議員からご提案のありました安全対策として日中のライトを点灯するデイライト運動です

か、これについては、町長が先ほど申し上げましたように、町の交通安全対策委員会がまた

開かれますので、その中で話題として出して検討してみようかというふうには思っておりま

すので、そのようなことで今後進めていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原議員。 

○２番（桑原 猛君） 今、トワイライトのライト点灯の運動が県でも推進されているといっ

たことですが、やはりこれにも、先ほど言ったデイライトを夕方つけ忘れるということのな

いように、一日中つけていればもうそれも忘れないことですので、先ほど課長からお話あり

ましたとおり他県ではやっておりまして、実績として交通事故３割減というところもありま

した。ですので、ゼロに限りなく近い交通事故を目指すために、ぜひデイライト運動の推進

のほうを図っていただきたいと思います。 

  以上で私の質問を終了させていただきます。 

○議長（上村和正君） ２番、桑原猛議員の一般質問は終わりました。 

  これをもって今期定例会に通告のありました全員の一般質問は終わりました。 

  午後１時55分まで休憩します。 

 

休憩 午後 １時４０分 

 

再開 午後 １時５５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 
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───────────────────────────────────────────────── 

 

◎諮問第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第２、諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。 

  下記の者を人権擁護委員として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和24年法律第139号）

第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

  記。 

  住所、河津町見高2297番地の109。氏名、三村正美。昭和25年２月16日生。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  三村氏は現在70歳でございます。今、１期目を務めておられまして、令和３年、来年３月

31日で１期目の任期が切れます。継続して２期目をお願いするものでございます。２期目に

ついては、令和３年４月１日から令和６年３月31日までの３か年でございます。 

  三村氏は、この間、人権擁護活動に積極的に務められまして、広く社会の実情に通じてお

り、町民の信頼も厚く適任でございます。 

  よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 
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  以上をもって討論を終結します。 

  これより諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり推薦することについて適任とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり推薦について適任とすることに決定されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎同意第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第３、同意３号 監査委員の選任についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 同意第３号 監査委員の選任について。 

  下記の者を監査委員に選任したいから、地方自治法（昭和22年法律第67号）第196条第１

項の規定により、議会の同意を求める。 

  記。 

  住所、河津町田中120番地の３。氏名、岡﨑長治。昭和27年３月２日生。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  岡﨑氏は現在68歳でございます。今、１期目の監査委員を務められまして、任期は来年の

３月９日でございます。継続して２期目をお願いするものでございます。２期目につきまし

ては、令和３年３月10日から令和７年３月９日で４か年でございます。 

  岡﨑氏は、この間、監査委員の代表として町の監査事務に携わられまして、監査を通しま

して町の事業の適正な運営に努められまして、信頼も厚く適任でございます。引き続き監査

委員としてお願いするものでございます。 

  よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより同意第３号 監査委員の選任についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第４、議案第56号 河津町議会議員及び河津町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の制定についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第56号 河津町議会議員及び河津町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の制定について。 

  河津町議会議員及び河津町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例を別紙のと

おり制定する。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 議案第56号 河津町議会議員及び河津町長の選挙における選挙運
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動の公費負担に関する条例の制定についてをご説明申し上げます。 

  提案理由でございます。 

  令和２年６月12日に公職選挙法（昭和25年法律第100号）の一部が改正されたことにより、

選挙運動の公費負担について町村でも適用されることになり、その公費負担を実施する条例

を制定するものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  条例第   号 河津町議会議員及び河津町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例となっております。 

  恐れ入ります、定例会資料の１ページをお開きください。 

  本条例の概要でございます。 

  公費負担の対象及び上限金額でございます。 

  ①選挙運動用自動車の使用料、ハイヤー契約か個人契約かどちらかでございます。 

  ａとしまして、ハイヤー契約、車、燃料、運転手をまとめた一括契約でございます。２万

3,360円の５日分、11万6,800円につきまして１台限りでございます。 

  次に、ｂでございます。個別契約としまして、自動車レンタル代、燃料供給契約、運転手

契約につきまして対象となるものでございます。自動車レンタル代につきましては１万

5,800円の５日間、７万9,000円、１台限りでございます。燃料供給契約につきましては

7,560円の５日間で３万7,800円、運転手雇用契約につきましては公費負担はないものでござ

います。 

  最大５日間ということで、告示日から投票日の前日までの期間とさせていただいておりま

す。 

  ②でございます。選挙運動用ビラの作成料です。 

  町長選におきましては、法定の5,000枚を７円51銭以内で３万7,550円、町議選におきまし

ては、1,600枚を同額の金額以内で１万2,016円となっております。法改正に合わせて配布行

為が解禁となったことによるものでございます。これ以上の枚数については公費負担の対象

外となるものでございます。 

  ③です。選挙運動用ポスターの作成料です。 

  900円掛ける町内50か所ということでございますが、４万5,000円でございます。上限に満

たない金額は実費分を公費負担するというものでございます。この内容によりまして、１人

当たりの限度額としまして、町長につきましては19万9,350円、議員につきましては17万
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3,816円となります。 

  その他の備考でございますが、無投票の場合の公費負担でございます。自動車、告示日の

みの分について対象ということでございます。ビラ、ポスターについては全て対象というこ

とでございます。 

  次のページにつきましては、手続について掲載しておりますので、省略をさせていただき

ます。 

  それでは、議案にお戻りいただきたいと思います。 

  本条例の第１条は、条例の趣旨でございます。 

  第２条から第５条までは、選挙運動用自動車の使用の公費負担関係についてでございます。 

  第６条から第８条につきましては、選挙運動用ビラの作成の公費負担についてでございま

す。 

  第９条から第11条までは、選挙運動用ポスターの作成の公費負担について規定しているも

のでございます。 

  最後に附則でございます。施行期日でございます。 

  次のページをお願いします。 

  第１項、この条例は、公職選挙法の一部を改正する法律（令和２年法律第45号）の施行の

日から適用する。 

  適用区分、第２項、この条例は、この条例の施行の日以後その期日を告示される選挙から

適用する。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 
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  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第56号 河津町議会議員及び河津町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の制定についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第５、議案第57号 河津町消防団条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第57号 河津町消防団条例の一部を改正する条例について。 

  河津町消防団条例（平成24年河津町条例第16号）の一部を別紙のとおり改正する。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 議案第57号 河津町消防団条例の一部を改正する条例についてご

説明させていただきます。 

  提案理由でございます。河津町消防団定員削減計画により、定員の削減と持続可能な消防

組織運営のため、現消防体制の見直しを行うことによる改正条例の提案をするものでござい

ます。 

  次のページをお願いいたします。 

  条例第   号 河津町消防団条例の一部を改正する条例。 

  恐れ入りますが、定例会資料の３ページをお願いいたします。 

  河津町消防団条例の一部を改正する条例の概要でございます。 
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  １の趣旨でございます。 

  消防団員は、平成18年４月から285名の定員で町民の生命、財産をあらゆる災害から守る

べく活動を行ってきた。しかしながら、近年においては地区の過疎化による若年層の減少や

団員の高齢化等により、今後の消防団の組織運営が困難になることが見込まれている。その

ため、各地区の人口や現在の定員数などを勘案し、現定員の285名から各分団１名から２名

を減員して新定員265名とする。 

  定員削減により見込まれる消防力の低下を最小限に抑え、現団員の負担軽減のため、現在

の消防団体制の見直しを行い、消防力の維持を図るというものでございます。 

  ２でございます。河津町消防団条例の改正内容でございます。 

  消防団員の定員削減については、現行285名を令和３年度４月から265名にするというもの

でございます。この265名のうち20名は、機能別消防団員ということになるわけでございま

す。消防体制の見直しにつきましては、河津町消防団機能別団員を設けるもので、定員は各

分団定員の中から２名、消防団定員の、今申し上げましたように265名のうち20名がこの団

員となるものでございます。 

  活動につきましては、自分団管轄地区での火災出動、大規模災害時の出動、防災訓練への

参加、分団訓練の参加は年に一、二回程度ということで、通常の水出し訓練、式典等には参

加をしないというような活動の内容となっております。 

  報酬等につきましては、年報酬として１万円を予定しており、手当、公務災害等について

は、現状の団員の階級に準じたものとして対応させていただくというものでございます。 

  このほかに出動区分の再編を行います。出動区分の再編を行い円滑な消火活動の実現を図

るもので、令和３年４月より、現在、第１出動は近隣からの３つの分団であったものを４つ

の分団とし、第２出動は、下地区全分団出動は現行のままとしますが、上地区の場合は、上

地区全分団に加え第３分団と第11分団が出動し、消防力の確保をするものでございます。 

  次の定例会資料の４ページは、改正後の基本消防団員と機能別消防団員等についての河津

町消防団の概要として掲載をさせていただいております。 

  次の５ページ、６ページにつきましては、本条例の改正に伴います新旧対照表となってお

りますので、ご覧いただきたいと思います。 

  それでは、議案にお戻りいただきたいと思います。 

  附則でございます。この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

  説明は以上でございます。 
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○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第57号 河津町消防団条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第６、議案第58号 河津町消防団員の報酬等に関する条例の一部

を改正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第58号 河津町消防団員の報酬等に関する条例の一部を改正する

条例について。 

  河津町消防団の報酬等に関する条例（昭和44年河津町条例第９号）の一部を別紙のとおり

改正する。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 
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  以下、詳細については担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 議案第58号 河津町消防団員の報酬等に関する条例の一部を改正

する条例についてご説明させていただきます。 

  提案理由でございます。 

  さきの議案第57号 河津町消防団条例の一部改正に伴いまして河津町消防団員の報酬等に

関する改正条例の提案をするものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  条例第   号 河津町消防団員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例。 

  河津町消防団員の報酬等に関する条例（昭和44年河津町条例第９号）一部を次のように改

正する。 

  別表第１を次のように改める。 

  恐れ入ります。定例会資料の７ページをお開きください。 

  河津町消防団員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例の新旧対照表でございます。 

  対照表左側の最下段、別表第１でございますが、階級別報酬表の「機能別消防団員」の項

目を「基本消防団員」の次に新たに追加したものに改めるものでございます。 

  議案にお戻りいただきたいと思います。 

  附則でございます。この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 
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  これより議案第58号 河津町消防団員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例につい

てを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第７、議案第59号 河津町税外収入督促等に関する条例の一部を

改正する条例についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第59号 河津町税外収入督促等に関する条例の一部を改正する条

例について。 

  河津町税外収入督促等に関する条例（昭和39年河津町条例第12号）の一部を別紙のとおり

改正する。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（土屋典子君） 議案第59号 河津町税外収入督促等に関する条例の一部を改

正する条例について説明させていただきます。 

  本改正提案理由は、令和２年度の税制改正により、租税特別措置法の延滞金の特例規定が

改正されたことに伴い、同法を引用して定めている税外収入金の延滞金の割合の特例につい

て所要の整備を行うため、必要な箇所を改正するものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  条例第   号 河津町税外収入督促等に関する条例の一部を改正する条例。 

  恐れ入りますが、内容につきましては定例会資料で説明させていただきます。 
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  資料の８ページをお開きください。 

  河津町税外収入督促等に関する条例の一部を改正する条例の概要でございます。 

  租税特別措置法の延滞金等の特例規定の改正に伴い、同法を引用して定めている税外収入

金の延滞金の割合の特例について所要の整備を行うため、条例の一部を改正するものです。 

  具体的な改正内容でございます。 

  引用する租税特別措置法の改正に伴い、附則にて規定する「特例基準割合」を「延滞金特

例基準割合」と名称変更するなど、必要な字句の整理を行うものでございます。 

  中段より、参考として税制改正の内容について記載してございます。 

  表の一番右が改正後となります。下線部分に示したように、延滞金等の計算に用いる割合

の名称が変更されております。これらの改正と同様に、河津町税外収入督促等に関する条例

の附則にて規定してある割合の名称、必要な字句等の整理をするものでございます。 

  最後に、附則でございます。 

  議案に戻っていただきまして、附則、施行期日、第１項、この条例は、令和３年１月１日

から施行する。 

  経過措置、第２項、この条例による改正後の附則第５項の規定は、令和３年１月１日以後

の期間に対応する延滞金について適用し、同日前の期間に対応する延滞金については、なお

従前の例による。 

  また、定例会資料の９ページに新旧対照表をお示ししてございますので、参考にしていた

だきたいと思います。 

  説明は以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 
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  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第59号 河津町税外収入督促等に関する条例の一部を改正する条例について

を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第８、議案第60号 河津町指定金融機関の指定についてを議題と

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第60号 河津町指定金融機関の指定について。 

  地方自治法（昭和22年法律67号）第235条第２項及び同法施行令（昭和22年政令第16号）

第168条第２項の規定により、令和３年４月１日から令和５年３月31日まで、三島信用金庫

を河津町指定金融機関として指定する。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 会計管理者。 

○会計管理者兼会計室長（渡辺音哉君） それでは、議案第60号の河津町指定金融機関を三島

信用金庫とする理由についてご説明いたします。 

  これまで３年間の業務をお願いしてまいりましたが、候補となる３金融機関のうち、三島

信用金庫と協議・調整が調いましたので、２年間の契約期間としているものでございます。 

  なお、本定例会で後ほどご説明いたしますが、一般会計補正予算として、指定金融機関が

発出する手数料660万円を、令和３年度から令和４年度までの２か年間の債務負担行為補正

として計上させていただいているものでございます。 
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  なお、現在の指定金融機関は伊豆太陽農業協同組合です。 

  ご説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第60号 河津町指定金融機関の指定についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第９、議案第61号 町道路線の変更についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第61号 町道路線の変更について。 

  以下、担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） 議案第61号 町道路線の変更について説明をさせていただきます。 
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  提案理由です。 

  令和元年度の台風15号によりまして、町道大堰・峰線の峰橋が被災いたしました。河川管

理者の静岡県とも撤去の方向で話合いを行っているところであり、橋として復旧の見込みが

ありませんので、町道路線の変更を行うものです。 

  なお、町道名は、起終点部の字名を基本的に使用しているため、起点の変更に伴い、併せ

て変更いたします。 

  本文にお戻りください。 

  道路法（昭和27年法律第180号）第10条第３項の規定に基づき、道路の路線を次のように

変更する。 

  旧路線名、大堰峰線。起点、川津筏場字大堰1160番号５先、終点、峰字堰下６番２地先。

新路線名、峰堰下２号線。起点、峰字堰下６番５地先、終点、峰字堰下６番２地先。 

  備考としまして、路線名・起点の変更となります。 

  令和２月12月10日提出。河津町、岸重宏。 

  内容につきまして、資料の10ページをご覧ください。 

  こちらにそこの平面図を添付してございます。右側に町道の大堰・笹原線、左側は県道の

下佐ケ野・谷津線になります。そこの間、点線になっている部分ですけれども、そちらが落

下した橋梁という形になります。起点部は、今度は全て峰地区に起点、終点も峰地区という

形になります。橋梁部分がなくなったことによりまして町道の路線の変更という形になりま

す。 

  説明については以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 
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  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第61号 町道路線の変更についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第10、議案第62号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更す

る規約についてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第62号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約につ

いて。 

  以下、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 議案第62号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約

についてご説明させていただきます。 

  提案理由でございます。相寿園管理組合につきまして、令和３年３月31日付にて解散する

ことに伴い、静岡県総合事務組合から脱退するため、規約の一部を変更するものでございま

す。 

  議案でございますが、地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１項の規定により、

令和３年３月31日をもって相寿園管理組合が静岡県市町総合事務組合から脱退し、及び静岡

県市町総合事務組合規約（平成18年市行第581号）の一部を別紙のとおり変更することにつ

いて、同法第290条の規定に基づき議会の議決を求める。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  定例会資料の11ページ、12ページをお願いいたします。 
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  新旧対照表、改正前、改正後になりますが、11ページ、改正前のところにつきましてアン

ダーラインをもって掲載しておりますが、脱退によりまして削除となっていることにより、

左側の改正後となっているものでございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第62号 静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約についてを採決

します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第11、議案第63号 令和２年度河津町一般会計補正予算（第９号）

を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 
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○町長（岸 重宏君） 議案第63号 令和２年度河津町一般会計補正予算（第９号）。 

  令和２年度河津町一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,274万8,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ52億7,190万9,000円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することので

きる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第３条 債務負担行為の追加及び変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細については担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 

○総務課長（後藤幹樹君） 議案第63号 令和２年度河津町一般会計補正予算（第９号）につ

いてご説明させていただきます。 

  提案理由でございます。 

  人事院勧告によります一般職員及び常勤特別職員を対象とした期末勤勉手当分の減額、上

半期が経過し、下半期に向けての時間外手当の見込みなどによる増減、新型コロナウイルス

感染の影響による地方創生臨時交付金事業の計上及び同感染症の影響による事業中止に伴う

減額等でございます。 

  また、令和３年度以降の円滑な事業執行のため、債務負担行為補正の追加及び変更、河津

町子育て支援施設整備事業の継続的推進のための繰越明許費など、必要な費用を補正予算と

して計上させていただいております。 

  それでは、１ページをお開きください。 

  第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

  歳入でございます。 

  単位は千円です。 

  款、項、補正額の順で朗読説明をさせていただきます。 
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  12款分担金及び負担金△36万円１項負担金、同額でございます。 

  14款国庫支出金2,885万9,000円１項国庫負担金931万4,000円、２項国庫補助金1,954万

5,000円。 

  15款県支出金501万9,000円１項県負担金519万9,000円、２項県補助金△18万円。 

  17款寄附金△835万7,000円１項寄附金、同額でございます。 

  18款繰入金2,998万7,000円２項基金繰入金、同額でございます。 

  20款諸収入△240万円５項雑入、同額でございます。 

  歳入合計5,274万8,000円。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  歳入と同様の説明をさせていただきます。 

  １款議会費△８万円１項議会費、同額でございます。 

  ２款総務費△276万3,000円１項総務管理費△360万3,000円、２項徴税費118万円、３項戸

籍住民基本台帳費△37万円、４項選挙費３万円。 

  ３款民生費4,040万7,000円１項社会福祉費2,245万1,000円、２項児童福祉費1,795万6,000

円。 

  ４款衛生費△25万3,000円１項保健衛生費、同額でございます。 

  ５款農林水産業費△12万7,000円１項農業費、同額でございます。 

  ６款商工費1,584万3,000円１項商工費、同額でございます。 

  ７款土木費719万6,000円１項土木管理費△６万円、２項道路橋梁費657万1,000円、３項河

川費30万9,000円、４項都市計画費37万6,000円。 

  ９款教育費△747万5,000円１項教育総務費87万5,000円、２項小学校費54万2,000円、４項

幼稚園費△60万円、５項社会教育費△868万2,000円。 

  ３ページをお願いいたします。 

  ６項保健体育費39万円。 

  歳出合計5,274万円8,000円でございます。 

  次の４ページをお願いいたします。 

  第２表 繰越明許費です。 

  款、項、事業名、金額の順で朗読説明させていただきます。 

  ３款民生費２項児童福祉費、事業名（仮称）河津町子育て支援施設建設事業、2,200万円
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でございます。 

  次の５ページをお願いいたします。 

  第３表 債務負担行為補正。追加でございます。 

  単位は千円でございます。 

  事項、期間、限度額の順で説明させていただきます。 

  庁舎夜間警備委託料、令和３年度から令和５年度、1,772万5,000円。 

  可燃ごみ・資源ごみ等収集業務委託料、令和３年度、5,428万7,000円。 

  指定金融機関業務手数料、令和３年度から令和４年度、660万円。 

  合計で7,861万2,000円でございます。 

  次に変更です。 

  経済変動対策貸付金利子補給金の項目でございます。従前が令和３年度から令和５年度に

おきまして2,200万円の限度額でしたが、変更後は金額の変更のみとなりまして、1,305万

5,000円となるものでございます。 

  次の６ページ、７ページの事項別明細書、総括につきましては割愛をさせていただきます。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ２、歳入でございます。 

  款、項、目、補正額、節、説明の順で説明をさせていただきます。 

  単位は千円でございます。 

  12款分担金及び負担金１項負担金１目民生費負担金△36万円、２節老人福祉費負担金△36

万円、老人ホーム入所者徴収金でございます。 

  次に、14款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金931万4,000円４節障害者自立

支援給付費負担金931万4,000円、障害者自立支援給付費負担金でございます。 

  次に、２項国庫補助金１目民生費国庫補助金△29万5,000円１節社会福祉費補助金△29万

5,000円、地域生活支援事業費補助金△36万1,000円、高齢者医療制度円滑運営事業費補助金

としまして６万6,000円でございます。 

  ５目総務費国庫補助金1,984万円３節新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

1,984万円、これにつきましては補正財源となるものでございます。 

  合計で1,954万5,000円となります。 

  15款県支出金１項県負担金１目民生費県負担金519万9,000円１節社会福祉費負担金３万

9,000円、特別弔慰金支給事務市町交付金でございます。４節母子医療費負担金12万6,000円、
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ひとり親家庭等医療費負担金12万6,000でございます。７節障害者自立支援給付費負担金503

万4,000円、障害者自立支援給付費負担金でございます。 

  合計で519万9,000円でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ２項県補助金２目民生費県補助金△18万円１節社会福祉補助金△18万円、地域生活支援事

業費補助金となっております。 

  17款寄附金１項寄附金３目教育費寄附金△835万7,000円１節社会教育費寄附金△835万

7,000円、遺跡調査寄附金でございます。 

  次に、18款繰入金２項基金繰入金１目基金繰入金2,998万7,000円１節基金繰入金2,998万

7,000円、いきいき福祉基金繰入金△60万8,000円、財政調整基金繰入金1,252万7,000円、公

共施設整備基金繰入金1,806万8,000円でございます。 

  20款諸収入５項雑入１目雑入△240万円２節雑入△240万円、公益社団法人静岡県市町村振

興協会交付金地域づくり推進事業助成金でございます。第30回桜まつりの記念大会の事業が

中止になったことによります減額となっております。 

  次に、10ページをお願いいたします。 

  ３、歳出でございます。 

  歳入と同様に説明をさせていただきます。 

  １款議会費１項議会費１目議会費△８万円３節職員手当等△８万円、時間外勤務手当△５

万円、期末勤勉手当△３万円でございます。 

  以下、時間外勤務手当、期末勤勉手当等につきましては説明を省略をさせていただきます。 

  ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費△286万円３節職員手当等△286万円、これには、

２つ目となりますが、特別職の期末手当の減額について△６万円として計上させていただい

ております。 

  ５目電算費14万9,000円12節委託料11万円、総合行政情報システム導入委託料でございま

す。13節使用料及び賃借料３万9,000円、総合行政情報システムソフト使用料6,000円、地方

税電子申告申請支援サービス使用料としまして３万3,000円でございます。 

  ８目地域づくり推進費△10万7,000円17節備品購入費△10万7,000円、コミュニティセンタ

ー備品でございます。コミュニティセンターの当初予算で計上しておりましたが、安価によ

る購入ができることが分かったことによります減額でございます。 

  ９目姉妹都市提携費△78万5,000円８節旅費△５万8,000円、普通旅費５万8,000円でござ
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います。東小のスキー交流の中止によって来年度に代わることによる減額でございます。13

節使用料及び賃借料△49万円、自動車借り上げ料でございます。同様の理由でございます。

18節負担金、補助及び交付金△23万7,000円、児童交流参加引率負担金△８万7,000円、姉妹

都市交流事業補助金で△15万円でなっております。 

  合計で△360万3,000円でございます。 

  ２項徴税費１目税務総務費118万円３節職員手当等△２万円、22節償還金、利子及び割引

料120万円、町税等還付金120万円でございます。見込み増による増額でございます。 

  次に、３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費△37万円３節職員手当等△37万円

でございます。 

  次に、４項選挙費１目選挙管理委員会費３万円３節職員手当等３万円、時間外勤務手当を

当初予算で計上していなかったことによる計上でございます。 

  次に、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費88万円３節職員手当等△12万円、７

節報償費50万円、結婚祝金が見込みによる増額でございます。18節負担金、補助及び交付金

50万円、新型コロナウイルス感染症対策の公的福祉法人等持続化給付金につきまして１件追

加があったことによる増額でございます。 

  12ページをお願いいたします。 

  ２目老人福祉費△242万4,000円３節職員手当等△24万円、19節扶助費△218万4,000円、老

人保護措置費で△218万4,000円となっております。 

  次に、３目障害者福祉費1,769万4,000円１節報酬△20万円、手話通訳者の減額でございま

す。８節旅費△１万円、手話通訳者費用弁償の減額となっております。12節委託料△72万

3,000円、日中一時支援事業委託料△40万8,000円、訪問入浴サービス事業委託料△31万

5,000円、コロナによる利用者減によります実績による減額でございます。19節扶助費1,862

万7,000円、補装具等給付金150万円、障害者支援費1,712万7,000円でございます。 

  ５目国民健康保険費△11万円３節職員手当等△11万円。 

  ６目介護保険費543万4,000円27節繰出金543万4,000円、介護保険特別会計繰出金となって

おります。 

  ７目後期高齢者医療費97万7,000円３節職員手当等△５万円、12節委託料33万円、後期高

齢者医療システム改修業務委託料でございます。18節負担金、補助及び交付金69万7,000円、

後期高齢者医療負担金でございます。 

  合計で2,245万1,000円でございます。 
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  次の13ページをお願いいたします。 

  ２項児童福祉費１目児童福祉費1,770万6,000円10節需用費６万2,000円、施設修繕料でご

ざいます。児童公園の水道の修繕に伴います費用でございます。11節役務費37万円、建築確

認申請手数料でございます。子育て支援施設の建設に伴う費用でございます。12節委託料

△20万円、子育てサロン委託料のコロナによる一時閉鎖に伴う減額となっております。13節

使用料及び賃借料10万2,000円、土地賃借料でございます。職員代替駐車場の一部につきま

して土地賃借を行うことによります今年度分の賃借料となっております。 

  14節工事請負費4,300万円、（仮称）河津町子育て支援施設に伴う職員駐車場の整備工事

です。これにつきましては、舗装工事は行わないまでの分としての工事費として計上をして

いるものでございます。次に、16節公有財産購入費△2,540万4,000円、同子育て施設建設に

伴う土地購入費につきまして、確定したことによります減額となります。18節負担金、補助

及び交付金△22万4,000円、認可外保育園利用者補助金でございます。実績による減となっ

ております。 

  ２目母子福祉費25万円19節扶助費25万円、ひとり親家庭等医療費扶助費でございます。実

績による増でございます。 

  合計で1,795万6,000円です。 

  ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費△７万円３節職員手当等△７万円。 

  ２目予防費△18万3,000円12節委託料△18万3,000円、骨粗鬆症検診委託料、事業完了によ

る減額で△13万円、生活保護対象の健診委託料、コロナによる中止による△５万3,000円と

なっております。 

  合計で△25万3,000円でございます。 

  次の14ページをお願いいたします。 

  ５款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費△６万円３節職員手当等△６万円。 

  ２目農業総務費△40万円３節職員手当等△40万円。 

  ３目農業振興費28万7,000円18節負担金、補助及び交付金28万7,000円、鳥獣害対策事業補

助金でございます。依頼件数増加によります増額となっております。 

  ５目農業施設費４万6,000円３節職員手当等４万6,000円、扶養手当１件分の増額となって

おります。 

  合計△12万7,000円でございます。 

  ６款商工費１項商工費１目商工総務費75万円３節職員手当等75万円でございます。 
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  ２目商工振興費1,599万3,000円18節負担金、補助及び交付金△353万1,000円、経済変動対

策貸付金利子補給金の確定によります減額でございます。24節積立金1,952万4,000円、経済

変動対策貸付資金利子補給基金積立金となっております。 

  ３目観光費△240万円12節委託料△240万円、河津桜まつり記念大会事業委託料、中止に伴

う減額です。 

  ４目踊り子温泉会館運営費10万円17節備品購入費10万円、新型コロナウイルス感染症対策

施設備品として、キャッシュレス機器の導入１台でございます。 

  次の15ページをお願いいたします。 

  ６目河津バガテル公園管理費140万円11節役務費100万円、先ほどの温泉会館に係るキャッ

シュレス導入ということで、回線導入手数料として100万円でございます。17節備品購入費

40万円、キャッシュレス機器導入４台分でございます。 

  合計で1,584万3,000円です。 

  ７款土木費１項土木管理費１目土木総務費△６万円３節職員手当等△６万円です。 

  次に、２項道路橋梁費１目道路維持費140万1,000円10節需用費38万8,000円、施設修繕料

でございます。次に、11節役務費52万1,000円、草刈り等作業手数料です。13節使用料及び

賃借料49万2,000円、重機借り上げ料でございます。 

  ２目道路新設改良費△13万円３節職員手当等△13万円。 

  ３目橋梁維持費530万円12節委託料530万円、峰橋撤去に伴う予備検討調査業務委託料でご

ざいます。撤去におけます予備調査を行う委託料として計上しました。 

  合計で657万1,000円でございます。 

  16ページをお願いいたします。 

  ３項河川費１目河川維持費30万9,000円10節需用費30万9,000円、施設修繕料でございます。

普通河川、小縄地川の護岸の修繕となっております。 

  次に、４項都市計画費２目都市公園管理費37万6,000円10節需用費37万6,000円、施設修繕

料でございます。笹原公園の浄化槽の隔壁修繕のためのものでございます。 

  ９款教育費１項教育総務費１目36万5,000円教育委員会費１節報酬32万7,000円、学校統合

準備委員の報酬となっております。次に、８節旅費３万8,000円、同委員に伴う費用弁償と

なっております。 

  ２目事務局費18万円３節職員手当等18万円でございます。 

  ３目学校教育振興費34万円18節負担金、補助及び交付金34万円、リモート学習支援等補助
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金でございます。34世帯を対象に補助するものでございます。 

  ４目学校管理費△１万円３節職員手当等△１万円です。 

  合計で87万5,000円でございます。 

  次の17ページをお願いいたします。 

  ２項小学校費１目東小学校管理費13万8,000円17節備品購入費13万8,000円、施設備品でご

ざいます。複式学級が見込まれることによります黒板等の購入費でございます。 

  ３目西小学校管理費40万4,000円10節需用費40万4,000円、施設修繕料でございます。鉄棒

等の修繕料でございます。 

  合計54万2,000円でございます。 

  ４項幼稚園費１目幼稚園費△60万円３節職員手当等△60万円でございます。 

  ５項社会教育費１目社会教育総務費△32万5,000円３節職員手当等△32万5,000円でござい

ます。そのうち、扶養手当につきまして１件分増で５万円となっております。そのほか、童

手当につきまして１件分増で４万5,000円が計上されております。 

  ２目文化財保護費△835万7,000円１節報酬△448万4,000円、会計年度任用職員でございま

す。４節共済費△78万6,000円、８節旅費△37万5,000円、10節需用費△92万7,000円。 

  次のページをお願いいたします。 

  11節役務費△50万円、13節使用料及び賃借料△128万5,000円、これら全てにつきましては、

遺跡の本調査を予定しておりました予算でございましたが、本調査の必要がなくなったこと

によります全額の減額となっております。 

  ６項保健体育費１目保健体育総務費40万円、18節負担金、補助及び交付金40万円、下田河

津間駅伝競走大会負担金としての追加分でございます。コロナ対応によりますバスの借り上

げ等によります増額となっております。 

  次に、３目学校給食費△１万円３節職員手当等△１万円でございます。 

  合計で39万円となっております。 

  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  15時５分まで休憩します。 

 

休憩 午後 ２時５５分 
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再開 午後 ３時０５分 

 

○議長（上村和正君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  11番、宮崎議員。 

○１１番（宮崎啓次君） 11番、宮崎です。質疑をします。 

  15ページ、７款土木費２項道路橋梁費の橋梁維持費というところですが、今回、峰橋撤去

に伴う予備検討調査業務委託料、これ上がっていますけれども、私、昨年12月の議会だった

と思うんですが、峰橋のところの護岸の整備について質問させていただきまして、県と協議

して進めるよという話でした。その進捗状況はどうなっているのかお伺いいたします。 

○議長（上村和正君） 建設課長。 

○建設課長（山本博雄君） 現在、町と下田土木事務所のほうと、あそこの橋梁、今、上部工

が水中に沈んでいる状態になっているということで、財政的にもかなりかかるというのもあ

りまして、どのようにしていったらいいのかと。県のほうも、なるべくできることは協力し

ていただけるというお話を伺っておりまして、現在、協議をしている状況になっております。 

  ただ、町のほうが、町道として県の河川の上に占用という形の、橋梁というのは占用とい

う形で成っておるものですから、町のほうで撤去するということはもう間違いないところに

なっております。 

  ただ、現状、どのような形で撤去をしていったら一番経済的なのか、有利なのかというと

ころもありまして、それに対して細かいところが分からないと県のほうも、協力する部位で

すね、どの部分が協力できて、どの部分ができないのかというのが分からないものですから、

まず、今回、上げさせていただきました予備調査、あと設計の検討、こちらを行って、中の

項目を見させていただいた中で、県のほうにどの部分の協力ができるのかというのをもう一

度また協議をさせていただいて検討していただくと。 

  できる限りのところは協力をできればお願いしたいという形で思っておりますので、今回、

上げさせていただいています。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 総務課長。 
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○総務課長（後藤幹樹君） 今、建設課長が言ったとおりでございますけれども、今回は、県

のほうと一度協議をした中で、具体的にはどうすれば県としても関われるかというようなこ

ともありまして、早急に現状を把握する必要があるということでございましたので、この件

につきましては町が独自に、町の物件でありますので先行して今回の補正でなるべく早く調

査を行って、今後どういうふうに県と分担を、やってもらえることはやってもらいたいとい

うことで、その基礎資料とするためのものとしての調査費を上げたものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 11番、宮崎議員。 

○１１番（宮崎啓次君） 県のほうもそのとおりだと思うんです。町がどうしたいのか、町の

ほうでこうしたいということを出さないと。県のほうも、どういうふうな形で協力できるか

というところ出てくると思いますので。 

  その辺でちょっとお伺いしたいんですが、町長としては、あそこのところをどういうふう

にしようかという腹案といいますか、ビジョン的なものあるかどうか、その辺を伺っておき

ます。 

○議長（上村和正君） 町長。 

○町長（岸 重宏君） 台風15号のとき流出したわけですけれども、それ以前については、今

後どうするか検討するという段階で、ただ、現状としては、あの橋についてはなかなか維持

するのは難しいだろうという方向性を持っておりましたけれども、実際、流れたときにはま

だ結論が出ていない状況でありました。現実的には、その前にもう通行止めにして地区との

いろんな話も進めておりました。そのときに利用者があまり多くないといったこともあった

ものですから、現状では、見積りといいますか、試算の段階では相当のお金がかかるという、

元の橋のままに直すということは考えておりましたので、そういうことで撤去したいなとい

う方向は思っておりましたけれども、実際、落下してしまったと。 

  そういうことで、撤去するにしても、災害復旧の関係ですと、元の形に直さないと災害復

旧にならないということもあったものですから、落下したままになっていたわけです。 

  そういう中で、町のローリング計画の中で、じゃ実際、撤去するのに幾らかかるかという

試算を若干してみました。そうしたらやっぱり相当大きなお金が、例えば撤去だけでも

5,000万とか上をやると3,000万とか相当お金がかかったものですから、先ほどそれぞれの課

長が答弁したように、とても町でできないという話になって、私が土木事務所に何とか協力

できないかというお願いをしてきまして、そういう中で土木事務所から、協力できることは



－161－ 河津町議会 

するよという返事をもらったものですから、今回、調査費をつけてお願いするような形にな

りました。 

  実際、その後も県の河川砂防局長のところ行ってお願いしてきたり、一応、上部のほうも

お願いしてきた。ルートはつくってあるものですから、多分、協力していただけるものと思

っておりますけれども、その前にとにかく町で調査をしなさいという指示が出たものですか

ら、今回、上げさせてもらったということでございます。 

  いずれにしても、町の責任で取らなきゃならないという原則は県のほうは言っております。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 11番、宮崎議員。 

○１１番（宮崎啓次君） 私も昨年ちょっと言った覚えがあるんですが、あそこはやっぱり河

童橋ということで観光的にも若い人たちの人気スポットになって、飛び込みをしていたとい

うことで、護岸を整備するときに飛び込みできるような、そういう案を提案したと思うんで

すが、もう一つ、もし県のほうに要望するんであればもう一歩進んで、あそこにつり橋を架

けたらどうかなと。峰側へ駐車できるスペースありますので、あそこへ観光客に駐車しても

らって、それで大堰側で飛び込んでいただくような、そういった、観光スポットを町内につ

くることによって、今後、伊豆縦貫道できた折に、仮の名前ですけれども、河津インターか

ら河津へ下りて、そのまま海岸へ。とにかく海を見ていただくという形で引っ張る方向に持

っていけたらどうかなと思っております。 

  私の考えですけれども、あまり道の駅をインターのそばに造るべきではないと。道の駅を

そこへ造ってしまうと、そこへ寄ってそのまま南伊豆、下田へ行ってしまうので、いかに七

滝を見て、海のほうへ誘導するかということを考えていただけたらと思います。 

  極端な話ですけれども、あそこのインターの名称を河津七滝インターぐらいにして、七滝

への下り道だよという形にして、逆に逆川を河津逆川インターという形で、こちらの平野部

に行く場合はそちらから下ろして、桜まつりのときは防災公園を利用してあそこを大規模な

駐車場にして、そこからバスを降ろすような方策もあるので、そのような考え方で、話はそ

れましたけれども、護岸の整備については、そういった前向きに観光整備の方向で県の予算

をいただくような形で進めていただけたらと思いますので、もし取り上げていただけるんな

らば、そういった形でお願いします。 

  以上で結構です。 

○議長（上村和正君） ほかに質疑ございますか。 



－162－ 河津町議会 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第63号 令和２年度河津町一般会計補正予算（第９号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第12、議案第64号 令和２年度河津町国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第64号 令和２年度河津町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）。 

  令和２年度河津町国民健康保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ55万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ11億6,825万6,000円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細は担当課長より説明させます。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、議案第64号 令和２年度河津町国民健康保険特別

会計補正予算（第４号）を説明させていただきます。 

  本議案の主な提案理由でございますが、国民健康保険税システム改修費用の増額補正並び

にその財源となります県費特別調整交付金の増額補正でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  第１表 歳入歳出予算補正。 

  歳入。 

  款、項、補正額の順に述べさせていただきます。単位は千円でございます。 

  ５款県支出金55万円１項県負担金・補助金、同額でございます。 

  歳入合計55万円。 

  次のページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  １款総務費55万円１項徴税費、同額でございます。 

  歳出合計55万円。 

  恐れ入ります。３ページ、４ページの事項別明細書、総括は省略させていただきます。 

  ５ページをお願いします。 

  ２、歳入でございます。 

  款、項、目、補正額、節、説明の順に述べさせていただきます。 

  単位は千円でございます。 

  ５款県支出金１項県負担金・補助金１目保険給付費等交付金55万円２節特別交付金55万円、

特別調整交付金でございます。歳出の国民健康保険税システム改修費の補助金でございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３、歳出でございます。 

  歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  １款総務費２項徴税費１目賦課徴収費55万円12節委託料55万円、国民健康保険税システム

改修委託料でございます。税制改正対応に伴いますシステム改修費でございます。 
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  説明は以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第64号 令和２年度河津町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を採決

します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第13、議案第65号 令和２年度河津町介護保険特別会計補正予算

（第３号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第65号 令和２年度河津町介護保険特別会計補正予算（第３号）。 

  令和２年度河津町介護保険特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 
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  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,067万5,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ10億5,129万7,000円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  以下、詳細につきましては担当課長より説明いたします。 

○議長（上村和正君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（稲葉吉一君） それでは、議案第65号 令和２年度河津町介護保険特別会計

補正予算（第３号）を説明させていただきます。 

  本議案の主な提案理由でございますが、歳入は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴いま

す保険料減免額確定によります保険料の減額補正、介護サービス給付費増に伴います各法定

財源の増額補正でございます。 

  歳出につきましては、介護報酬改正に伴いますシステム改修費並びに施設介護サービス給

付費、高額介護サービス費の増額補正、人事院勧告に伴います人件費等の減額補正でござい

ます。 

  次のページをお願いします。 

  第１表 歳入歳出予算補正。 

  歳入でございます。 

  款、項、補正額の順に述べさせていただきます。 

  単位は千円でございます。 

  １款保険料△56万3,000円１項介護保険料、同額でございます。 

  ３款国庫支出金1,096万7,000円１項国庫負担金622万5,000円、２項国庫補助金474万2,000

円。 

  ４款支払基金交付金1,080万円１項支払基金交付金、同額でございます。 

  ５款県支出金671万4,000円１項県負担金677万4,000円、２項県補助金△６万円。 

  ６款繰入金543万4,000円１項一般会計繰入金、同額でございます。 

  ９款繰越金732万3,000円１項繰越金、同額でございます。 

  歳入合計4,067万5,000円。 

  次のページをお願いします。 

  歳出でございます。 
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  歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  １款総務費98万9,000円１項総務管理費、同額でございます。 

  ２款保険給付費4,000万円１項介護サービス等諸費3,550万円、４項高額介護サービス等費

450万円。 

  ４款地域支援事業費△31万4,000円３項包括的支援事業・任意事業費、同額でございます。 

  歳出合計4,067万5,000円。 

  恐れ入ります。３ページ、４ページの事項別明細書、総括は省略させていただきます。 

  ５ページをお願いします。 

  事項別明細書、２、歳入でございます。 

  款、項、目、補正額、節、説明の順に述べさせていただきます。 

  単位は千円でございます。 

  また、法定割合によります給付費につきましては説明を省略させていただきます。 

  １款保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料△56万3,000円１節現年度分保険料

△56万3,000円、特別徴収保険料△47万円、普通徴収保険料△９万3,000円、新型コロナウイ

ルス感染症によります保険料減免分の減額でございます。７名分でございます。 

  ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金622万5,000円１節現年度分622万

5,000円、介護給付費負担金でございます。 

  ２項国庫補助金１目調整交付金243万9,000円１節現年度分243万9,000円、調整交付金でご

ざいます。 

  ３目地域支援事業交付金（その他の地域支援事業）△12万円１節現年度分△12万円、その

他地域支援事業交付金でございます。 

  ５目介護保険システム改修事業補助金49万4,000円１節介護保険システム改修事業補助金

49万4,000円、介護保険システム改修事業の補助金です。事業費の２分の１の補助でござい

ます。 

  ６目保険者努力支援交付金152万9,000円１節保険者努力支援交付金152万9,000円、保険者

努力支援交付金でございます。介護予防・日常生活支援事業等の費用の助成でございます。

県の確定額でございます。 

  ７目介護保険災害等臨時特例補助金40万円１節介護保険災害等臨時特例補助金40万円、介

護保険災害等臨時特例補助金でございます。新型コロナウイルス感染症に伴います保険料の

減額分の10分の６の補助をいただくものでございます。残りは特別調整交付金にて補塡され
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る予定でございます。 

  計474万2,000円。 

  ４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金1,080万円１節現年度分

1,080万円、介護給付費交付金でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ５款県支出金１項県負担金１目介護給付費負担金677万4,000円１節現年度分677万4,000円、

介護給付費負担金でございます。 

  ２項県補助金２目地域支援事業交付金（その他の地域支援事業）△６万円１節現年度分△

６万円、その他地域支援事業交付金でございます。 

  ６款繰入金１項一般会計繰入金１目介護給付費繰入金499万9,000円１節現年度分499万

9,000円、介護給付費繰入金でございます。 

  ２目その他一般会計繰入金49万5,000円１節事務費等繰入金49万5,000円、事務費等繰入金

でございます。こちらにつきましては、介護保険システム改修費の２分の１分を一般会計か

ら繰り入れるものでございます。 

  ５目地域支援事業繰入金（その他の地域支援事業）△６万円１節現年度分△６万円、その

他地域支援事業繰入金でございます。 

  計543万4,000円。 

  ９款繰越金１項繰越金１目繰越金732万3,000円１節繰越金732万3,000円、繰越金でござい

ます。今補正の財源でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３、歳出でございます。 

  歳入と同様の説明とさせていただきます。 

  １款総務費１項総務管理費１目一般管理費98万9,000円13節委託料98万9,000円、介護保険

システム改修業務委託料でございます。介護報酬改定に伴いますシステム改修費でございま

す。 

  ２款保険給付費１項介護サービス等諸費５目施設介護サービス給付費3,550万円18節負担

金、補助及び交付金3,550万円、施設介護サービス給付費でございます。施設介護サービス

給付費の増に伴います増額でございます。 

  ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス等費450万円18節負担金、補助及び交付

金450万円、高額介護サービス費でございます。施設介護サービス費の増額に伴います高額
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介護サービス費の増額でございます。 

  ４款地域支援事業費３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメン

ト事業費△31万4,000円３節職員手当等△２万2,000円、期末勤勉手当の減額でございます。

こちらは人事院勧告によります減額でございます。８節旅費△24万2,000円、普通旅費でご

ざいます。18節負担金、補助及び交付金△５万円、各種研修会等負担金。普通旅費とこちら

につきましては、新型コロナウイルス感染症に伴います研修会等が中止になりました関係の

減額でございます。 

  説明は以上となります。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第65号 令和２年度河津町介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決しま

す。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６６号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（上村和正君） 日程第14、議案第66号 令和２年度河津町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第66号 令和２年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）につ

きましては、担当課長より詳細について説明いたします。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 

○水道温泉課長（中村邦彦君） それでは、議案第66号について説明させていただきます。 

  議案第66号 令和２年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）。 

  （総則） 

  第１条 令和２年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  科目、補正予定額で説明させていただきます。 

  支出。 

  第１款水道事業費1,016万8,000円第１項営業費用、同額でございます。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第３条 予算第７条第１号の職員給与費の額「3,213万7,000円」を「2,947万1,000円」に

改める。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  恐れ入ります。次の実施計画は省略させていただきまして、３ページ目をお願いいたしま

す。 

  令和２年度河津町水道事業会計予算明細書。 

  収益的収入及び支出でございます。 

  款、項、目の補正予定額、明細の節と金額で説明させていただきます。 

  支出でございます。 

  第１款水道事業費1,016万8,000円第１項営業費用、同額でございます。第４目総経費、同

額でございます。節の説明といたしましては、人事異動と給与改定に伴う補正としまして、

第１節給与費△245万9,000円、第２節手当75万3,000円、第６節法定福利費△96万円、第９

節退職給与費△36万6,000円でございます。水道台帳の電子化に係る経費といたしまして、
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第16節委託料、水道台帳電子化委託料1,320万円。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第66号 令和２年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第15、議案第67号 令和２年度河津町温泉事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（岸 重宏君） 議案第67号 令和２年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）につ

いては担当課長より説明させます。 

○議長（上村和正君） 水道温泉課長。 
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○水道温泉課長（中村邦彦君） それでは、議案第67号について説明させていただきます。 

  議案第67号 令和２年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）。 

  （総則） 

  第１条 令和２年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 予算第３条の収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

  科目、補正予定額で説明させていただきます。 

  支出。 

  第１款温泉事業費△162万4,000円第１項営業費用、同額でございます。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第３条 予算第７条第１号の職員給与費の額「1,411万9,000円」を「1,269万6,000円」に

改める。 

  令和２年12月10日提出。河津町長、岸重宏。 

  次の実施計画は省略させていただきまして、３ページ目をお願いいたします。 

  令和２年度河津町温泉事業会計予算明細書。 

  収益的収入及び支出でございます。 

  款、項、目の補正予定額、明細の節、金額で説明させていただきます。 

  第１款温泉事業費△162万4,000円第１項営業費用、同額でございます。第４目総経費、同

額でございます。節の説明につきましては、人事異動と給与改定に伴う更正でございます。

第１節給料△137万7,000円、第２節手当21万3,000円、第６節法定福利費△25万9,000円、第

９節退職給与費△20万1,000円でございます。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより議案第67号 令和２年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎選挙第６号 

○議長（上村和正君） 日程第16、選挙第６号 河津町選挙管理委員選挙を議題とします。 

  本件につきましては、それぞれの委員の任期満了を控え行われるものであります。 

  お諮りします。 

  選挙管理委員の選挙は、地方自治法第118条第２項の規定により指名推選にしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  お諮りします。 

  選挙管理委員は議長が指名することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議長において指名することに決定しました。 

  それでは、地方自治法第182条第１項の規定による選挙管理委員に、河津町湯ケ野46番地

の６、板垣保君、河津町川津筏場1125番地、飯田ゆみ子君、河津町見高2255番地の51、土屋

常平君、河津町沢田232番地の８、田中修君、以上の方を指名します。これにご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  お諮りします。 

  ただいま議長において指名しました板垣保君、飯田ゆみ子君、土屋常平君、田中修君を河

津町選挙管理委員の当選人と決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  ただいま指名しました河津町湯ケ野46番地の６、板垣保君、河津町川津筏場1125番地、飯

田ゆみ子君、河津町見高2255番地の51、土屋常平君、河津町沢田232番地の８、田中修君、

以上の４名の方が河津町選挙管理委員に当選されました。 

  なお、当選人には文書にて告知いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎選挙第７号 

○議長（上村和正君） 日程第17、選挙第７号 河津町選挙管理委員補充員選挙を議題としま

す。 

  本件につきましては、それぞれの補充員の任期満了を控え行われるものであります。 

  お諮りします。 

  選挙管理委員補充員の選挙は、地方自治法第118条第２項の規定により指名推選にしたい

と思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  お諮りします。 

  選挙管理委員補充員は議長が指名することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議長において指名することに決定しました。 

  それでは、地方自治法第182条第２項の規定による選挙管理委員補充員に、第１順位、河

津町見高472番地、谷澤誠君、第２順位、河津町梨本26番地、相馬和男君、第３順位、河津

町峰359番地の８、鈴木津●子君、第４順位、河津町峰711番地、鳥澤俊光君、以上の方を指
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名します。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  お諮りします。 

  ただいま議長において指名しました第１順位、谷澤誠君、第２順位、相馬和男君、第３順

位、鈴木津●子君、第４順位、鳥澤俊光君を河津町選挙管理委員補充員の当選人と定めるこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  ただいま指名しました第１順位、河津町見高472番地、谷澤誠君、第２順位、河津町梨本

26番地、相馬和男君、第３順位、河津町峰359番地の８、鈴木津●子君、第４順位、河津町

峰711番地、鳥澤俊光君、以上の４名の方が河津町選挙管理委員補充員に当選されました。 

  なお、当選人には文書にて告知いたします。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第18、発議第４号 ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強

化を求める意見書の提出についてを議題とします。 

  提出者からの趣旨説明を求めます。 

  １番、大川良樹君。 

〔１番 大川良樹君登壇〕 

○１番（大川良樹君） １番、大川良樹です。 

  朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

  発議第４号 ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意見書の提出につい

て。 

  地方自治法第99条の規定により、ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める

意見書を別紙のとおり提出する。 

  令和２年12月11日提出。河津町議会議長、上村和正様。 

  提出者、河津町議会議員、大川良樹。賛同者、河津町議会議員、土屋貴、同じく渡邊昌昭、
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同じく桑原猛、同じく仲里司、同じく稲葉静、同じく渡邉弘、同じく宮崎啓次、同じく遠藤

嘉規、同じく塩田正治。 

  ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意見書。 

  ドクターヘリは、交通事情の影響を受けず、医師や看護師を乗せて現場に急行し、機内で

患者を治療しながら医療機関に搬送されるため、救急医療の一端を担う「空飛ぶ治療室」の

役割を十分に果たしている。 

  私たち伊豆南部地域から、三次救急病院である伊豆の国市の順天堂大学医学部附属静岡病

院までは、遠隔地であり、救急車でも約１時間はかかり、また急峻で曲がりくねった峠道を

通行しなければならず、交通事故や心臓、脳疾患の場合など１分１秒を争う救急搬送にとっ

て、ドクターヘリは、50キロメートル圏内で15分以内に到達でき、正しく命の綱である。 

  東部地域でも平成15年から運航を開始し、令和元年には全出動回数の1,196回の内、賀茂

地区からは約25％の297件が搬送され、救命措置の恩恵を受けている。 

  しかしながら、搬送回数は当初の約400人に比べると倍以上の人数となっており、ここ10

年間においても増加傾向にあり、今後の運航経費や維持経費、医療従事者の確保など人的、

経済的負担が大きくなってくることが予想される。 

  ついては、ドクターヘリが救命救急の重役を担い、引き続き多くの人命救助に貢献できる

よう、ドクターヘリの安定・持続的運用の支援強化について、強く要望する。 

  １、ドクターヘリの年間出動件数や出動時間など実態を把握し、かつ安全基準に基づいた

代替機提供の適正化を図るための経費についても補助対象とし、実際の運用に見合う補助金

額を設定して予算措置すること。 

  ２、ドクターヘリの安全運航のために、待機時間や機体の点検時間を含めた操縦士等のス

タッフの勤務実態を的確に把握すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  意見書提出先。 

  内閣総理大臣 菅義偉殿、財務大臣 麻生太郎殿、総務大臣 武田良太殿、厚生労働大臣 

田村憲久殿、衆議院議長 大島理森殿、参議院議長 山東昭子殿、静岡県知事 川勝平太殿。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上をもって質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより発議第４号 ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意見書の提

出についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり関係行政庁に提出することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第19、発議第５号 防災・減災、国土強靭化対策の継続及び拡充

を求める意見書の提出についてを議題とします。 

  提出者からの趣旨説明を求めます。 

  ３番、渡邊昌昭君。 

〔３番 渡邊昌昭君登壇〕 

○３番（渡邊昌昭君） ３番、渡邊昌昭です。 

  朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

  発議第５号 防災・減災、国土強靭化対策の継続及び拡充を求める意見書の提出について。 

  地方自治法第99条の規定により、防災・減災、国土強靭化対策の継続及び拡充を求める意

見書を別紙のとおり提出する。 

  令和２年12月11日提出。河津町議会議長、上村和正様。 
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  提出者、河津町議会議員、渡邊昌昭。賛同者、河津町議会議員、大川良樹、同じく土屋貴、

同じく桑原猛、同じく稲葉静、同じく仲里司、同じく渡邉弘、同じく宮崎啓次、同じく遠藤

嘉規、同じく塩田正治。 

  内容です。 

  防災・減災、国土強靭化対策の継続及び拡充を求める意見書。 

  現在、令和２年度までを実施期間とする「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対

策（以下「３か年緊急対策」という。）」により、国と地方が一体となってハード、ソフト

の両面から、防災・減災、国土強靭化対策を集中的に実施しているが、対策が必要な個所は

未だ多数存在するため、中長期的視野に立って具体的目標を掲げ、取組の加速化・深化を図

ることが極めて重要である。 

  河津町でも防災・減災に向けた対策を進めてきたところであるが、想定される大規模自然

災害に対して防災・減災の取組を引続き推し進め、町内の脆弱な社会インフラを整備し、機

能を維持する必要性は依然として高い。 

  よって、国において防災・減災、国土強靭化対策をより一層推進するために、下記の措置

を講じることを強く求める。 

  記。 

  １、令和２年度で終了とされている３か年緊急対策の更なる延長と拡充を行うこと。 

  ２、令和３年度以降も国土強靭化対策の対象事業を拡大するとともに、別枠による必要か

つ十分な予算確保など、対策の抜本的強化を図ること。 

  なお、予算の配分にあたっては、社会資本整備の遅れが見られる地方に十分配慮すること。 

  ３、地方公共団体が国土強靭化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算の総額確保を

図ること。 

  ４、老朽化対策が確実に進められるよう新たな財源を創設するとともに、長期安定的に必

要かつ十分な予算を確保すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和２年12月11日。静岡県賀茂郡河津町議会。 

  次ページに意見書の送付先がございます。 

  意見書提出先。 

  内閣総理大臣 菅義偉殿、財務大臣 麻生太郎殿、総務大臣 武田良太殿、内閣官房長官 

加藤勝信殿、国土交通大臣 赤羽一嘉殿、国土強靭化担当大臣 小此木八郎殿、内閣府特命
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担当大臣（防災） 小此木八郎殿、農林水産大臣 野上浩太郎殿、衆議院議長 大島理森殿、

参議院議長 山東昭子殿。 

  以上です。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上をもって質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより発議第５号 防災・減災、国土強靭化対策の継続及び拡充を求める意見書の提出

についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり関係行政庁に提出することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎発議第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（上村和正君） 日程第20、発議第６号 コロナ禍の不安に負けず安心して暮らしてい

ける町であり続けるための決議についてを議題とします。 

  提出者からの趣旨説明を求めます。 

  １番、大川良樹君。 

〔１番 大川良樹君登壇〕 
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○１番（大川良樹君） １番、大川です。 

  朗読をもって説明に代えさせていただきます。 

  発議第６号 コロナ禍の不安に負けず安心して暮らしていける町であり続けるための決議

について。 

  上記の決議案を別紙のとおり地方自治法第112条及び河津町議会会議規則第14条の規定に

より提出する。 

  令和２年12月11日提出。河津町議会議長、上村和正様。 

  提出者、河津町議会議員、大川良樹。賛同者、河津町議会議員、土屋貴、同じく渡邊昌昭、

同じく桑原猛、同じく稲葉静、同じく仲里司、同じく渡邉弘、同じく宮崎啓次、同じく遠藤

嘉規、同じく塩田正治。 

  コロナ禍の不安に負けず安心して暮らしていける町であり続けるための決議。 

  新型コロナウイルス感染症は、近隣市町でもクラスターが発生するなど感染拡大が続いて

おり、河津町でも不安を抱えた生活を余儀なくされている。 

  全国的には、感染者やその家族、最前線で治療に当たる医療・介護関係者などに対しての

誹謗中傷、インターネット上での悪質な書き込みや差別・偏見、いじめ等が社会問題となっ

ている。心無い言動は、刃物と同じで人の心に深い傷を残し、時には命を奪う事もある。私

たちが立ち向かう相手は、新型コロナウイルスという「ウイルス」であって、「人」ではな

い。 

  新型コロナウイルス感染症は、誰もが感染し、誰もが気づかぬうちに他に感染させる可能

性があることを念頭に置いて、町民の意識をひとつにして、思いやりを持って行動すること

が求められる。 

  よって、河津町議会は、以下の事項を決議する。 

  １、新型コロナウイルス感染症を理由とした偏見や不当な差別、いじめは決してあっては

ならない。町民、経済関連各種団体、行政、教育機関などと連携し正しい理解を持ち、互い

に支え合い、励まし合えるよう行動すること。 

  ２、感染リスクと向き合い、最前線で献身的に業務にあたっている医療従事者をはじめと

する関係各位、そしてその家族に心からの敬意と感謝を表明する。 

  ３、新型コロナウイルスによる感染が終息した後、河津町をより一層希望あふれる町とす

るため、力を合わせ、ともに今を乗り越えること。 

  令和２年12月11日。静岡県賀茂郡河津町議会。 
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  提出先。 

  静岡県知事 川勝平太殿。 

  以上でございます。 

○議長（上村和正君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 質疑なき模様です。 

  以上をもって質疑を終了します。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） 討論なしと認めます。 

  以上をもって討論を終結します。 

  これより発議第６号 コロナ禍の不安に負けず安心して暮らしていける町であり続けるた

めの決議についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決し、関係行政庁に提出することに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（上村和正君） 日程第21、委員会の閉会中における所掌事務等の調査の件を議題とし

ます。 

  各常任委員会及び議会運営委員会の委員長から、所掌事務等の調査について、会議規則第

75条の規定によって、お手元に配付しましたとおり閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りします。 



－181－ 河津町議会 

  各常任委員長及び議会運営委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とすることについ

てご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、各常任委員長及び議会運営委員長からの申出のとおり閉会中の継続調査とす

ることに決定しました。 

 

───────────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（上村和正君） お諮りします。 

  本定例会に付議されました案件の審議は全て終了しました。会期はまだ残っておりますが、

会議規則第７条の規定により、本日これをもって令和２年河津町議会第４回定例会を閉会し

たいと思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（上村和正君） ご異議なしと認めます。 

  よって、今期定例会は本日をもって閉会することに決定しました。 

  以上をもって本日の会議を閉じます。 

  これをもって令和２年河津町議会第４回定例会を閉会します。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ４時０４分 
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             議案等審議結果一覧 

令和２年第４回定例会 

 

議 案 番 号 件       名 議 決 年 月 日 審 議 結 果 

諮問第 １号 
人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて 
2． 12．11 

適 任 

三 村 正 美 

同意第 ３号 監査委員の選任について 〃 
同 意 

岡 﨑 長 治 

議案第５６号 

河津町議会議員及び河津町長の選挙に

おける選挙運動の公費負担に関する条

例の制定について 

〃 原 案 可 決 

議案第５７号 
河津町消防団条例の一部を改正する条

例について 
〃 〃 

議案第５８号 
河津町消防団員の報酬等に関する条例

の一部を改正する条例について 
〃 〃 

議案第５９号 
河津町税外収入督促等に関する条例の

一部を改正する条例について 
〃 〃 

議案第６０号 河津町指定金融機関の指定について 〃 〃 

議案第６１号 町道路線の変更について 〃 〃 

議案第６２号 
静岡県市町総合事務組合規約の一部を

変更する規約について 
〃 〃 

議案第６３号 
令和２年度河津町一般会計補正予算

（第９号） 
〃 〃 

議案第６４号 
令和２年度河津町国民健康保険特別会

計補正予算（第４号） 
〃 〃 

議案第６５号 
令和２年度河津町介護保険特別会計補

正予算（第３号） 
〃 〃 
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議 案 番 号 件       名 議 決 年 月 日 審 議 結 果 

議案第６６号 
令和２年度河津町水道事業会計補正予

算（第１号） 
2． 12．11 原 案 可 決 

議案第６７号 
令和２年度河津町温泉事業会計補正予

算（第１号） 
〃 〃 

選挙第 ６号 河津町選挙管理委員選挙 〃 

当 選 

板 垣  保 

飯 田 ゆ み 子 

土 屋 常 平 

田 中  修 

選挙第 ７号 河津町選挙管理委員補充員選挙 〃 

当 選 

谷 澤  誠 

相 馬 和 男 

鈴 木 津 ● 子 

鳥 澤 俊 光 

発議第 ４号 

ドクターヘリの安定・持続的運用への

支援強化を求める意見書の提出につい

て 

〃 採 択 

発議第 ５号 
防災・減災、国土強靭化対策の継続及

び拡充を求める意見書の提出について 
〃 〃 

発議第 ６号 

コロナ禍の不安に負けず安心して暮ら

していける町であり続けるための決議

について 

〃 〃 

 委員会の閉会中の所掌事務調査の件 〃 決 定 
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